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Ⅰ 調査の概要
ちょうさ がいよう

１ 調査の目的
ちょうさ もくてき

こどもや若者が自分の意見を表明できる機会を保障するため「（仮称）こども参加条 例」の
わかもの じ ぶ ん い け ん ひょうめい き か い ほしょう かしょう さ ん かじょうれい

策定に向けた取り組みを進めており、こどもや若者が日常生活の中で自分の意見や考えを表明
さくてい む と くみ すす わかもの にちじょうせいかつ なか じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい

することに対する考え方などを把握し、条 例をつくる基礎資料とすることを目的に、調査を
たい かんが かた は あ く じょうれい き そ しりょう もくてき ちょうさ

実施するものです。
じ っ し

２ 調査対象
ちょうさたいしょう

下の３つの区分について、無作為に対象者を抽 出。
した く ぶ ん む さ く い たいしょうしゃ ちゅうしゅつ

・こども（０～８歳）：市内にお住まいの０歳から８歳までのお子さんの保護者
さい し な い す さい さい こ ほ ご し ゃ

・こども・若者（９～29歳）：市内にお住まいの９歳から 29歳までの方
わかもの さい し な い す さい さい かた

・おとな（30歳以上）：市内にお住まいの 30歳以上の方
さいいじょう し な い す さいいじょう かた

※このアンケート調査では、｢こども｣を 18歳未満、｢若者｣を 18歳～29歳、「おとな」を 30歳
ちょうさ さいみ ま ん わかもの さい さい さい

以上と定義しています。
いじょう て い ぎ

３ 調査期間
ちょうさき か ん

令和６年５月１日から令和６年５月19日
れ い わ ねん がつ にち れ い わ ねん がつ にち

４ 調査方法
ちょうさほうほう

郵送による回答依頼・インターネットによる回答
ゆうそう かいとうい ら い かいとう

５ 回答状 況
かいとうじょうきょう

６ 調査結果の表示方法
ちょうさけ っ か ひょうじほうほう

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下
かいとう かくしつもん かいとうしゃすう き す う ひゃくぶんりつ しめ しょうすうてん い か

第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。
だい い ししゃごにゅう うちわけ ごうけい ば あ い

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方
ふくすうかいとう か の う せつもん ば あ い かいとうしゃ ぜんたい たい ひ り つ み か た

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。
かいとうひ り つ ごうけい こ ば あ い

配 布 数
はい ふ すう

有効回答数
ゆうこうかいとうすう

有効回答率
ゆうこうかいとうりつ

こども（０～８歳）
さい

500通
つう

260通
つう

52.0％

こども・若者（９～29歳）
わかもの さい

1,000通
つう

183通
つう

18.3％

おとな（30歳以上）
さいいじょう

1,000通
つう

317通
つう

31.7％
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７ 参考掲載のこども家庭庁調査について
さんこうけいさい かていちょうちょうさ

（１） 参考資料
さんこうしりょう

・こども政策決定過程におけるこどもの意見反映プロセスの在り方に関する調査研究
せいさくけっていか て い い け んはんえい あ かた かん ちょうさけんきゅう

報告書
ほうこくしょ

・こども政策決定過程におけるこどもの意見反映プロセスの在り方に関する調査研究
せいさくけっていか て い い け んはんえい あ かた かん ちょうさけんきゅう

報告書 概要版
ほうこくしょ がいようばん

（２） 調査対象
ちょうさたいしょう

・小学４年生～概ね 20代の方
しょうがく ねんせい おおむ だい かた

・有効回答数：2,119名
ゆうこうかいとうすう めい

（３） 調査期間
ちょうさき か ん

2022年11月16日（水）正午～2022年11月30日（水）18時00分
ねん がつ にち すい しょうご ねん がつ にち すい じ ふん
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Ⅱ 調査結果
ちょうさけ っ か

１ 回答者属性
かいとうしゃぞくせい

（１）宛名のお子さんの年齢 ※2024年４月１日時点〈単数回答〉 【こども（０～８歳）】
あ て な こ ねんれい ねん がつ にちじ て ん たんすうかいとう さい

あなたの年齢 ※2024年４月１日時点〈単数回答〉 【こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以 上）】
ねんれい ねん がつ にちじ て ん たんすうかいとう わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「就学前児童（０～５歳）」の割合が 60.4％、「小学生世代（６～
さい ちょうさ しゅうがくまえじ ど う さい わりあい しょうがくせいせ だ い

８歳）」の割合が 37.3％となっています。
さい わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「18歳以上」の割合が 45.9％と最も高く、次いで「小学生世代
わかもの さい ちょうさ さいいじょう わりあい もっと たか つ しょうがくせいせ だ い

（９～11歳）」、「中学生世代（12～14歳）」の割合が 18.0％となっています。
さい ちゅうがくせいせ だ い さい わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「70歳以上」の割合が 25.2％と最も高く、次いで「50歳代」の割合
さいいじょう ちょうさ さいいじょう わりあい もっと たか つ さいだい わりあい

が 22.1％となっています。

問 あなたの学年／年齢を教えてください。
とい がくねん ねんれい おし

30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

【こども（０～８歳）】

　

回答者数 = 260

60.4

37.3

2.3

就学前児童（０～５歳） 小学生世代（６～８歳）

無回答

【こども・若者（９～29歳）】

　

回答者数 = 183

18.0

18.0

16.9

45.9

1.1

小学生世代（９～11歳） 中学生世代（12～14歳）

高校生世代（15～17歳） 18歳以上

無回答

小学生世代 中学生世代 高校生世代

19歳～22歳 23歳～25歳 26歳～29歳

【30歳以上】

　

回答者数 = 317

16.7

16.7

22.1

19.2

25.2

【参考（こども家庭庁調査）】
さんこう かていちょうちょうさ

回答者数 = 2,119

27.4

15.0

17.1

17.2

8.7

14.6
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（２）あなたは日常的または定期的にこども・若者と関わりがありますか。〈単数回答〉【おとな（30
にちじょうてき て いき てき わかもの かか たんすうかいとう

歳以上）】
さいいじょう

「ほぼ毎日関わる」の割合が 43.5％と最も高く、次いで「ほとんど関わらない」の割合が 23.3％
まいにちかか わりあい もっと たか つ かか わりあい

となっています。

（３）は、（２）で「１．ほぼ毎日関わる」「２．ときどき関わる」「３．あまり関わらない」に○をつけ
まいにちかか かか かか

た方にうかがいます。
かた

（３）こども・若者と関わりがあるのはどこでですか。〈単数回答〉 【おとな（30歳以上）】
わかもの かか たんすうかいとう さいいじょう

「家庭」の割合が 63.0％と最も高く、次いで「仕事の関係」の割合が 17.3％となっています。
か て い わりあい もっと たか つ し ご と かんけい わりあい

ほぼ毎日関わる ときどき関わる あまり関わらない

ほとんど関わらない 無回答

家庭 仕事の関係

近所などの住んでいる地域 その他

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 317 43.5 22.7 10.4 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 243 63.0 17.3 13.2 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 意見表明することについて
い け んひょうめい

（１）お子さんは家庭や学校、幼稚園、保育所、習い事、地域などで自分の意見や考えを言えてい
こ か て い がっこう よう ちえ ん ほい くじ ょ なら ごと ち い き じ ぶ ん い け ん かんが い

ると思いますか？もしくは身振りや手振り、表 情、イラストや文字などで伝えようとしてい
おも み ぶ て ぶ ひょうじょう も じ つた

ますか？〈単数回答〉 【こども（０～８歳）】
たんすうかいとう さい

日常生活であなたに関係することについて何かを決めるとき、自分の意見や考えをおとなや
にちじょうせいかつ かんけい なに き じ ぶ ん い け ん かんが

年長者に言えていますか？〈単数回答〉 【こども・若者（９～29歳）】
ねんちょうしゃ い たんすうかいとう わかもの さい

日常生活であなたに関わりのあるこども・若者は、自らに関係することについて何かを決め
にちじょうせいかつ かか わかもの みずか かんけい なに き

るとき、おとなに意見や考えを言えていると思いますか？〈単数回答〉【おとな（30歳以上）】
い け ん かんが い おも たんすうかいとう さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「言えている（伝えようとしている）」の割合が 62.3％と 最 も高
さい ちょうさ い つた わりあい もっと たか

く、次いで「ときどき言えている（ときどき伝えようとしている）」の割合が 22.7％となっています。
つ い つた わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「言えている」の割合が 47.5％と最も高く、次いで「とき
わかもの さい ちょうさ い わりあい もっと たか つ

どき言えている」の割合が 36.6％となっています。
い わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「言えている」の割合が 33.8％と最も高く、次いで「ときどき言
さいいじょう ちょうさ い わりあい もっと たか つ い

えている」の割合が 30.6％となっています。
わりあい

言えている

ときどき言えている

あまり言えていない

言えていない

こども・若者と関わりがないからわからない

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 183

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 84

47.5

51.5

42.4

48.4

47.6

36.6

39.4

42.4

32.3

35.7

12.6

9.1

15.2

12.9

13.1

3.3

6.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 317 33.8 30.6
10.4

3.5
21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言えている（伝えようとしている）

ときどき言えている（ときどき伝えようとしている）

あまり言えていない（あまり伝えようとしていない）

言えていない（伝えようとしていない）

わからない
言えている ときどき言えている

あまり言えていない 言えていない

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 260

就学前児童
（０～５歳）

157

小学生世代
（６～８歳）

97

62.3

66.9

56.7

22.7

16.6

30.9

5.4

3.8

8.2

2.7

1.9

3.1

6.9

10.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（１）で「１．言えている（伝えようとしている）」または「２．ときどき言えている（ときどき伝えよ
い つた い つた

うとしている）」に○をつけた方にうかがいます。
かた

（２）お子さんが自分の意見や考えを言おう（伝えよう）と思った理由は何だと思いますか？
こ じ ぶ ん い け ん かんが い つた おも り ゆ う なん おも

〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）】
さいだい さい

自分の意見や考えを言おうと思った理由は何ですか？〈最大３つまで〉
じ ぶ ん い け ん かんが い おも り ゆ う なん さいだい

【こども・若者（９～29歳）】
わかもの さい

こども・若者が自分の意見や考えを言おうと思った理由は何だと思いますか？
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが い おも り ゆ う なん おも

〈最大３つまで〉 【おとな（30歳以上）】
さいだい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「意見や考えを聞いてほしいから」の割合が 85.5％と最も高く、
さい ちょうさ い け ん かんが き わりあい もっと たか

次いで「自分が困っているから」の割合が 43.0％となっています。
つ じ ぶ ん こま わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「意見や考えを聞いてほしいから」の割合が 51.9％と最も
わかもの さい ちょうさ い け ん かんが き わりあい もっと

高く、次いで「意見や考えを言わないと相手に伝わらないから」の割合が 47.4％となっています。
たか つ い け ん かんが い あ い て つた わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「意見や考えを聞いてほしいから」の割合が 63.7％と最も高く、
さいいじょう ちょうさ い け ん かんが き わりあい もっと たか

次いで「意見や考えを言えば反映してくれると思うから」の割合が 36.3％となっています。
つ い け ん かんが い はんえい おも わりあい

全 体

（回答者数 = 221）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 131）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 85）

全 体

（回答者数 = 154）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 30）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 28）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 25）

18歳以上

（回答者数 = 70）

【こども（０～８歳）】
％

意見や考えを聞いてほし
いから

自分が困っているから

意見や考えを言えば反映
してくれると思うから

自分に関係する大切なこ
とだから

意見や考えをよく聞いて
くれ、言いやすい雰囲気
をつくってくれるから

意見や考えを言ったこと
を他の人に言わないなど
約束を守ってくれるから

意見や考えを大切に扱っ
てくれるから

意見や考えを言わないと
相手に伝わらないから

その他

85.5

43.0

28.1

14.5

12.2

0.9

8.6

19.9

2.3

87.8

48.1

30.5

7.6

12.2

0.8

7.6

15.3

3.1

82.4

37.6

23.5

25.9

12.9

1.2

10.6

25.9

1.2

0 20 40 60 80 100

【こども・若者（９～29歳）】
％

意見や考えを聞いてほし
いから

自分が困っているから

意見や考えを言えば反映
してくれると思うから

自分に関係する大切なこ
とだから

意見や考えをよく聞いて
くれ、言いやすい雰囲気
をつくってくれるから

意見や考えを言ったこと
を他の人に言わないなど
約束を守ってくれるから

意見や考えを大切に扱っ
てくれるから

意見や考えを言わないと
相手に伝わらないから

その他

51.9

27.9

18.2

43.5

7.8

0.0

13.0

47.4

2.6

56.7

26.7

13.3

40.0

6.7

0.0

13.3

43.3

3.3

46.4

39.3

35.7

28.6

3.6

0.0

10.7

35.7

10.7

64.0

24.0

8.0

44.0

0.0

0.0

4.0

60.0

0.0

47.1

25.7

17.1

51.4

12.9

0.0

17.1

48.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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30歳以上

（回答者数 = 204）

【30歳以上】
％

意見や考えを聞いてほし
いから

自分が困っているから

意見や考えを言えば反映
してくれると思うから

自分に関係する大切なこ
とだから

意見や考えをよく聞いて
くれ、言いやすい雰囲気
をつくってくれるから

意見や考えを言ったこと
を他の人に言わないなど
約束を守ってくれるから

意見や考えを大切に扱っ
てくれるから

意見や考えを言わないと
相手に伝わらないから

その他

63.7

27.5

36.3

33.8

20.1

2.5

13.7

19.6

2.0

0 20 40 60 80 100
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（３）～（４）は、（１）で「３．あまり言えていない（あまり伝えようとしていない）」または「４．
い つた

言えていない（伝えようとしていない）」に○をつけた方にうかがいます。
い つた かた

（３）お子さんが自分の意見や考えを言えていない（伝えていない）理由は何だと思いますか？
こ じ ぶ ん い け ん かんが い つた り ゆ う なん おも

〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）】
さいだい さい

言えていない理由は何ですか？〈最大３つまで〉 【こども・若者（９～29歳）】
い り ゆ う なん さいだい わかもの さい

こども・若者が自分の意見や考えを言えていない理由は何だと思いますか？
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが い り ゆ う なん おも

〈最大３つまで〉 【おとな（30歳以上）】
さいだい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「意見や考えを言うことが恥ずかしいから」の割合が 42.9％と最
さい ちょうさ い け ん かんが い は わりあい もっと

も高く、次いで「意見や考えに自信がないから」の割合が 38.1％となっています。
たか つ い け ん かんが じ し ん わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「意見や考えに自信がないから」の割合が 55.2％と最も高
わかもの さい ちょうさ い け ん かんが じ し ん わりあい もっと たか

く、次いで「意見や考えを言うことが恥ずかしいから」の割合が 27.6％となっています。
つ い け ん かんが い は わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「意見や考えを言うことが面倒だから」の割合が 25.0％と最も
さいいじょう ちょうさ い け ん かんが い めんどう わりあい もっと

高く、次いで「意見や考えを言っても聞いてくれないから」の割合が 22.7％となっています。
たか つ い け ん かんが い き わりあい

【こども（０～８歳）】
％

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

意見や考えに自信がない
から

意見や考えを言うことが
恥ずかしいから

意見や考えを言う相手が
忙しそうだから

意見や考えを言うことが
面倒だから

今までに言った意見や考
えが反映されたのか、さ
れなかったのか教えてく
れなかったから

意見や考えが大切に扱わ
れなかったから

意見や考えを言える雰囲
気ではないから

伝えたい意見や考えがな
いから

わからない

その他

9.5

38.1

42.9

9.5

9.5

0.0

4.8

0.0

14.3

9.5

28.6

11.1

11.1

11.1

11.1

0.0

0.0

11.1

0.0

11.1

11.1

44.4

9.1

54.5

63.6

9.1

18.2

0.0

0.0

0.0

18.2

9.1

18.2

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 21）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 9）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 11）

【こども・若者（９～29歳）】
％

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

意見や考えに自信がない
から

意見や考えを言うことが
恥ずかしいから

意見や考えを言う相手が
忙しそうだから

意見や考えを言うことが
面倒だから

今までに言った意見や考
えが反映されたのか、さ
れなかったのか教えてく
れなかったから

意見や考えを大切に扱っ
てくれなかったから

意見や考えを言える雰囲
気ではないから

伝えたい意見や考えがな
いから

その他

24.1

55.2

27.6

17.2

17.2

0.0

17.2

10.3

24.1

10.3

0.0

66.7

33.3

66.7

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

20.0

20.0

40.0

20.0

20.0

0.0

20.0

0.0

0.0

20.0

16.7

66.7

33.3

0.0

16.7

0.0

16.7

0.0

50.0

0.0

35.7

64.3

14.3

14.3

21.4

0.0

21.4

14.3

21.4

14.3

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 29）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 3）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 5）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 6）

18歳以上

（回答者数 = 14）
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30歳以上

（回答者数 = 44）

【30歳以上】
％

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

意見や考えに自信がない
から

意見や考えを言うことが
恥ずかしいから

意見や考えを言う相手が
忙しそうだから

意見や考えを言うことが
面倒だから

今までに言った意見や考
えが反映されたのか、さ
れなかったのか教えてく
れなかったから

意見や考えが大切に扱わ
れなかったから

意見や考えを言える雰囲
気ではないから

伝えたい意見や考えがな
いから

その他

22.7

20.5

15.9

11.4

25.0

6.8

11.4

15.9

18.2

25.0

0 20 40 60 80 100
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３ おとなや年長者の対応について
ねんちょうしゃ たいおう

（１）お子さんに関わりのあるおとな（学校、幼稚園、保育所、習い事、地域など）は、お子さんの
こ かか がっこう よ うち えん ほ いく じょ なら ごと ち い き こ

意見や考えを聞こうとしていると思いますか？もしくは身振りや手振り、表 情、イラストや
い け ん かんが き おも み ぶ て ぶ ひょうじょう

文字などで伝えようとしたことを汲み取ろうとしていると思いますか？〈単数回答〉
も じ つた く と おも たんすうかいとう

【こども（０～８歳）】
さい

あなたが関係することについて、おとなや年長者はあなたの意見や考えを聞こうとしている
かんけい ねんちょうしゃ い け ん かんが き

と思いますか？〈単数回答〉 【こども・若者（９～29歳）】
おも たんすうかいとう わかもの さい

あなたはこども・若者に関係することについて、こども・若者の意見や考えを聞こうとして
わかもの かんけい わかもの い け ん かんが き

いますか？〈単数回答〉 【おとな（30歳以上）】
たんすうかいとう さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「聞こうとしている」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「とき
さい ちょうさ き わりあい もっと たか つ

どき聞こうとしている」の割合が 17.3％となっています。
き わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「聞こうとしている」の割合が 55.2％と最も高く、次いで
わかもの さい ちょうさ き わりあい もっと たか つ

「ときどき聞こうとしている」の割合が 36.6％となっています。
き わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「聞こうとしている」の割合が 64.4％と最も高く、次いで「こど
さいいじょう ちょうさ き わりあい もっと たか つ

も・若者と関わりがないからわからない」の割合が 17.7％となっています。
わかもの かか わりあい

聞こうとしている

ときどき聞こうとしている

あまり聞こうとしていない

聞こうとしていない

こども・若者と関わりがないからわからない

無回答

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 183

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 84

55.2

66.7

54.5

41.9

56.0

36.6

27.3

36.4

51.6

34.5

7.7

6.1

9.1

6.5

8.3

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞こうとしている ときどき聞こうとしている

あまり聞こうとしていない 聞こうとしていない

わからない

聞こうとしている ときどき聞こうとしている

あまり聞こうとしていない 聞こうとしていない

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 260

就学前児童
（０～５歳）

157

小学生世代
（６～８歳）

97

76.2

81.5

70.1

17.3

12.1

23.7

0.8

1.0

0.8

1.3

5.0

5.1

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 317 64.4 15.1

1.6 0.9

17.7 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）は、（１）で「１．聞こうとしている」「２．ときどき聞こうとしている」「３．あまり聞こうとし
き き き

ていない」に○をつけた方にうかがいます。
かた

（２）お子さんに関わりのあるおとな（家庭や学校、幼稚園、保育所、習い事、地域など）はお子さ
こ かか か て い がっこう よう ちえ ん ほい くじ ょ なら ごと ち い き こ

んの意見や考え、身振りや手振り、表 情、イラストや文字などで伝えようとしたことについ
い け ん かんが み ぶ て ぶ ひょうじょう も じ つた

て、真剣に考え、大切に扱っていると思いますか？〈単数回答〉 【こども（０～８歳）】
しんけん かんが たいせつ あつか おも たんすうかいとう さい

おとなや年長者はあなたの意見や考えを真剣に聞いて、大切に扱っていると思いますか？
ねんちょうしゃ い け ん かんが しんけん き たいせつ あつか おも

〈単数回答〉 【こども・若者（９～29歳）】
たんすうかいとう わかもの さい

こども・若者から聞いた意見や考えを真剣に聞いて、大切に扱っていますか？〈単数回答〉
わかもの き い け ん かんが しんけん き たいせつ あつか たんすうかいとう

【おとな（30歳以上）】
さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「大切にしている」の割合が 69.4％と最も高く、次いで「ときど
さい ちょうさ たいせつ わりあい もっと たか つ

き大切にしている」の割合が 25.3％となっています。
たいせつ わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「大切にしている」の割合が 52.2％と最も高く、次いで「と
わかもの さい ちょうさ たいせつ わりあい もっと たか つ

きどき大切にしている」の割合が 41.8％となっています。
たいせつ わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「大切にしている」の割合が 77.4％と最も高く、次いで「ときど
さいいじょう ちょうさ たいせつ わりあい もっと たか つ

き大切にしている」の割合が 22.6％となっています。
たいせつ わりあい

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 245

就学前児童
（０～５歳）

147

小学生世代
（６～８歳）

92

69.4

72.8

67.4

25.3

20.4

30.4

2.4

2.7

1.1

2.9

4.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 182

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 83

52.2

81.8

63.6

32.3

44.6

41.8

18.2

30.3

67.7

44.6

6.0

6.1

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大切にしている ときどき大切にしている

あまり大切にしていない 大切にしていない

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 257 77.4 22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大切にしている ときどき大切にしている

あまり大切にしていない 大切にしていない

わからない

大切にしている ときどき大切にしている

あまり大切にしていない 大切にしていない



12

（３）お子さんが自分の言った（伝えた）意見や考えが大切にされていると感じるのはどのような
こ じ ぶ ん い つた い け ん かんが たいせつ かん

ときだと思いますか？〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）】
おも さいだい さい

あなたは自分の言った意見や考えが大切にされていると感じるのはどのようなときですか？
じ ぶ ん い い け ん かんが たいせつ かん

〈最大３つまで〉 【こども・若者（９～29歳）】
さいだい わかもの さい

こども・若者が自分の言った意見や考えが大切にされていると感じるのはどのようなときだ
わかもの じ ぶ ん い い け ん かんが たいせつ かん

と思いますか？〈最大３つまで〉 【おとな（30歳以上）】
おも さいだい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「意見や考えに共感してくれたとき」の割合が 62.3％と最も高
さい ちょうさ い け ん かんが きょうかん わりあい もっと たか

く、次いで「話を聞いてもらったとき」の割合が 51.5％となっています。
つ はなし き わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「話を聞いてくれる」の割合が 49.2％と最も高く、次いで
わかもの さい ちょうさ はなし き わりあい もっと たか つ

「意見や考えに共感してくれる」の割合が 43.2％となっています。
い け ん かんが きょうかん わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「意見や考えに共感したとき」の割合が 46.1％と最も高く、次
さいいじょう ちょうさ い け ん かんが きょうかん わりあい もっと たか つ

いで「形を変えてでも意見や考えが反映されたとき」の割合が 42.3％となっています。
かたち か い け ん かんが はんえい わりあい

【こども（０～８歳）】
％

意見や考えがそのまま反
映されたとき

形を変えてでも意見や考
えが反映されたとき

意見や考えが反映されな
くても、どのように検討
されたかの説明（フィー
ドバック）があるとき

意見や考えに共感してく
れたとき

話を聞いてもらったとき

定期的に意見や考えを聞
いてくれるとき

お子さんの意見や考えに
ついてみんなで話し合い
をする場を作ってくれた
とき

その他

36.2

28.8

25.0

62.3

51.5

6.9

7.3

3.8

39.5

34.4

19.1

61.8

46.5

5.7

7.6

5.1

29.9

21.6

34.0

62.9

58.8

9.3

7.2

2.1

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 260）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 157）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 97）

【こども・若者（９～29歳）】
％

意見や考えがそのまま反
映される

形を変えてでも意見や考
えが反映される

意見や考えが反映されな
くても、どのように検討
されたかの説明（フィー
ドバック）がある

意見や考えに共感してく
れる

話を聞いてくれる

定期的に意見や考えを聞
いてくれる

自分の意見や考えについ
てみんなで話し合いをす
る場を作ってくれる

その他

26.8

39.9

29.0

43.2

49.2

15.3

10.4

2.7

18.2

24.2

18.2

39.4

66.7

21.2

9.1

0.0

36.4

45.5

15.2

45.5

45.5

21.2

15.2

0.0

45.2

32.3

41.9

51.6

35.5

16.1

19.4

3.2

20.2

47.6

34.5

40.5

50.0

10.7

6.0

3.6

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 183）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 33）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 33）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 31）

18歳以上

（回答者数 = 84）



13

30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

意見や考えがそのまま反
映されたとき

形を変えてでも意見や考
えが反映されたとき

意見や考えが反映されな
くても、どのように検討
されたかの説明（フィー
ドバック）があるとき

意見や考えに共感したと
き

話を聞いたとき

定期的に意見や考えを聞
いたとき

こども・若者の意見や考
えについてみんなで話し
合いをする場を作ったと
き

その他

36.3

42.3

35.6

46.1

28.4

6.6

13.9

4.1

0 20 40 60 80 100
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（４）お子さん自身に関することについて、お子さんが意見や考えを言いやすくするために必要な
こ じ し ん かん こ い け ん かんが い ひつよう

ことは何だと思いますか？〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）】
なん おも さいだい さい

あなたが関係することについて、意見や考えを言いやすくするために求めることは何です
かんけい い け ん かんが い もと なん

か？〈最大３つまで〉 【こども・若者（９～29歳）】
さいだい わかもの さい

こども・若者が意見や考えを言いやすくするために、必要なことは何だと思いますか？
わかもの い け ん かんが い ひつよう なん おも

〈最大３つまで〉 【おとな（30歳以上）】
さいだい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「意見や考えを言いやすい雰囲気を作る」の割合が 80.0％と最
さい ちょうさ い け ん かんが い ふ ん い き つく わりあい もっと

も高く、次いで「最後までしっかりと話を聞く」の割合が 66.2％となっています。
たか つ さ い ご はなし き わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「意見や考えを言いやすい雰囲気を作ってほしい」の割合
わかもの さい ちょうさ い け ん かんが い ふ ん い き つく わりあい

が 65.6％と最も高く、次いで「最後までしっかりと話を聞いてほしい」の割合が 35.5％となってい
もっと たか つ さ い ご はなし き わりあい

ます。

おとな（30歳以上）の調査では、「意見や考えを言いやすい雰囲気を作る」の割合が 68.5％と最
さいいじょう ちょうさ い け ん かんが い ふ ん い き つく わりあい もっと

も高く、次いで「最後までしっかりと話を聞く」の割合が 54.3％となっています。
たか つ さ い ご はなし き わりあい

【こども（０～８歳）】
％

意見や考えを言いやすい
雰囲気を作る

意見や考えがあるかどう
か聞く

聞いた意見や考えを大切
に扱う

聞いた意見や考えがどう
なったのかを教える

意見や考えを聞いたこと
やその内容を他の人に言
わない

最後までしっかりと話を
聞く

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにする

その他

80.0

30.4

56.2

13.1

4.6

66.2

4.6

2.3

79.6

30.6

59.9

13.4

3.2

65.6

5.1

1.3

79.4

32.0

49.5

13.4

6.2

64.9

4.1

3.1

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 260）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 157）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 97）

【こども・若者（９～29歳）】
％

意見や考えを言いやすい
雰囲気を作ってほしい

意見や考えがあるかどう
か聞いてほしい

言った意見や考えを大切
に扱ってほしい

言った意見や考えがどの
ように検討されてその結
果どうなったのか教えて
ほしい

意見や考えを言ったこと
やその内容を他の人に言
わないでほしい

最後までしっかりと話を
聞いてほしい

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにしてほしい

その他

65.6

28.4

31.7

30.6

23.5

35.5

15.3

2.7

63.6

39.4

27.3

9.1

18.2

42.4

18.2

3.0

72.7

21.2

24.2

30.3

21.2

42.4

21.2

0.0

64.5

32.3

48.4

29.0

22.6

38.7

19.4

3.2

64.3

26.2

31.0

40.5

27.4

29.8

10.7

2.4

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 183）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 33）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 33）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 31）

18歳以上

（回答者数 = 84）
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30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

意見や考えを言いやすい
雰囲気を作る

意見や考えがあるかどう
か聞く

聞いた意見や考えを大切
に扱う

聞いた意見や考えがどう
なったのかを教える

意見や考えを聞いたこと
やその内容を他の人に言
わない

最後までしっかりと話を
聞く

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにする

その他

68.5

23.3

52.4

20.2

7.6

54.3

6.6

4.4

0 20 40 60 80 100
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４ 市や施設への意見について
し し せ つ い け ん

（１）～（２）は、回答者である保護者のお考えを回答してください。【こども（０～８歳）】
かいとうしゃ ほ ご し ゃ かんが かいとう さい

（１）こども・若者の意見や考えが、社会やまちづくりに反映されていると思いますか？
わかもの い け ん かんが しゃかい はんえい おも

〈単数回答〉 【こども（０～８歳）・こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以上）】
たんすうかいとう さい わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「少しは反映されていると思う」の割合が 53.5％と最も高く、次
さい ちょうさ すこ はんえい おも わりあい もっと たか つ

いで「ほとんど反映されていないと思う」の割合が 37.3％となっています。
はんえい おも わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「少しは反映されていると思う」の割合が 51.4％と最も高
わかもの さい ちょうさ すこ はんえい おも わりあい もっと たか

く、次いで「ほとんど反映されていないと思う」の割合が 31.7％となっています。
つ はんえい おも わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「少しは反映されていると思う」の割合が 47.0％と最も高く、次
さいいじょう ちょうさ すこ はんえい おも わりあい もっと たか つ

いで「ほとんど反映されていないと思う」の割合が 42.0％となっています。
はんえい おも わりあい

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 260

就学前児童
（０～５歳）

157

小学生世代
（６～８歳）

97

4.2

5.7

2.1

53.5

49.0

60.8

37.3

40.8

32.0

5.0

4.5

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 183

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 84

11.5

27.3

21.2

6.0

51.4

54.5

48.5

51.6

52.4

31.7

15.2

30.3

48.4

31.0

5.5

3.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反映されていると思う

少しは反映されていると思う

ほとんど反映されていないと思う

全く反映されていないと思う

無回答

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 317 4.1 47.0 42.0 6.6 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反映されていると思う

少しは反映されていると思う

ほとんど反映されていないと思う

全く反映されていないと思う
反映されていると思う

少しは反映されていると思う

ほとんど反映されていないと思う

全く反映されていないと思う
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（２）まちづくりや市の取り組みなどに、こども・若者の意見や考えを活かしていく必要があると
し と く わかもの い け ん かんが い ひつよう

思いますか？〈単数回答〉 【こども（０～８歳）・こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以上）】
おも たんすうかいとう さい わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「そう思う」の割合が 72.7％と最も高く、次いで「ややそう思う」
さい ちょうさ おも わりあい もっと たか つ おも

の割合が 25.4％となっています。
わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「そう思う」の割合が 72.7％と最も高く、次いで「ややそ
わかもの さい ちょうさ おも わりあい もっと たか つ

う思う」の割合が 23.5％となっています。
おも わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「そう思う」の割合が 63.7％と最も高く、次いで「ややそう思う」
さいいじょう ちょうさ おも わりあい もっと たか つ おも

の割合が 30.6％となっています。
わりあい

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない 思わない

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない 思わない

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない 思わない

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 260

就学前児童
（０～５歳）

157

小学生世代
（６～８歳）

97

72.7

77.1

63.9

25.4

21.0

34.0

1.5

1.9

1.0

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【30歳以上】

回答者数 =

　30歳以上 317 63.7 30.6

3.8 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 183

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 84

72.7

63.6

63.6

77.4

78.6

23.5

33.3

33.3

19.4

16.7

3.3

3.0

3.0

3.2

3.6

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）川西市のまちづくりやこども・若者に関する市の取り組み、施設や事業などに対して、お子さ
か わに しし わかもの かん し と く し せ つ じぎょう たい こ

んが言いたいことはあると思いますか？〈単数回答〉 【こども（０～８歳）】
い おも たんすうかいとう さい

川西市のまちづくりやこども・若者に関する市の取り組み、施設や事業などに対して、言いた
か わに しし わかもの かん し と く し せ つ じぎょう たい い

いことはありますか？〈単数回答〉 【こども・若者（９～29歳）】
たんすうかいとう わかもの さい

こども（０～８歳）の調査では、「わからない」の割合が 30.4％と最も高く、次いで「ある」の割合
さい ちょうさ わりあい もっと たか つ わりあい

が 28.1％となっています。

こども・若者（９～29歳）の調査では、「ある」の割合が 31.7％と最も高く、次いで「ほとんどな
わかもの さい ちょうさ わりあい もっと たか つ

い」の割合が 27.3％となっています。
わりあい

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 260

就学前児童
（０～５歳）

157

小学生世代
（６～８歳）

97

28.1

26.8

28.9

22.7

20.4

26.8

12.7

10.2

15.5

6.2

5.1

8.2

30.4

37.6

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 183

小学生世代
（９～11歳）

33

中学生世代
（12～14歳）

33

高校生世代
（15～17歳）

31

18歳以上 84

31.7

54.5

36.4

16.1

26.2

22.4

15.2

6.1

32.3

27.4

27.3

15.2

30.3

38.7

27.4

18.6

15.2

27.3

12.9

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある たまにある ほとんどない

ない わからない

ある たまにある

ほとんどない ない
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（４）は、（３）で「１．ある」または「２．たまにある」に○をつけた方にうかがいます。
かた

（４）お子さんは自分が言いたいことを市や施設へ伝えたいと思っていると思いますか？
こ じ ぶ ん い し し せ つ つた おも おも

〈単数回答〉 【こども（０～８歳）】
たんすうかいとう さい

言いたいことを市や施設へ伝えようと思いますか？〈単数回答〉
い し し せ つ つた おも たんすうかいとう

【こども・若者（９～29歳）】
わかもの さい

こども（０～８歳）の調査では、「あまり伝えたいと思っていないと思う」の割合が 40.2％と最も
さい ちょうさ つた おも おも わりあい もっと

高く、次いで「伝えたいと思っていると思う（もしくはすでに伝えている）」の割合が 36.4％となっ
たか つ つた おも おも つた わりあい

ています。

こども・若者（９～29歳）の調査では、「あまり伝えようと思わない」の割合が 61.6％と最も高く、
わかもの さい ちょうさ つた おも わりあい もっと たか

次いで「伝えようと思う（もしくはすでに伝えている）」、「伝えようと思わない」の割合が 19.2％と
つ つた おも つた つた おも わりあい

なっています。

問 あなたは、国や自治体の制度や政策について
とい くに じ ち た い せ い ど せいさく

思ったことや意見を、国や自治体に伝えたい
おも い け ん くに じ ち た い つた

と思いますか。
おも

【こども（０～８歳）】

回答者数 =

全  体 132

就学前児童
（０～５歳）

74

小学生世代
（６～８歳）

54

36.4

33.8

40.7

40.2

44.6

35.2

23.5

21.6

24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【こども・若者（９～29歳）】

回答者数 =

全  体 99

小学生世代
（９～11歳）

23

中学生世代
（12～14歳）

14

高校生世代
（15～17歳）

15

18歳以上 45

19.2

17.4

21.4

20.0

20.0

61.6

65.2

57.1

66.7

62.2

19.2

17.4

21.4

13.3

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

ややそう思う

あまり思わない

そう思わない

その他（分からない、答えたくないなど）

伝えたいと思っていると思う（もしくはすでに伝えている）

あまり伝えたいと思っていないと思う

伝えたいと思っていないと思う

伝えようと思う（もしくはすでに伝えている）

あまり伝えようと思わない

伝えようと思わない

【参考（こども家庭庁調査）】
さんこう かていちょうちょうさ

回答者数 =

こども家庭庁
調査

2,119 33.6 34.8 21.5
5.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）は、（４）で「２．あまり伝えたいと思っていないと思う（あまり伝えようと思わない）」または
つた おも おも つた おも

「３．伝えたいと思っていないと思う（伝えようと思わない）」に○をつけた方にうかがいます。
つた おも おも つた おも かた

（５）お子さんが川西市のまちづくりやこども・若者に関する市の取り組み、よく使用する市の施設
こ かわ にし し わかもの かん し と く し よ う し し せ つ

（図書館、公園、児童館など）などに対して、言いたいことがあっても、市や施設に伝えよう
とし ょか ん こうえん じ どう かん たい い し し せ つ つた

と思わないのはなぜだと思いますか？〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）】
おも おも さいだい さい

あまり伝えようと思わないもしくは伝えようと思わない理由を教えてください。
つた おも つた おも り ゆ う おし

〈最大３つまで〉 【こども・若者（９～29歳）】
さいだい わかもの さい

こども・若者が川西市のまちづくりやこども・若者に関する市の取り組み、施設や事業などに
わかもの かわ にし し わかもの かん し と く し せ つ じぎょう

対して、言いたいことがあっても、伝えようと思わないのであれば、それはなぜだと思います
たい い つた おも おも

か？〈最大３つまで〉 【おとな（30歳以上）】
さいだい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「どうやって伝えたらいいかわからないから」の割合が 69.0％と
さい ちょうさ つた わりあい

最も高く、次いで「川西市が何をしているのかよくわからないから」の割合が 45.2％となっていま
もっと たか つ かわ にし し なに わりあい

す。

こども・若者（９～29歳）の調査では、「意見や考えを伝えても反映されないと思うから」の割合
わかもの さい ちょうさ い け ん かんが つた はんえい おも わりあい

が 56.3％と最も高く、次いで「どうやって伝えたらいいかわからないから」の割合が 53.8％となっ
もっと たか つ つた わりあい

ています。

おとな（30歳以上）の調査では、「どうやって伝えたらいいかわからないから」の割合が 67.5％と
さいいじょう ちょうさ つた わりあい

最も高く、次いで「意見や考えを伝えても反映されないと思うから」の割合が 53.0％となっていま
もっと たか つ い け ん かんが つた はんえい おも わりあい

す。

【こども（０～８歳）】
％

意見や考えを伝えても反
映されないと思うから

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

どうやって伝えたらいい
かわからないから

川西市が何をしているの
かよくわからないから

伝えた意見や考えがどう
扱われるのかわからない
から

名前や顔などを知られた
くないから

保護者、家族、学校、職
場などに知らされると嫌
だから

おとなのサポートがない
から

その他

28.6

7.1

69.0

45.2

25.0

10.7

1.2

11.9

7.1

26.5

6.1

63.3

40.8

28.6

6.1

0.0

12.2

12.2

31.3

9.4

75.0

46.9

21.9

12.5

3.1

12.5

0.0

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 84）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 49）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 32）

【こども・若者（９～29歳）】
％

意見や考えを伝えても反
映されないと思うから

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

どうやって伝えたらいい
かわからないから

川西市が何をしているの
かよくわからないから

伝えた意見や考えがどう
扱われるのかわからない
から

名前や顔などを知られた
くないから

保護者、家族、学校、職
場などに知らされると嫌
だから

その他

56.3

15.0

53.8

35.0

20.0

16.3

8.8

7.5

42.1

5.3

63.2

31.6

15.8

15.8

5.3

15.8

54.5

27.3

72.7

18.2

9.1

18.2

27.3

0.0

83.3

16.7

58.3

41.7

8.3

25.0

8.3

0.0

55.6

16.7

44.4

41.7

30.6

13.9

5.6

5.6

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 80）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 19）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 11）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 12）

18歳以上

（回答者数 = 36）
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問 【前問で「あまり思わない」「そう思わない」
とい ぜんとい おも おも

と回答した人に対して】そう答えたのはどう
かいとう ひと たい こた

してですか。当てはまるものを全て選んでく
あ すべ えら

ださい。

30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

意見や考えを伝えても反
映されないと思うから

意見や考えを言っても聞
いてくれないから

どうやって伝えたらいい
かわからないから

川西市が何をしているの
かよくわからないから

伝えた意見や考えがどう
扱われるのかわからない
から

名前や顔などを知られた
くないから

保護者、家族、学校、職
場などに知らされると嫌
だから

おとなのサポートがない
から

その他

53.0

16.7

67.5

50.2

26.5

12.3

7.3

7.6

5.0

0 20 40 60 80 100
％

国や自治体に意見を伝え
ても反映されないと思う
から

自分の意見に自信がない
から

どのように国や自治体に
意見を伝えればいいか分
からないから

国や自治体が何をしてい
るのか、どんな人がいる
のか分からないから

国や自治体に言った意見
をどう扱られるのかわか
らないから

国や自治体に意見を伝え
るのは恥ずかしいから

国や自治体に意見を伝え
ると嫌な目に遭（あ）う
と思うから

国や自治体に意見を伝え
ることのハードルが高い
から

国や自治体に意見を伝え
るのは面倒（めんどう）
だから

国や自治体に意見を伝え
るほどの余裕がないから

国や自治体に自分の意見
を伝える資格はないと思
うから

その他

伝えたい意見はない

43.3

23.4

34.3

34.1

15.7

9.9

5.7

29.4

24.0

10.0

6.4

2.8

5.7

0 20 40 60 80 100

【参考（こども家庭庁調査）】
さんこう かていちょうちょうさ

こども家庭庁調査

（回答者数 = 576）
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（６）川西市のまちづくりやこども・若者に関する市の取り組み、よく使用する市の施設（図書館、
か わに しし わかもの かん し と く し よ う し し せ つ と しょ かん

公園、児童館など）などに対して、言いたいことがあるときに、意見や考えを伝えやすいも
こうえん じど うか ん たい い い け ん かんが つた

のは次のうちどれだと思いますか？〈最大３つまで〉
つぎ おも さいだい

【こども（０～８歳）・こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以上）】
さい わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「アンケート（ＷＥＢ）」の割合が 51.2％と最も高く、次いで「ア
さい ちょうさ わりあい もっと たか つ

ンケート（紙）」の割合が 34.2％となっています。
かみ わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「アンケート（ＷＥＢ）」の割合が 74.9％と最も高く、次い
わかもの さい ちょうさ わりあい もっと たか つ

で「インターネットの意見提出フォームなど」の割合が 36.6％となっています。
い け んていしゅつ わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「アンケート（ＷＥＢ）」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「イ
さいいじょう ちょうさ わりあい もっと たか つ

ンターネットの意見提出フォームなど」の割合が 35.6％となっています。
い け んていしゅつ わりあい

【こども（０～８歳）】
％

対面

オンライン

アンケート（ＷＥＢ）

アンケート（紙）

インターネットの意見提
出フォームなど

メール

LINEなどのチャット

X （旧ツイッター）

Instagram

TikTok

Facebook

手紙

電話

その他

28.8

15.0

51.2

34.2

22.7

4.2

27.7

2.7

5.0

0.8

0.0

11.2

3.8

3.1

30.6

12.1

54.1

33.1

26.8

5.1

31.8

3.8

6.4

1.3

0.0

10.8

3.8

2.5

26.8

20.6

47.4

35.1

16.5

2.1

22.7

1.0

3.1

0.0

0.0

11.3

4.1

4.1

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 260）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 157）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 97）

【こども・若者（９～29歳）】
％

対面

オンライン

アンケート（ＷＥＢ）

アンケート（紙）

インターネットの意見提
出フォームなど

メール

LINEなどのチャット

X （旧ツイッター）

Instagram

TikTok

Facebook

手紙

電話

その他

14.2

10.4

74.9

27.3

36.6

6.6

28.4

6.0

7.1

3.3

0.0

6.0

4.9

1.1

12.1

6.1

69.7

54.5

12.1

12.1

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2

9.1

0.0

12.1

9.1

72.7

24.2

36.4

9.1

24.2

3.0

6.1

6.1

0.0

9.1

6.1

0.0

16.1

12.9

77.4

35.5

35.5

3.2

32.3

16.1

9.7

3.2

0.0

3.2

3.2

0.0

15.5

11.9

77.4

15.5

47.6

4.8

32.1

6.0

9.5

3.6

0.0

1.2

3.6

1.2

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 183）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 33）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 33）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 31）

18歳以上

（回答者数 = 84）



23

問 どのような方法や手段があれば、あなたは国
とい ほうほう しゅだん くに

や自治体に対して意見を伝えやすいですか。
じ ち た い たい い け ん つた

当てはまるものを全て選んでください。
あ すべ えら

30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

対面

オンライン

アンケート（ＷＥＢ）

アンケート（紙）

インターネットの意見提
出フォームなど

メール

LINEなどのチャット

X （旧ツイッター）

Instagram

TikTok

Facebook

手紙

電話

その他

19.2

22.4

57.1

16.4

35.6

11.7

34.1

13.6

11.0

3.8

0.0

3.8

5.4

4.7

0 20 40 60 80 100
％

対面

オンライン

Webアンケートに答える

アンケート（紙）に答え
る

インターネットのフォー
ムなど

メール

LINEなどのチャット

Twitterを使って伝える

Instagramを使って伝え
る

TikTokを使って伝える

Facebookを使って伝える

手紙

電話や通話アプリ

YouTubeを使って伝える

ブログを使って伝える

その他

伝えたい意見はない

22.1

29.1

48.4

23.7

48.0

29.7

40.3

18.4

8.5

3.6

2.3

15.0

11.5

5.0

1.2

1.7

2.5

0 20 40 60 80 100

【参考（こども家庭庁調査）】
さんこう かていちょうちょうさ

こども家庭庁調査

（回答者数 = 2,119）
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（７）市や施設に意見や考えを言いやすくするために川西市に必要なことは何か？
し し せ つ い け ん かんが い か わに しし ひつよう なに

〈最大３つまで〉 【こども（０～８歳）・こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以上）】
さいだい さい わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「自分の顔や名前を明かさずに意見や考えを言えるようにする」
さい ちょうさ じ ぶ ん かお な ま え あ い け ん かんが い

の割合が 48.1％と最も高く、次いで「意見や考えを簡単に（気軽に）言えるようにする（スマホな
わりあい もっと たか つ い け ん かんが かんたん き が る い

どから）」の割合が 47.3％となっています。
わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「意見や考えを簡単に（気軽に）言えるようにしてほしい
わかもの さい ちょうさ い け ん かんが かんたん き が る い

（スマホなどから）」の割合が 58.5％と最も高く、次いで「自分の顔や名前を明かさずに意見や考
わりあい もっと たか つ じ ぶ ん かお な ま え あ い け ん かんが

えを言えるようにしてほしい」の割合が 56.8％となっています。
い わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「意見や考えを簡単に（気軽に）言えるようにする（スマホなど
さいいじょう ちょうさ い け ん かんが かんたん き が る い

から）」の割合が 53.0％と最も高く、次いで「川西市が進めているまちづくりやこども・若者に関す
わりあい もっと たか つ か わに しし すす わかもの かん

る取り組みなどを知る機会を設ける」の割合が 51.1％となっています。
と く し き か い もう わりあい

【こども（０～８歳）】
％

自分の顔や名前を明かさ
ずに意見や考えを言える
ようにする

意見や考えの伝え方や意
見や考えを募集している
テーマを学ぶ機会を設け
る

言った意見や考えがどの
ように扱われるか教える

意見や考えを簡単に（気
軽に）言えるようにする
（スマホなどから）

川西市が進めているまち
づくりやこども・若者に
関する取り組みなどを知
る機会を設ける

意見や考えを言ったこと
が保護者、家族、学校、
職場などに知られないよ
うにする

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにする

学校などに市役所の人が
行って意見や考えを聞く

その他

48.1

23.8

39.2

47.3

33.8

6.9

9.6

28.5

1.9

52.2

23.6

42.0

54.8

33.1

7.0

10.2

24.8

1.9

41.2

23.7

36.1

37.1

33.0

7.2

9.3

34.0

2.1

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 260）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 157）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 97）

【こども・若者（９～29歳）】
％

自分の顔や名前を明かさ
ずに意見や考えを言える
ようにしてほしい

意見や考えの伝え方や意
見や考えを募集している
テーマを学ぶ機会がほし
い

言った意見や考えがどの
ように扱われるか教えて
ほしい

意見や考えを簡単に（気
軽に）言えるようにして
ほしい（スマホなどか
ら）

川西市が進めているまち
づくりやこども・若者に
関する取り組みなどを知
る機会がほしい

意見や考えを言ったこと
が保護者、家族、学校、
職場などに知られないよ
うにしてほしい

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにしてほしい

学校などに市役所の人が
来て意見や考えを聞いて
ほしい

その他

56.8

12.0

34.4

58.5

32.8

11.5

11.5

12.6

1.1

39.4

21.2

24.2

48.5

15.2

12.1

18.2

18.2

0.0

81.8

6.1

15.2

72.7

12.1

21.2

18.2

9.1

0.0

67.7

12.9

32.3

58.1

35.5

19.4

9.7

9.7

0.0

51.2

10.7

47.6

57.1

46.4

4.8

7.1

11.9

2.4

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 183）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 33）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 33）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 31）

18歳以上

（回答者数 = 84）
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問 どのような工夫やルールがあれば、あなたは
とい く ふ う

国や自治体に対して意見を伝えやすいと思
くに じ ち た い たい い け ん つた おも

いますか。

30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

自分の顔や名前を明かさ
ずに意見や考えを言える
ようにする

意見や考えの伝え方や意
見や考えを募集している
テーマを学ぶ機会を設け
る

言った意見や考えがどの
ように扱われるか教える

意見や考えを簡単に（気
軽に）言えるようにする
（スマホなどから）

川西市が進めているまち
づくりやこども・若者に
関する取り組みなどを知
る機会を設ける

意見や考えを言ったこと
が保護者、家族、学校、
職場などに知られないよ
うにする

１人じゃなく他の人と一
緒に意見や考えを言える
ようにする

学校などに市役所の人が
行って意見や考えを聞く

その他

37.9

26.8

42.9

53.0

51.1

10.7

12.9

18.0

2.8

0 20 40 60 80 100
％

自分の顔や名前を明かさ
ずに参加できる

意見の伝え方や伝える意
見のテーマについて事前
に学ぶ機会がある

伝えた意見がどのように
扱われるのか分かる

自分の意見を聴く人がど
んな人か事前に分かる

伝えたい内容を引き出す
役割の人がいる

伝えた内容が公開されな
い

意見を伝える場に友人や
知人と一緒に参加するこ
とができる

意見を伝えるときに身近
な信頼（しんらい）でき
る人がそばいる

他の人の意見も知ること
ができる

伝える意見のテーマにく
わしい人がいる

伝えた意見が制度や政策
に反映されるところまで
関わることができる

伝える意見を他の人と一
緒に考えることができる

自分の意見を身近な他の
人に代弁（だいべん）し
てもらえる

場を盛り上げる役割の人
がいる

意見を伝えるときに友人
や知人、家族などがいな
い

その他（謝礼が出る、学
校や仕事を休むことがで
きる など）

伝えたい意見はない

45.1

42.3

42.1

36.7

35.4

17.0

37.9

33.8

33.1

32.3

31.9

28.2

15.2

15.0

12.4

6.6

2.5

0 20 40 60 80 100

【参考（こども家庭庁調査）】
さんこう かていちょうちょうさ

こども家庭庁調査

（回答者数 = 2,119）
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（８）市のまちづくりやこども・若者に関する事業やサービス、こども・若者が利用する施設（例：
し わかもの かん じぎょう わかもの り よ う し せ つ れい

図書館、公園、児童館等）などに、こども・若者の意見や考えを反映させるためにはどのよ
と しょ かん こうえん じど うか んなど わかもの い け ん かんが はんえい

うなことが必要と考えますか？〈最大３つまで〉
ひつよう かんが さいだい

【こども（０～８歳）・こども・若者（９～29歳）・おとな（30歳以上）】
さい わかもの さい さいいじょう

こども（０～８歳）の調査では、「こども・若者へのアンケートを定期的に実施して、ニーズを把握
さい ちょうさ わかもの てい きて き じ っ し は あ く

する」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「市がものごとを決めるときにこども・若者が意見や考
わりあい もっと たか つ し き わかもの い け ん かんが

えを言うことができる仕組み」の割合が 61.2％となっています。
い し く わりあい

こども・若者（９～29歳）の調査では、「市がものごとを決めるときにこども・若者が意見や考え
わかもの さい ちょうさ し き わかもの い け ん かんが

を言うことができる仕組み」の割合が 54.6％と最も高く、次いで「こども・若者へのアンケートを
い し く わりあい もっと たか つ わかもの

定期的に実施して、ニーズを把握する」の割合が 51.4％となっています。
て いき てき じ っ し は あ く わりあい

おとな（30歳以上）の調査では、「市がものごとを決めるときにこども・若者が意見や考えを言う
さいいじょう ちょうさ し き わかもの い け ん かんが い

ことができる仕組み」の割合が 64.7％と最も高く、次いで「市の計画案などへの意見や考えを市民
し く わりあい もっと たか つ し けいかくあん い け ん かんが し み ん

に聴くときに、こども・若者が意見を言いやすいよう工夫すること」の割合が 48.3％となっていま
き わかもの い け ん い く ふ う わりあい

す。

【こども（０～８歳）】
％

市がものごとを決めると
きにこども・若者が意見
や考えを言うことができ
る仕組み

こども・若者へのアン
ケートを定期的に実施し
て、ニーズを把握する

不登校やひきこもりなど
のこども・若者の意見や
考えも聴くこと

こども・若者に関わるこ
とを検討する会議にこど
も・若者がメンバーとし
て参加する

市の計画案などへの意見
や考えを市民に聴くとき
に、こども・若者が意見
や考えを言いやすいよう
工夫すること

その他

61.2

65.4

19.6

31.5

35.0

4.2

63.1

66.9

17.8

31.8

36.9

4.5

58.8

62.9

22.7

29.9

30.9

4.1

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 260）

就学前児童（０～５歳）

（回答者数 = 157）

小学生世代（６～８歳）

（回答者数 = 97）

【こども・若者（９～29歳）】
％

市がものごとを決めると
きにこども・若者が意見
や考えを言うことができ
る仕組み

こども・若者へのアン
ケートを定期的に実施し
て、ニーズを把握する

不登校やひきこもり、障
がいがあるなどに関わり
なくこども・若者が意見
や考えを言える仕組み

こども・若者に関わるこ
とを検討する会議にこど
も・若者がメンバーとし
て参加する

市の計画案などへの意見
や考えを市民に聴くとき
に、こども・若者が意見
や考えを言いやすいよう
工夫すること

その他

54.6

51.4

36.6

25.7

33.3

1.1

48.5

48.5

36.4

18.2

24.2

3.0

57.6

42.4

39.4

24.2

36.4

0.0

51.6

48.4

38.7

22.6

45.2

0.0

58.3

57.1

35.7

29.8

32.1

1.2

0 20 40 60 80 100

全 体

（回答者数 = 183）

小学生世代（９～11歳）

（回答者数 = 33）

中学生世代（12～14歳）

（回答者数 = 33）

高校生世代（15～17歳）

（回答者数 = 31）

18歳以上

（回答者数 = 84）
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30歳以上

（回答者数 = 317）

【30歳以上】
％

市がものごとを決めると
きにこども・若者が意見
や考えを言うことができ
る仕組み

こども・若者へのアン
ケートを定期的に実施し
て、ニーズを把握する

不登校やひきこもりなど
のこども・若者の意見や
考えも聴くこと

こども・若者に関わるこ
とを検討する会議にこど
も・若者がメンバーとし
て参加する

市の計画案などへの意見
や考えを市民に聴くとき
に、こども・若者が意見
を言いやすいよう工夫す
ること

その他

64.7

40.7

32.2

34.7

48.3

3.5

0 20 40 60 80 100
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５ 自由記述について
じ ゆ うきじゅつ

個人が特定されるものや誹謗中 傷などを除き、回答原文のまま掲載しています。
こ じ ん とくてい ひ ぼ うちゅうしょう のぞ かいとうげんぶん けいさい

１ こども（０～８歳）
さい

２ 意見を表明することについて
い け ん ひょうめい

（４） （３）で選んだ番号の理由、またはその選択肢を選ぶことになった経験につい
えら ばんごう り ゆ う せんたくし えら けいけん

て可能であれば、教えてください。（複数記載いただいてもかまいません。）
か の う おし ふくすうき さ い

※（３）で選んだ選択肢ごとに記載
えら せんたくし き さ い

【選んだ選択肢：意見を言っても聞いてくれないから】
えら せんたくし い け ん い き

・意見や考えを言っても無視か聞く耳を持ってもらえないから
い け ん かんが い む し き みみ も

【選んだ選択肢：意見や考えに自信がないから】
えら せんたくし い け ん かんが じ し ん

・自分の思っている事が正しいのかと言うことに不安があるため
じ ぶ ん おも こと ただ い ふ あ ん

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
えら せんたくし い け ん かんが い は

・人に自分の思っていることを伝えることが苦手であるため
ひと じ ぶ ん おも つた に が て

・置き傘を持ってくるよう学校から連絡があった為何度か持たせたが置き場所が分からないけど
お がさ も がっこう れんらく ためな ん ど も お ば しょ わ

聞くのが恥ずかしいという理由で毎回持ち帰ってきてしまった
き は り ゆ う まいかい も かえ

【選んだ選択肢：意見や考えを言う相手が忙しそうだから】
えら せんたくし い け ん かんが い あ い て いそが

・子どもの意見を聞く時間がなく自分の事で忙しそうだから
こ い け ん き じ か ん じ ぶ ん こと いそが

・先生が忙しそうにしていると遠慮してしまうようです。
せんせい いそが えんりょ

【選んだ選択肢：意見や考えが大切に扱われなかったから】
えら せんたくし い け ん かんが たいせつ あつか

・言っても毎回大切にされず何も変わらないか逆に怒られるから
い まいかいたいせつ なに か ぎゃく おこ

【選んだ番号：伝えたい意見や考えがないから】
えら ばんごう つた い け ん かんが

・まだ 0歳だから
さい

・言われた事をしてきたので、こうしたい、ああしたいという考えが思いつかない。
い こと かんが おも

【選んだ番号：意見や考えに自信がないから、意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
えら ばんごう い け ん かんが じ し ん い け ん かんが い は

・授業で挙手などは出来ますが、作文などのフリースタイルで意見を述べる課題や、習い事
じゅぎょう きょしゅ で き さくぶん い け ん の か だ い なら ごと

(ピアノ)で自分で練習して自信がないところをする、などでは手が止まります。
じ ぶ ん れんしゅう じ し ん て と

【選んだ番号：意見や考えを言うことが恥ずかしいから、伝えたい意見や考えがないから】
えら ばんごう い け ん かんが い は つた い け ん かんが

・親には言えるけれど、他の人に意見を言うのが苦手で、頑張ってまで伝えようと思わない様で
おや い ほか ひと い け ん い に が て がん ば つた おも よう

す。それなら自分が我慢していれば良いと思っていて、伝えてからの相手の態度などを心配し
じ ぶ ん が ま ん よ おも つた あ い て た い ど しんぱい

て言えない事も多いようです。
い こと おお
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４ 市や施設への意見について
し し せ つ い け ん

（５）こども・若者が自分の意見や考えを表明することやこども・若者の意見や考え
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい わかもの い け ん かんが

を取り入れることについて、あなたが思っていることを自由に記載してください。
と い おも じ ゆ う き さ い

� 意見や考えを子どもなら無謀なことを言うかもしれません。それがどうして叶わないか
い け ん かんが こ む ぼ う い かな

も知らせてもらえる機会があることでより考えようとするのかなと思いました。
し き か い かんが おも

� 学校の先生から定期的に年に何回かアンケートをとるのが解答率が高いと思います。そ
がっこう せんせい ていきてき ねん なんかい かいとうりつ たか おも

の為には川西市について興味を持ち、自分の意見を川西市に伝えることで、川西市をよく
ため かわにしし きょうみ も じ ぶ ん い け ん かわにしし つた かわにしし

していけるかも知れないという実感が必要です。地域や学校でこどもの意見が地域や学校
し じっかん ひつよう ち い き がっこう い け ん ち い き がっこう

に反映されているという経験を積んだこどもは川西市や社会に意見を言いやすいと思い
はんえい けいけん つ かわにしし しゃかい い け ん い おも

ます。地域にこどもの意見が反映されることはほぼありません。こどもを持つと地域社会
ち い き い け ん はんえい も ち い きしゃかい

に迷惑をかけて申し訳ありませんと謝り続ける非常に肩身の狭い暮らしがはじまる日本
めいわく もう わけ あやま つづ ひじょう か た み せま く に ほ ん

はおかしいです。社会の仕組みを変えることももちろん大切ですが、それ利用する人間が
しゃかい し く か たいせつ り よ う にんげん

変わらないとお金や時間だけ 消 費し何もかわりません。まずはこどもに関係している
か かね じ か ん しょう ひ なに かんけい

地域の大人が変わること、こどもを大切に扱う大人が増えること、人間が変わることの
ち い き お と な か たいせつ あつか お と な ふ にんげん か

方がもっと大切です。
ほう たいせつ

� 私の子供はまだ小さいですが、小学生くらいの年齢でも今ある環境に対する意見や考
わたし こ ど も ちい しょうがくせい ねんれい いま かんきょう たい い け ん かんが

えは自発的にはなかなか出てきづらいと思うので、大人側が子供の意見を聞きたい時は
じはつてき で おも おとながわ こ ど も い け ん き とき

積極的に話し合いの場などが必要かと思います。
せっきょくてき はな あ ば ひつよう おも

� こども！若者！とあまり区切るのもどうかと思うが、良くしていきたいという働きは良
わかもの く ぎ おも よ はたら よ

いことでもあると思う。
おも

� 人数比では子ども達よりも高齢者の意見ばかり優遇されてしまうため、「子ども達の意見
にんずうひ こ たち こうれいしゃ い け ん ゆうぐう こ たち い け ん

を取り入れる」というのはとても良いと思います。欲を言えば、子ども達だけではなく、
と い よ おも よく い こ たち

子育て世帯の意見も取り入れてほしいです。
こ そだ せ た い い け ん と い

� 今までになかった取り組みで良いと思う
いま と く よ おも

� このアンケートが届いて、小 3の子供に簡単に質問しながら入 力 しました。まず、ア
とど しょう こ ど も かんたん しつもん にゅうりょく

ンケートの意味や誰に届いているか、というところに興味があったようです。また、こう
い み だれ とど きょうみ

いうのがあればいいなーという子供目線の希望もあるようで、まずは、そもそもの取り組
こ ど も め せ ん き ぼ う と く

み自体を学校などで、知る機会があればいいなと感じました。そこで意見も募れば子供な
じ た い がっこう し き か い かん い け ん つの こ ど も

らではの面白い意見が出そうな気がします。若い方、子供達の意見が反映されて、成長
おもしろ い け ん で き わか かた こ ど もたち い け ん はんえい せいちょう

過程を過ごす川西市が住み良い街になるなら、とても素晴らしいことだと思います。
か て い す かわにしし す よ まち す ば おも

� パブリックコメントのように計画策定前に意見や 考 えを表 明させるのではなく、政策
けいかくさくていまえ い け ん かんが ひょうめい せいさく

決定過程や計画素案の段階でこども・若者の意見を取り入れなければ、こども・若者が参画
けっていか て い けいかくそ あ ん だんかい わかもの い け ん と い わかもの さんかく

したとはいえないと考えます。また、政策決定に当たっては、大人が考えている『ある
かんが せいさくけってい あ お と な かんが

べき』政策ありきで、その方向にこども・若者の意見を誘導することがないよう、恣意性
せいさく ほうこう わかもの い け ん ゆうどう し い せ い

を排除する仕組みが必要がある。
はいじょ し く ひつよう
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� 意見を言う場がないアクセスしやすく、気軽にいえる場がほしい。先生の働き方改革ば
い け ん い ば き が る ば せんせい はたら かたかいかく

かりで、こどもたちの教育面はどうなっているのか、こどもは置いてけぼりになってい
きょういくめん お

ないのか、こどもの立場にたった、検証もしてほしい
た ち ば けんしょう

� 意見や考えを言うことが得意ではない子供に、意見や考えを表明させる事は難しく、
い け ん かんが い と く い こ ど も い け ん かんが ひょうめい こと むずか

誰しもが出来る事ではないように思う。意見や考えを言いたい子供達が、何者にも邪魔
だれ で き こと おも い け ん かんが い こ ど もたち なにもの じ ゃ ま

をされず、自由に発言できるように。また、出来ない子供達が無理やり言わされる事がな
じ ゆ う はつげん で き こ ど もたち む り い こと

いようになるといいと思う。具体的にどうすればいいのか、、、お手紙を書く形式で、とか
おも ぐたいてき て がみ か けいしき

でしょうか。聞く側として思った事は、つい、忙しく「後にしてー」と、子どもの話を
き がわ おも こと いそが あと こ はなし

聞けないことがある。もっとゆとりを持って子育てがしたいが、働いて、家事もして、、、
き も こ そだ はたら か じ

となると、余裕を持つことが難しい。まず、子供の話をゆっくり聞く事から気をつけよ
よ ゆ う も むずか こ ど も はなし き こと き

うと、アンケートを通じて思った。
つう おも

� こどもの意見に真剣に耳を 傾 ける取り組みを本気でしてほしい。高齢者の方向けにも
い け ん しんけん みみ かたむ と く ほ ん き こうれいしゃ かた む

必要なことは一定数理解するものの、横の市と比べた際に、本当に魅力的になっているの
ひつよう いっていすうり か い よこ し くら さい ほんとう みりょくてき

か、本気でもう一度1から考え直してほしい。今のものを変えるのではなく、0から作る
ほ ん き いち ど かんが なお いま か つく

気でしないと何も変わらない。新しい人たちが川西市に来たくなるようにしないといけ
き なに か あたら ひと かわにしし き

ない。そのためにはもっとこどもたちの意見に真剣に取り組んでいただきたい。
い け ん しんけん と く

� 共働き家庭など、子どもと接する時間を多くするための働きやすい社会の整備を川西市
ともばたら か て い こ せっ じ か ん おお はたら しゃかい せ い び かわにしし

から行っていただけたら、より暮らしやすいまちづくりになるかと思います。よろしく
おこな く おも

お願いします。
ねが

� 子供の親の考えを変える必要があると思います。意見を言っても変わらない、と親が思
こ ど も おや かんが か ひつよう おも い け ん い か おや おも

っていれば、子供が何か意見を言ってきても、そこで話が終わってしまう。何か行動を
こ ど も なに い け ん い はなし お なに こうどう

起して、市が動いてくれたという成功体験がなければ、わざわざ言おうと思わないし、市
おこ し うご せいこうたいけん い おも し

が子育てをしやすい、住みやすい場所、魅力的な場所に変えようとしている、と親が思え
こ そだ す ば し ょ みりょくてき ば し ょ か おや おも

ば、子供に意見を聞いたり、行動を起しやすくなると思います。このようなアンケートも
こ ど も い け ん き こうどう おこ おも

良いと思います。
よ おも

� こどもや若者の意見や考えを取り入れる事はとても大事で是非推進いただきたいです。
わかもの い け ん かんが と い こと だ い じ ぜ ひ すいしん

ただ、こどもや若者が自分の意見を言うことは、大人以上に勇気が入り、難しい事だと
わかもの じ ぶ ん い け ん い お と ないじょう ゆ う き い むずか こと

思います。なので是非子供が言いやすい枠組みや仕組みをつくっていただきたいです。
おも ぜ ひ こ ど も い わく ぐ し く

� こどもが大人に意見をのびのびと言えるようになるためには、まず信頼関係を築くこと
お と な い け ん い しんらいかんけい きず

が 1番大切だと思います。保育施設では一人一人を大切にその子にあった関わり方を
ばんたいせつ おも ほ い く し せ つ ひ と り ひ と り たいせつ こ かか かた

試行錯誤しながら保育してくださっているので感謝しています。そのような土台があっ
し こ う さ く ご ほ い く かんしゃ ど だ い

て初めて、嬉しいこと、悲しかったこと、悔しかったことなどが少しずつ言えるようにな
はじ うれ かな くや すこ い

っていくと思うので単発的な意見を聞く場ではなく長期的にしっかりと子どもたちや若
おも たんぱつてき い け ん き ば ちょうきてき こ わか

い世代(子育て世代も)と向き合って欲しいと思っています。
せ だ い こ そだ せ だ い む あ ほ おも

� こどもや若者の意見を聞き、取り入れられることは取り入れる方向で進んでいただける
わかもの い け ん き と い と い ほうこう すす

のは非常にありがたいことだと思います。ただ、伝える場がなかなか少ないのが現状で
ひじょう おも つた ば すく げんじょう

す。今回のように簡易なアンケートだったり、WEB 上の意見箱を設け、誰でもが容易に意見
こんかい か ん い じょう いけんばこ もう だれ よ う い い け ん
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を市役所側に伝えられたらいいなと思います。そして、そのフィードバック的なことも
し やくしょがわ つた おも てき

広報誌や WEB等で、公表されればさらにありがたく思います。(ご担当の方の負荷がかか
こうほうし とう こうひょう おも たんとう かた ふ か

ってしまいますが…)

� 子供にとって住みやすい街にするためにも積極的に意見を吸い上げてほしいです。また
こ ど も す まち せっきょくてき い け ん す あ

子供だけでなく養育者の意見も聞いていただきたいです。小さい子供がいると市役所な
こ ど も よういくしゃ い け ん き ちい こ ど も し やくしょ

どへの訪問も難しく、情報を取りにくく感じています。
ほうもん むずか じょうほう と かん

� 親としては勿論子どもの意見を取り入れて欲しいし、子どもに意見の伝え方を学べるい
おや もちろん こ い け ん と い ほ こ い け ん つた かた まな

い機会になるだろうと思います。 ただその反面、たくさんの意見が市に届く事で当然選
き か い おも はんめん い け ん し とど こと とうぜんえら

ばれる意見と選ばれない意見が当然出てくると思います。選ばれなかった際に「川西市は
い け ん えら い け ん とうぜん で おも えら さい かわにしし

自分の意見を聞いてくれない」「どうせ言っても聞いてくれない」と感じたり、言った者
じ ぶ ん い け ん き い き かん い もの

勝ちなクレーマー化したりする潜在的なリスクがあると思います。意見を言うにしても、
が か せんざいてき おも い け ん い

(勿論年齢によってアプローチは違うと思いますが)どのように言えば意見が通りやすい
もちろんねんれい ちが おも い い け ん とお

かを指導することでプレゼン能 力を 培 ってみたり、選ばれた理由を市からプレゼンし
し ど う のうりょく つちか えら り ゆ う し

てもらうと子ども達にも不公平感の解 消や、 逆 に大人のプレゼンを見てプレゼン法を
こ たち ふこうへいかん かいしょう ぎゃく お と な み ほう

学ぶなど能 力強化につながるのではないかと思います。勿論市や教 育関係者のリソー
まな のうりょくきょうか おも もちろん し きょういくかんけいしゃ

スの問題があると思うのですが、せっかく意見を集めるのなら、教育にも繋がるように
もんだい おも い け ん あつ きょういく つな

なればいいなと個人的には思います。
こじんてき おも

� 自分の意見や考えを身近な人に伝え伝わる、という経験から社会に繋がるという事に広
じ ぶ ん い け ん かんが み ぢ か ひと つた つた けいけん しゃかい つな こと ひろ

がっていけたらと思います。その為には大人の私達がまず知る事も大切だなと感じてい
おも ため お と な わたしたち し こと たいせつ かん

ます。社会に伝える際にはどうしても窓口がわかり辛く身近ではない為、もう少しわかり
しゃかい つた さい まどぐち づら み ぢ か ため すこ

易くあって欲しいとも感じました。
やす ほ かん

� 凝り固まった大人の 考 えばかりではなく、こどもや若者の意見や 考えを取り入れるこ
こ かた お と な かんが わかもの い け ん かんが と い

とにより、考えの幅が広がって良いと思う
かんが はば ひろ よ おも

� 育った環境によって価値観は違うと思いますので、たくさんの意見を聞くのはいいが決
そだ かんきょう か ち かん ちが おも い け ん き き

めるのはある程度年齢がいってて少人数の方がいいと思います。
て い どねんれい しょうにんずう ほう おも

� 今回このアンケートに答えていく中で自身が思った事は子ども自身が"こんなことが出来
こんかい こた なか じ し ん おも こと こ じ し ん で き

たらいいな" "あんな事が出来たら嬉しいな"という小さな意見が伝えやすい環 境、そ
こと で き うれ ちい い け ん つた かんきょう

してその意見がどうなったのかという事がわかりやすい環境があれば色々な意見が飛び
い け ん こと かんきょう いろいろ い け ん と

交うようになるのではないかなと思いました。
か おも

� ニュースで、中学生の意見を取り入れて給 食のふりかけを OK にしたと知りました。子
ちゅうがくせい い け ん と い きゅうしょく し こ

どもたちとしては、意見を述べれば叶うこともあると分かり、とても良かったと思います。
い け ん の かな わ よ おも

今の市長さんになって、市民の意見を聞いて、みんなで考え、実行するという過程が目
いま しちょう し み ん い け ん き かんが じっこう か て い め

に見えて分かるようになりました。とても素晴らしいことだと思います。宝塚市に接して
み わ す ば おも たからづかし せっ

いるところに住んでいるため、宝塚に住みたいと川西を出ていく方もいますが、川西市
す たからづか す かわにし で かた かわにしし

は進んでいる、子どもたちのことをとても 考 えてくれてると 私 も感じますし、宝 塚
すす こ かんが わたし かん たからづか

在住の方もそう言っている声も耳にします。これからも川西市がより良く、そしてたく
ざいじゅう かた い こえ みみ かわにしし よ

さんの子どもたちの笑顔があるふれる市になるよう、たくさんの意見を取り入れていっ
こ え が お し い け ん と い
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てほしいです。若者が選挙に行こう、みんなで考えようと思えるよう、これからも市長
わかもの せんきょ い かんが おも しちょう

さんを筆頭に頑張っていただきたいです。よろしくお願いします。
ひっとう がん ば ねが

� 公立小中学校の授業とかでアンケート実施してみたら、沢山の子どもの意見が聞ける
こうりつしょうちゅうがっこう じゅぎょう じ っ し たくさん こ い け ん き

のかな。

� 固定概念を大人か排除すること。ただ、社会常識を教えておかないと大人になって困る。
こ て いがいねん お と な はいじょ しゃかいじょうしき おし お と な こま

小学生のうちに、挨拶を始めとする礼儀、目上の人への言葉づかいを教えていきたい。
しょうがくせい あいさつ はじ れ い ぎ め う え ひと こと ば おし

� 少子高齢化の時代で未来ある子供にスポットをあてて行政が変わっていくことはとって
しょうしこうれいか じ だ い み ら い こ ど も ぎょうせい か

も大切だと思う！
たいせつ おも

� 自分の意見や考えを表明するためには、まず実施しようとする内容を知り、知識や理解
じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい じ っ し ないよう し ち し き り か い

を深める必要がある。その内容を知る機会が少なく、より伝わりやすい情報発信方法を
ふか ひつよう ないよう し き か い すく つた じょうほうはっしんほうほう

検討していただきたい。何をやろうとしているか知ることができれば、ある程度は自分で
けんとう なに し て い ど じ ぶ ん

調べることが可能になるため。
しら か の う

� 公共施設の目に付く色んな所に QR コードを掲示して、思った時にすぐ意見が言えるよ
こうきょうし せ つ め つ いろ ところ け い じ おも とき い け ん い

うな環境を作る
かんきょう つく

� 若者たちの意見もきちんと届く環境作りが成されるのは、とてもいいことと思いました。
わかもの い け ん とど かんきょうづく な おも

勇気を出して伝えた意見がどうなったのか。叶わない意見や考えだった場合は、どうい
ゆ う き だ つた い け ん かな い け ん かんが ば あ い

う背景からだめなのか、というフィードバックがあることで、また新たに、じゃあどうし
はいけい あら

たらいいのかという考えを生むきっかけに繋がるのではと思います。
かんが う つな おも

� ニーズを把握のうえ施策を実行することは良いことだと思います。ただ、子ども本人に聞
は あ く し さ く じっこう よ おも こ ほんにん き

くべきか、その保護者に聞くべきかは目的に応じて使い分けていく必要があると思いま
ほ ご し ゃ き もくてき おう つか わ ひつよう おも

した。

� それぞれの子どもが自分の意見や考えを持っているけれど、それを市といった子どもに
こ じ ぶ ん い け ん かんが も し こ

とって理解できない大きな組織が取り入れてくれてくれるかもしれないということに考
り か い おお そ し き と い かんが

えが及ばないと思う。
およ おも

� 子どもが未就園児のため自分の意見を伝えることは難しいです。３人の子を育てていて
こ みしゅうえ ん じ じ ぶ ん い け ん つた むずか にん こ そだ

川西市は子育てしやすい環境と感じることが出来ていません。その思いを伝える場がな
かわにしし こ そだ かんきょう かん で き おも つた ば

いので作って欲しい。またそれをいかして政策に繋げて欲しいと思います。
つく ほ せいさく つな ほ おも

� こども・若者に意見を聞くことは市政への関心に繋がると思うので良い取り組みだと思
わかもの い け ん き し せ い かんしん つな おも よ と く おも

います。ただし、実際に意見を聞き、 形 になるのはごく一部の意見だと思いますので
じっさい い け ん き かたち い ち ぶ い け ん おも

選択肢に記載いただいたようにどうゆう経緯、 考 え方で最終的に一部の意見が採用さ
せんたくし き さ い け い い かんが かた さいしゅうてき い ち ぶ い け ん さいよう

れたかを伝えることで、「意見を言っても無駄」とゆう無関心にならないようになるので
つた い け ん い む だ むかんしん

はないかと思いました。
おも

� 住む地域や家庭の形によって同じ市内の子育て世帯でも意見が異なってくると思うので、
す ち い き か て い かたち おな し な い こ そだ せ た い い け ん こと おも

その点を考慮•区別した上で意見を吸い上げるとより精度が上がると思うし具体的な行動
てん こうりょ く べ つ うえ い け ん す あ せ い ど あ おも ぐたいてき こうどう

に移しやすいと思う。
うつ おも

� こども・若者が施設や公園等を利用する際にトイレ等が綺麗かつ安全で体型にあった利用
わかもの し せ つ こうえんとう り よ う さい とう き れ い あんぜん たいけい り よ う

しやすい仕様にすること、また今後の社会の中心となる世代の意見を取り入れる機会を
し よ う こ ん ご しゃかい ちゅうしん せ だ い い け ん と い き か い
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増やすことは重要だと思う。
ふ じゅうよう おも

� 親の都合ばかりの意見や表明ばかりが前に出ているような気がします。何でも子供のい
おや つ ご う い け ん ひょうめい まえ で き なん こ ど も

うことすべてきけばわがままが通るだけになります。自分の生きてきた時代ともかなり
とお じ ぶ ん い じ だ い

違うので、何度もメールやラインで意見をきけるようにするのが良いかと思います。
ちが な ん ど い け ん よ おも

� 柔軟に聞き入れるがモラルに反するような事があれば、反対意見を伝えて判断を促す
じゅうなん き い はん こと はんたいい け ん つた はんだん うなが

� 家庭や学校、地域が安全で信頼できると子供が思える事はとても大切。疑問や不安あって
か て い がっこう ち い き あんぜん しんらい こ ど も おも こと たいせつ ぎ も ん ふ あ ん

も何から始めてよいか分からないのがこどもなので、解決策を大人や市が選択肢をたく
なに はじ わ かいけつさく お と な し せんたくし

さん提示してあげたら、子供は不安や疑問を相談しやすくなると思います
て い じ こ ど も ふ あ ん ぎ も ん そうだん おも

� とてもいいことだと思います。若者が 考 えや意見を言って尊 重してもらえる機会があ
おも わかもの かんが い け ん い そんちょう き か い

れば、もっと責任感のある若者も増えていくと思います。
せきにんかん わかもの ふ おも

� 表明する以前に、まず自分の意見や考えがどういうものなのか、どう伝えていいのかを
ひょうめい い ぜ ん じ ぶ ん い け ん かんが つた

分かっていないと思う。例えば、勉強が難しいとつまずいている子にどこが分からない
わ おも たと べんきょう むずか こ わ

のかを聞いても、何が分かってないのかを分かってないのでもっと根本的なところから
き なに わ わ こんぽんてき

教えてあげるのと同じ。私自身の反省なのですが、子供に色々と与えすぎたり時間がか
おし おな わたしじ し ん はんせい こ ど も いろいろ あた じ か ん

かるからと何でも先回りしてしてしまう事が多々あり、子供自身が考えたりやりたいと
なん さきまわ こと た た こ ど も じ し ん かんが

思う気持ちを奪っていたところがある。まずは、自分の意見や考えを人に伝えられるよ
おも き も うば じ ぶ ん い け ん かんが ひと つた

うな行動・思考力を小さい時から付ける必要があると思う。保育園や幼稚園、小学校で
こうどう しこうりょく ちい とき つ ひつよう おも ほ い くえん ようちえん しょうがっこう

も与えられる教育だけではなく、グループで好きな遊びは何？好きな食べ物は？など、
あた きょういく す あそ なに す た もの

そういう些細な会話を数人のグループで話し合える場を沢山経験する必要があると思う。
さ さ い か い わ すうにん はな あ ば たくさんけいけん ひつよう おも

電子機器の発達や、コロナなどで他人とのコミュニケーションが減り、対人関係が希薄に
で ん し き き はったつ た に ん へ たいじんかんけい き は く

なった今、誰もが通う他人との関わりの場での言葉の大切さを改めて感じます。
いま だれ かよ た に ん かか ば こ と ば たいせつ あらた かん

� こどもや若者の意見や 考 えを聞いて取り入れる参加条 例の策定目的は何ですか？笑顔
わかもの い け ん かんが き と い さ ん かじょうれい さくていもくてき なん え が お

つづくミライに向けて、こどもが笑顔になり、こどもが幸せになるための施策。こちら
む え が お しあわ し さ く

の表現が、あまりにも抽 象 的なので、もっと具体的な KPI や設問を設定しない限り、
ひょうげん ちゅうしょうてき ぐたいてき せつもん せってい かぎ

関係した方々の自己満足にしかならないと思う。みなさん自らが子供時代を過ごし、親
かんけい かたがた じ こ まんぞく おも みずか こ ど も じ だ い す おや

を経験されたと思うので、何をしたら良いか、何が足りないか、費用対効果、課題、親世代
けいけん おも なに よ なに た ひようたい こ う か か だ い おやせ だ い

への補助など、すでに選択肢は出尽くしていると思う。その中で、限られた予算の中で、
ほ じ ょ せんたくし で つ おも なか かぎ よ さ ん なか

どれを選び、どれを捨てるのか。選択は難しいと思うので、その選択をこどもにさせれ
えら す せんたく むずか おも せんたく

ば良いと思う。現役のこどもの意見を集めて、「こども若者が、こども若者も、こう言っ
い おも げんえき い け ん あつ わかもの わかもの い

ています！」的なアプローチより、大人が予算を考慮した選択肢(規模によるレイヤーを
てき お と な よ さ ん こうりょ せんたくし き ぼ

分けて)、幼稚園や小学校、中学校などで、子供達に討論させたら良いのではないか。
わ ようちえん しょうがっこう ちゅうがっこう こ ど もたち とうろん よ

別途、市役所や、公民館などの、川西市が管理できる施設で、Adobe や Epic や TikTok や
べ っ と し やくしょ こうみんかん かわにしし か ん り し せ つ

YouTube などの撮影編集を、若者世代専用に用意してあげると、最先端の市区町村にな
さつえいへんしゅう わかものせ だ いせんよう よ う い さいせんたん し く ちょうそん

れる気はする。
き

� 子供によって、たくさんの人の前で堂々と自分の意見を言える子、一対一なら伝える事が
こ ど も ひと まえ どうどう じ ぶ ん い け ん い こ いったいいち つた こと

できる子、親でないと難しい子、個性があると思う。家の子は堂々と言えるタイプでは
こ おや むずか こ こ せ い おも いえ こ どうどう い

ないように思うので、そういった子の意見もきちんと取り上げてもらえるような仕組み
おも こ い け ん と あ し く
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にしてほしい。

� これからの時代を担うこども、若者が意見を表明し、市政に参加することは大切だと思
じ だ い にな わかもの い け ん ひょうめい し せ い さ ん か たいせつ おも

うが、若いほど偏った思想に陥り、それこそが正義だと思い込んでしまうことも多いた
わか かたよ し そ う おちい せ い ぎ おも こ おお

め、意見は受け止めつつも取り入れすぎないように注意しなければいけないと思う。
い け ん う と と い ちゅうい おも

� 普段から子どもに関わっている保護者や先生を通して意見を聞くほうが伝えやすいと思
ふ だ ん こ かか ほ ご し ゃ せんせい とお い け ん き つた おも

う。

� 取り入れることは良いと思うが、まず伝えようとしてくれていることに最後まで耳をか
と い よ おも つた さ い ご みみ

たむけてあげることが必要だと思う。
ひつよう おも

� 川西市だけではないですが、高齢化社会の中で存続していくためには若い世代の意見を
かわにしし こうれいかしゃかい なか そんぞく わか せ だ い い け ん

取り入れていく必要があると思います。就学前の子どもに関しては、子ども自身に意見
と い ひつよう おも しゅうがくまえ こ かん こ じ し ん い け ん

を求めることは難しいと思うのでその親に意見を求める機会等設けていただけるとあり
もと むずか おも おや い け ん もと き か いとうもう

がたいです。

� 実際こどもが具体的に提案する事は難しいと思う。ただ、こうだったら良いなーと感じ
じっさい ぐたいてき ていあん こと むずか おも よ かん

ている事を聞く事は可能だと思う。感じている事を共感して 形 にしていく事が必要と
こと き こと か の う おも かん こと きょうかん かたち こと ひつよう

考えます。
かんが

� 可能な範囲で、子どもや若者の意見を取り入れ、少しでも実現できれば素晴らしいと思う
か の う は ん い こ わかもの い け ん と い すこ じつげん す ば おも

� 子どもの意見を取り言えることはいいことだと思う一方、回答内容によっては全回答す
こ い け ん と い おも いっぽう かいとうないよう ぜんかいとう

るのが良いかは 考 えた方が良い。例えば個人的な内容か？未来を 考えず今だけのニー
よ かんが ほう よ たと こじんてき ないよう み ら い かんが いま

ズなのか？など、子供は大人と違って人生経験が足らず考えが未熟（完全に個人的な意見
こ ど も お と な ちが じんせいけいけん た かんが みじゅく かんぜん こじんてき い け ん

など）のケースがあると思われるため、しっかりと内容を精査したうえで取り入れるべき
おも ないよう せ い さ と い

と考えます。
かんが

� 大人の意見を押し付ける。私達の年代は、それが、身についている人が、いっぱいまだ
お と な い け ん お つ わたしたち ねんだい み ひと

いてる。40代前半で、それ。古き良きは、確かにある。年寄りを敬う。いい言葉だ。だ
だいぜんはん ふる よ たし とし よ うやま こ と ば

が、年寄りが、我が物顔で歩くは似てひなり。若くありたいと言う人が多い一方で、近頃
とし よ わ ものがお ある に わか い ひと おお いっぽう ちかごろ

の若者は。と嘆く。ではなく、経験上、こうではないか？と教えてあげて、それでも、
わかもの なげ けいけんじょう おし

頭打たないと気づかないなら見守る事のできる環境を作るべき。鼻から、アカンと否定
あたま う き み まも こと かんきょう つく はな ひ て い

したのでは、反抗したくなるのは、当たり前。言う側が聴く側を聴く側が言う側を思いや
はんこう あ まえ い がわ き がわ き がわ い がわ おも

れば、全てがかわりいい様に動き出すと思う
すべ よう うご だ おも

� 子供が主体的に市政に関わることで、市政をより良くするだけでなく、将来の主体的な
こ ど も しゅたいてき し せ い かか し せ い よ しょうらい しゅたいてき

有権者を育むことにも繋がるものと期待しています。
ゆうけんしゃ はぐく つな き た い

� もっとこどもが興味を持てる街づくり(遊べる施設だったり、勉強できる施設)、行事を
きょうみ も まち あそ し せ つ べんきょう し せ つ ぎょうじ

増やす！
ふ

� 市に対する発言の場がどこにあるか分からないので、遠い存在に感じます。市に頼ること
し たい はつげん ば わ とお そんざい かん し たよ

を考えた事がありませんでした。今後頼れば解決する事も、どこまで頼りにして良いの
かんが こと こ ん ごたよ かいけつ こと たよ よ

か分からない。質問に関係無いかもしれませんが、特に子供に関してではなく、高齢者や
わ しつもん かんけい な とく こ ど も かん こうれいしゃ

介護や支援が必要な人は市が助けてくれる情報を知らないという事を目の当たりにして
か い ご し え ん ひつよう ひと し たす じょうほう し こと ま あ

います。その辺りも存在がまだ遠く感じます。
あた そんざい とお かん
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� 市の考えを一方的に押し付けるのではなく、市民の意見を尊重して柔軟にかんがえて
し かんが いっぽうてき お つ し み ん い け ん そんちょう じゅうなん

ほしい。市でどのような話し合いがされているのか市民にもわかる形で公開してほしい。
し はな あ し み ん かたち こうかい

議事録、YouTube などで。
ぎ じ ろ く

� 意見を述べる機会をイベントなどで楽しめるよう設ける。反対や違う意見があったとし
い け ん の き か い たの もう はんたい ちが い け ん

ても否定せずまずは仲良く意見交換、発言してみる場を設け、グループディスカッション
ひ て い なか よ い け んこうかん はつげん ば もう

してみるなど自分の意見を周りの人に伝える機会を設けるといいかなと思います
じ ぶ ん い け ん まわ ひと つた き か い もう おも

� コロナ渦で産まれ育った子どもたちなので、今まで以上にいろいろな経験をさせてやり
か う そだ こ いま いじょう けいけん

たいとおもいます。また、いろんな年代の意見を取り入れることで柔軟な発想がこれか
ねんだい い け ん と い じゅうなん はっそう

らの川西市をより生活しやすい街にしてくれるのかな?とも思います。
かわにしし せいかつ まち おも

� 前項目に記載した通りです。こどもを育てるのは保護者です。保護者の意見を大事にして
ぜんこうもく き さ い とお そだ ほ ご し ゃ ほ ご し ゃ い け ん だ い じ

下さい。よろしくお願いします。
くだ ねが

� 今の日本は子どもたちにとって生きにくいと思う。それぞれを活かす教 育体制を 整 え
いま に ほ ん こ い おも い きょういくたいせい ととの

ていけるようにしていきたいと考えている。
かんが

� 我々が子供の頃はこのような取り組みはなく全て大人たちが決めていたので良いことだ
われわれ こ ど も ころ と く すべ お と な き よ

と思います。小さい頃からそのような場が当たり前になれば子供たちも若者たちも自分
おも ちい ころ ば あ まえ こ ど も わかもの じ ぶ ん

の意見を言うことに積極的になると思います。
い け ん い せっきょくてき おも

� 大人だけがいくら子どものこと考えて政策を掲げたとしても、本当に子どもたちが必要
お と な こ かんが せいさく かか ほんとう こ ひつよう

としていることを十 分には理解できていないと思うので、直 接子どもたちの意見を聞
じゅうぶん り か い おも ちょくせつ こ い け ん き

いて取り入れることは大事だと思う
と い だ い じ おも

� こども・若者の素直な意見を受け入れていくことも大切だと思う。親の目線から見ると、
わかもの す な お い け ん う い たいせつ おも おや め せ ん み

どうしても子どもの意見とはずれが生じると思う。子どもの人権を大切にしていく為に
こ い け ん しょう おも こ じんけん たいせつ ため

も必要なことだと思う。
ひつよう おも

� 以前より市は、まちづくりを住民と協働してやってくれていると思いますが、参加して
い ぜ ん し じゅうみん きょうどう おも さ ん か

いる人が、リタイアした高齢者が中心で、こどもを持つ親の意見を反映されているとは
ひと こうれいしゃ ちゅうしん も おや い け ん はんえい

言い難いと思います。実際、共働きで子育てをしていて、時間がなく、そういった会議
い がた おも じっさい ともばたら こ そだ じ か ん か い ぎ

に参加することは不可能に近いです。意見を取り入れてくれようとしているならば、忙
さ ん か ふ か の う ちか い け ん と い いそが

しい人でも意見を出せるような方法をしてもらわなければ難しいと思います。
ひと い け ん だ ほうほう むずか おも

� 小さい時からしっかり自分の意見を持つということは 難 しいけれど持って欲しいなと
ちい とき じ ぶ ん い け ん も むずか も ほ

考えています。そのために、自分の意見を取り入れてくれた、聞いてくれたという経験
かんが じ ぶ ん い け ん と い き けいけん

はきっと将来いきると思います。家でももちろん子どもの意見を大切にし、たくさんそ
しょうらい おも いえ こ い け ん たいせつ

ういう経験をして欲しいと思っていますが、市でもそのような取り組みをしようとして
けいけん ほ おも し と く

くださっているのはとてもいいことだと思います。ぜひこども、若者の意見を取り入れも
おも わかもの い け ん と い

っといい川西市にしていってください。
かわにしし

� 「こどもが自分の意見を表明する」という場として，いわゆる「こども議会」とか「〇
じ ぶ ん い け ん ひょうめい ば ぎ か い

〇の主張」といったイベントを行う，というのは，何かをやっている感を出しているだ
しゅちょう おこな なに かん だ

けでズレているように思う。家庭や，学校・こども園などの日常からこども達の思いを
おも か て い がっこう えん にちじょう たち おも
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汲み取っていく仕組を考えるべきではないか。そうなると，保護者や教員などを通じて，
く と し く み かんが ほ ご し ゃ きょういん つう

という形が必要になる気がします。
かたち ひつよう き

� 新しい発想が出てきそうで良い取り組みだと思う。
あたら はっそう で よ と く おも

� 子供や若者の意見を直接聞くことに加え、保育士や教師など現場の人へも意見を聞いて
こ ど も わかもの い け ん ちょくせつ き くわ ほ い く し きょうし げ ん ば ひと い け ん き

欲しい。
ほ

� 小学校の教師の数の充実と、１クラスの人数を 30人までにして、先生の目が一人一人
しょうがっこう きょうし かず じゅうじつ にんずう にん せんせい め ひ と り ひ と り

に行き届きやすい環境が必要だと思う
い とど かんきょう ひつよう おも

� 公園の使い方などわかりやすく書いて欲しい。ボール遊びが禁止でも使っている人がい
こうえん つか かた か ほ あそ き ん し つか ひと

ればなんで？となる。ルールを徹底してほしい。
てってい

� 言ったことに対して、ネットや広報に回答してくれたら意見質問を聞いてくれたんだな
い たい こうほう かいとう い け んしつもん き

と思う。
おも

� 何かお題を出して、子供達が言った意見や考えに対して否定せず、まずは自由にディス
なに だい だ こ ど もたち い い け ん かんが たい ひ て い じ ゆ う

カッションできる場を設けてみる。その後、出た意見やアイデアに対して、それが実現し
ば もう ご で い け ん たい じつげん

たらどうなるのか？また、実現させるためには何をすれば良いのか？を考えてもらう。
じつげん なに よ かんが

� 小さい頃から自分の意見が言える、自分の考えをもつことができるということは今後す
ちい ころ じ ぶ ん い け ん い じ ぶ ん かんが こ ん ご

ごく役に立つと思うし、それが反映されたり取り上げられたらより皆にとってプラスに
やく た おも はんえい と あ みな

なると思います。そして 私 たちでは見えない視点からの意見は 私 たちにとってもすご
おも わたし み し て ん い け ん わたし

く貴重なものだと思うしいろんな意見を聞いてみたいなと思います。
きちょう おも い け ん き おも

� こどもや若者の考えを取り入れることは必ず必要になってくると思う。SNS など活用し
わかもの かんが と い かなら ひつよう おも かつよう

て、こどもや若者から市政が付かず離れずしていくことが求められるかな、と思います。
わかもの し せ い つ はな もと おも

� 子どものニーズは年代によって変わっていくため、実現までのペースを早めないと自分
こ ねんだい か じつげん はや じ ぶ ん

の意見や考えが反映されても数年後だと実感しにくいと思う。
い け ん かんが はんえい すうねんご じっかん おも

� 近所は高齢化が進んでおり、子供が少ない。子供が少ないと少数派になったり、難しい
きんじょ こうれいか すす こ ど も すく こ ど も すく しょうすうは むずか

と思う。
おも

� アンケートの対象年齢ではありませんが、中学校のふりかけの件は、こどもも意見を聞
たいしょうねんれい ちゅうがっこう けん い け ん き

いてもらえたと実感できるよい機会だったと思います。
じっかん き か い おも

� 子供達が自分の考えを表明してくれるのは素晴らしいと思う。単純に自分の意見を言
こ ど もたち じ ぶ ん かんが ひょうめい す ば おも たんじゅん じ ぶ ん い け ん い

えるのがすごいし、子供目線からしか解らなかった発想が出てくるかもしれないので。し
こ ど も め せ ん わか はっそう で

かし、折角の意見だからと大人が妥協してまでは何でも聞く必要はないと思う。社会を学
せっかく い け ん お と な だきょう なん き ひつよう おも しゃかい まな

ばさないとダメなので良い所と駄目だった所をしっかり説明してあげたい。
よ ところ だ め ところ せつめい

� 子どもや若者の意見ばかりを取り入れるのではなく、子どもの環境をよくするのは、子
こ わかもの い け ん と い こ かんきょう こ

育てしている両親だと思いますし、高齢者が多いのであれば、高齢者にとっても優しい
そだ りょうしん おも こうれいしゃ おお こうれいしゃ やさ

街作りをしてほしいと思いますし、みんなが過ごしやすいように、あらゆる世代からの声
まちづく おも す せ だ い こえ

を少しずつでも反映できたら、素敵な街になるのではないかと思います。今の子どもは、
すこ はんえい す て き まち おも いま こ

タブレットが使えるので、タブレットを有効に使えると良いと思いました。自分の意見が
つか ゆうこう つか よ おも じ ぶ ん い け ん

反映される事で、また意見を伝えたいと思えると思います。
はんえい こと い け ん つた おも おも
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� これからの川西市を担っていく大切な若者の意見をしっかり丁寧に聞く事はとても大切
かわにしし にな たいせつ わかもの い け ん ていねい き こと たいせつ

な事案だと考えています。
じ あ ん かんが

� 若者やこどもの意見を聞く機会を設ける。よく関わるのは公園ですが、ルールをほとんど
わかもの い け ん き き か い もう かか こうえん

が守って使用していると感じる。
まも し よ う かん

� 子供の年齢にもよると思いますが、出された意見が本当に必要な物か大人が考え直すこ
こ ど も ねんれい おも だ い け ん ほんとう ひつよう もの お と な かんが なお

とが必須だと思います。ただ、どの様な考えや意見も自由に表明でき、出された意見に
ひ っ す おも よう かんが い け ん じ ゆ う ひょうめい だ い け ん

ついていろいろな年齢の子供達が自分はどう思うか 考 え、意見表 明できればいいなと
ねんれい こ ど もたち じ ぶ ん おも かんが い け んひょうめい

思います。
おも

� 意見や 考 えを伝えることは大切なことなので、しっかり聞いてもらえる環 境を作るこ
い け ん かんが つた たいせつ き かんきょう つく

とが大切だと思います。こどもや若者の意見や考えを積極的に取り入れて欲しい。
たいせつ おも わかもの い け ん かんが せっきょくてき と い ほ

� こどもたちが行きやすい図書館などで意見や考えを言いやすくできる場があればと思い
い としょかん い け ん かんが い ば おも

ます。いろんなイベントがあればいいなと思います。
おも

� まだ子どもが一歳と小さいので、自分の伝えたいことを言えないのでなんともいえませ
こ いっさい ちい じ ぶ ん つた い

んが、学校を媒介にしてアンケートを実施したり、社会科や生活科の校区探検などの授業
がっこう ばいかい じ っ し しゃかいか せいかつか こ う くたんけん じゅぎょう

を利用して、実際に市役所などに足を運んで子どもと市職員との意見交流ができる機会
り よ う じっさい し やくしょ あし はこ こ し しょくいん い け んこうりゅう き か い

を設けると良いのではないかと感じる。
もう よ かん

� 新しい感覚を取り入れることで、市の発展に繋がると思います。
あたら かんかく と い し はってん つな おも

� 子供の意見や 考 えは大人と違って柔 軟な面白い部分が 現 れてくると思います。尊 重
こ ど も い け ん かんが お と な ちが じゅうなん おもしろ ぶ ぶ ん あらわ おも そんちょう

してきいてあげてもらいたいです。

� 子ども達が思っていることは沢山あると思います。それを取り入れることはとても良い
こ たち おも たくさん おも と い よ

事だと思います。それを学校へ出向いて聞くのもいいですが、全員が全員、出向いた方に
こと おも がっこう で む き ぜんいん ぜんいん で む かた

意見、思いを言えるとは思えません。人に自分の意見を言うことが苦手なこといるため、
い け ん おも い おも ひと じ ぶ ん い け ん い に が て

やはりアンケートをそれぞれに書いてもらう、それも匿名で。がいいのではないでしょう
か とくめい

か？年齢が高くなるにつれ、LINE などでアンケートを求めるのもいいですが、認知され
ねんれい たか もと に ん ち

る重要性も必要です。また、子ども達は自分たちが意見した方がどうなっているか、ち
じゅうようせい ひつよう こ たち じ ぶ ん い け ん ほう

ゃんと伝わったと言うことがわからないと言っても意味がないなと思うと思うので、取
つた い い い み おも おも と

り上げて、今こうなっているとわかることが子どもが意見したら拾ってもらえる、じゃあ、
あ いま こ い け ん ひろ

また思った事を言ってみようと思うと思います。それは大人に対しても同じだと思いま
おも こと い おも おも お と な たい おな おも

す。大人がこう思っていると思っていても検討されてないと思っているから、その大人が
お と な おも おも けんとう おも お と な

子ども達にも行政に言っても反映されない、仕方ないと思っているので、両方大切にし
こ たち ぎょうせい い はんえい し かた おも りょうほうたいせつ

て頂きたいと思います。より良い市政を楽しみにしています。
いただ おも よ し せ い たの

� 市内にこども・若者が増えることは市の発展に大きなプラスをもたらしてくれることだ
し な い わかもの ふ し はってん おお

と 考 えております。こどもや若者が生活しやすい街になれば子育て世代の転 入から街
かんが わかもの せいかつ まち こ そだ せ だ い てんにゅう まち

の発展につながるかと思いますので、ぜひこちらに力を入れていただきたく思います。
はってん おも ちから い おも

� 若者や子供たちの声が届いて過ごしやすい環境がないと、その地域は廃れてしまうと思
わかもの こ ど も こえ とど す かんきょう ち い き すた おも

います。

� 気になっていることについて、こどもやその保護者が気になっているタイミングで意見
き ほ ご し ゃ き い け ん
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を伝えることができれば、より生の意見を伝えられて良いと思う。(現在1年生で学童や
つた なま い け ん つた よ おも げんざい ねんせい がくどう

登校の仕方について思うこともあるため)
とうこう し か た おも

� こどもの内から意見を出して、それがどのように検討されて採用、不採用になるのかなど
うち い け ん だ けんとう さいよう ふさいよう

体験していくことは大切だと考えます。また、子どもや若者がこれから長く過ごしてい
たいけん たいせつ かんが こ わかもの なが す

く社会、地域作りなので、子どもや若者の意見に耳を傾けるべきだと思います。(住みよ
しゃかい ち いきづく こ わかもの い け ん みみ かたむ おも す

い地域でないと若者は流 出してしまうとも思います)
ち い き わかもの りゅうしゅつ おも

� 川西市のこどもたちに対する姿勢はとても良いと感じる。まだ子供が未就学児で幼いな
かわにしし たい し せ い よ かん こ ど も みしゅうがくじ おさな

がらも、広報誌などでの活動は常に拝見し、自分の子供達が小学生や中学生になった頃
こうほうし かつどう つね はいけん じ ぶ ん こ ど もたち しょうがくせい ちゅうがくせい ころ

には、より子育てがしやすくなる環 境だろうと想像し得る。子供達と交 流する場、
こ そだ かんきょう そうぞう え こ ど もたち こうりゅう ば

意見交換をする場を市が積極的に設けていることは若い世代を街に呼び込むための大き
い け んこうかん ば し せっきょくてき もう わか せ だ い まち よ こ おお

なセールスポイントにもなり得る。今後の活動等も積極的に応援したいと思う。
え こ ん ご かつどうとう せっきょくてき おうえん おも

� まずはおとなが、こども・若者を大切にしているか、意見や考えを取り入れようとして
わかもの たいせつ い け ん かんが と い

いるかなどの誠意を見せるべきではないかと思います。
せ い い み おも

� 子どもや若者の意見を取り入れるのは良いことだと思います。若者の柔 軟な 考 え方を
こ わかもの い け ん と い よ おも わかもの じゅうなん かんが かた

活かして欲しいと思います。
い ほ おも

� こども・若者の意見はとても貴重で大切に扱わなければならないと常に思っています。
わかもの い け ん きちょう たいせつ あつか つね おも

わが子はまだ 4才なので、自分のことや身の回りのことに関する意見・考 えがほとんど
こ さい じ ぶ ん み まわ かん い け ん かんが

です。この意見・考えを、先生や他の人に説明しよう！と思ってもなかなかできないの
い け ん かんが せんせい ほか ひと せつめい おも

が 4才です。でも説明する場をたくさん設けること、どんな意見を言っても恥ずかしくな
さい せつめい ば もう い け ん い は

いと思わせること、で数年後は絶対言えるようになる！と思っています。川西市街づくり
おも すうねんご ぜったい い おも かわにし し まち

において、子どもたちの意見・考えを出せる環境づくりを幼少期から作り、自分たちが
こ い け ん かんが だ かんきょう ようしょうき つく じ ぶ ん

住む街のことを自分たち自身でつくりあげていくという意識を持てることが未来に繋が
す まち じ ぶ ん じ し ん い し き も み ら い つな

るのではないかなと思います。
おも

� 大人目線では気づかないような点に子供目線だと気づくこともあると思う。皆でより良
お と な め せ ん き てん こ ど も め せ ん き おも みな よ

い街にして行くことの大切さを小学校で教える。また、街のことについて考える授業
まち い たいせつ しょうがっこう おし まち かんが じゅぎょう

を行い。出た意見を市にあげ、それがどう反映されたか。など、自分たちの考えた事が
おこな で い け ん し はんえい じ ぶ ん かんが こと

きちんと実現したということを子供たちに伝える。
じつげん こ ど も つた

� 普段からなじみ、交流がない相手とは、なかなか意見交換や意思表明はし辛いと思うた
ふ だ ん こうりゅう あ い て い け んこうかん い し ひょうめい づら おも

め、馴染のある学校や習い事先などを通じる等して、適宜コミュニケーションをとってい
な じ み がっこう なら ごとさき つう とう て き ぎ

く事が大切ではないかと思う。
こと たいせつ おも

� 中学生を集めた中 学 生 協議会（スポーツ・学問・地域社会の 3委員会）を作り、
ちゅうがくせい あつ ちゅうがくせいきょうぎ か い がくもん ち い きしゃかい い い ん か い つく

中学校単位で代表者数名を選出して定期的な協議会を開催し、意見を教育 長、市長
ちゅうがっこうた ん い だいひょうしゃすうめい せんしゅつ ていきてき きょうぎ か い かいさい い け ん きょういくちょう しちょう

自 らが受け止めることでより子供達に寄り添った市政が行えると思います。中学生は
みずか う と こ ど もたち よ そ し せ い おこな おも ちゅうがくせい

時勢に敏感で向上心もあり、一定の社会的な知識や思考は既に持ち始めていると思いま
じ せ い びんかん こうじょうしん いってい しゃかいてき ち し き し こ う すで も はじ おも

す。市長や議員を選出する権利を持つのは投票権を得てからですが、自らの育つ地域
しちょう ぎ い ん せんしゅつ け ん り も とうひょうけん え みずか そだ ち い き

をより良くするために意見する場所と時間を与えてあげても良いと思います。
よ い け ん ば し ょ じ か ん あた よ おも

� 自分の意見を言える場所や機会があるのは、ありがたいことだと思います。意見に対して
じ ぶ ん い け ん い ば し ょ き か い おも い け ん たい
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反応があれば、また次の意見や考えがでると思います。
はんのう つぎ い け ん かんが おも

� 子どもの頃から、市政などに対して意見を言っていいこと、反映されることを体感できる
こ ころ し せ い たい い け ん い はんえい たいかん

ことが大切だと思います。
たいせつ おも

� もっと行政の存在がこどもたちの身近になることが大切だと思います。
ぎょうせい そんざい み ぢ か たいせつ おも

� 意見や考えを聞いた後、どういう話し合いがされて、どういう結果が出たか、知れれば良い。
い けん かんが き あと はな あ け っか で し よ

� こども・若者の意見、子育て世代の意見にもっと耳を傾けて大切にしてほしいです。少
わかもの い け ん こ そだ せ だ い い け ん みみ かたむ たいせつ すこ

しずつ改善しているものの、まだまだ近隣の市と比べると川西市は子育てしにくいと感
かいぜん きんりん し くら かわにしし こ そだ かん

じます。

� 学校や保育園、幼稚園で考える時間を設ける。市がきちんと話を聞く機会を作り、１
がっこう ほ い くえん ようちえん かんが じ か ん もう し はなし き き か い つく

つでも意見を採用すること。また、それであがった意見と回答を web等で公開する。ま
い け ん さいよう い け ん かいとう とう こうかい

ずは今回のアンケートをしている事を公開してくれれば、こども、若者の意見を取り入
こんかい こと こうかい わかもの い け ん と い

れようとしていると感じられると思います。
かん おも
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２ こども・若者（９～29歳）
わかもの さい

２ 意見を表明することについて
い け ん ひょうめい

（４） （３）で選んだ番号の理由、またはその選択肢を選ぶことになった経験につい
えら ばんごう り ゆ う せんたくし えら けいけん

て可能であれば、教えてください。（複数記載いただいてもかまいません。）
か の う おし ふくすうき さ い

※（３）で選んだ選択肢ごとに記載
えら せんたくし き さ い

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから】
えら せんたくし い け ん かんが い き

� 自分の意見を言ったら反論されたことがある為
じ ぶ ん い け ん い はんろん ため

� 相手が間違っていると思って発言した事に対して、言いくるめられる事がほとんどで、
あ い て ま ちが おも はつげん こと たい い こと

意見を言う事を諦めた
い け ん い こと あきら

【選んだ選択肢：意見や考えに自信がないから】
えら せんたくし い け ん かんが じ し ん

� 本当の気持ちを言おうとすると涙が出てきてしまうから
ほんとう き も い なみだ で

� 自分の意見があってるかわからない
じ ぶ ん い け ん

� 他の考えの人と話した際に、自分の意見よりも良いと感じることが多いから
ほか かんが ひと はな さい じ ぶ ん い け ん よ かん おお

� ただ自分の考えを言いにくいから
じ ぶ ん かんが い

� 気持ちをどう言葉にして伝えればいいかわからないから
き も こ と ば つた

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
えら せんたくし い け ん かんが い は

� なんとなく、苦手だから
に が て

� 言うのが恥ずかしい
い は

【選んだ選択肢：意見や考えを言う相手が忙しそうだから】
えら せんたくし い け ん かんが い あ い て いそが

� 他人に迷惑をかけたくないから。
た に ん めいわく

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが面倒だから】
えら せんたくし い け ん かんが い めんどう

� 中学生時代に正論を言ったことでいじめられた経験がある為
ちゅうがくせいじ だ い せいろん い けいけん ため

【選んだ選択肢：意見や考えを言える雰囲気ではないから】
えら せんたくし い け ん かんが い ふ ん い き

� 怒られている時に自分の考えを伝えると余計に怒られそうだから
おこ とき じ ぶ ん かんが つた よ け い おこ

【選んだ選択肢：伝えたい意見や考えがないから】
えら せんたくし つた い け ん かんが

� 伝えたいことがないから。
つた



41

【選んだ選択肢：わからない】
えら せんたくし

� 頑固且つ慎 重な性格から、熟 考して自分にとって適切と思った意見を否定されるよう
が ん こ か しんちょう せいかく じゅっこう じ ぶ ん てきせつ おも い け ん ひ て い

な機会を避けたいため
き か い さ

� 自分の中で自分の気持ちをまとめたり、それを言葉にして端的に言語化する事が得意で
じ ぶ ん なか じ ぶ ん き も こ と ば たんてき げ ん ご か こと と く い

ない為(時間をかけないと気持ちと言葉がまとまらない)
ため じ か ん き も こ と ば

【選んだ選択肢：意見や考えに自信がないから、意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
えら せんたくし い け ん かんが じ し ん い け ん かんが い は

� 自己主張な苦手であるため
じ こ しゅちょう に が て

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えに自信がないから、
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが じ し ん

意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
い け ん かんが い は

� 自分の意思を相手に伝えることが苦手だから。親の 頭 がおかしくて 話を聞いてくれな
じ ぶ ん い し あ い て つた に が て おや あたま はなし き

いから。どうせ協 力してくれないから。人間不信だから
きょうりょく にんげんふ し ん

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えに自信がないから、
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが じ し ん

意見や考えを言うことが面倒だから】
い け ん かんが い めんどう

� 話が苦手。あまり関心もない。
はなし に が て かんしん

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えを言う相手が忙しそ
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが い あ い て いそが

うだから、意見や考えが大切に扱われなかったから】
い け ん かんが たいせつ あつか

� 何度か伝えたが何も変わらなかったたため
な ん ど つた なに か

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えが大切に扱われなか
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが たいせつ あつか

ったから、意見や考えを言える雰囲気ではないから】
い け ん かんが い ふ ん い き

� 同居の義母は自分の意見が正しく、他の意見は取り入れようともしないから
どうきょ ぎ ぼ じ ぶ ん い け ん ただ ほか い け ん と い
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４ 市や施設への意見について
し し せ つ い け ん

（５）こども・若者が自分の意見や考えを表明することやこども・若者の意見や考え
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい わかもの い け ん かんが

を取り入れることについて、あなたが思っていることを自由に記載してください。
と い おも じ ゆ う き さ い

� 年長者のかたは長年生きてきて私の考え方は正しいと思い込んでいる人が多いように
ねんちょうしゃ ながねん い わたし かんが かた ただ おも こ ひと おお

感じる。若者の意見は聞かない聞いているふりで上の空だったりすることが多い。なので
かん わかもの い け ん き き うわ そら おお

年長者の凝り固まった価値観を見直していく必要があると思う。
ねんちょうしゃ こ かた か ち か ん み なお ひつよう おも

� 今の子ども達が大人になって社会を支えて行くと思うので、今の子どもや若者の意見を
いま こ たち お と な しゃかい ささ い おも いま こ わかもの い け ん

真剣にきいて、それをできる範囲で実行することはとても大事だと思うし、おとなが子ど
しんけん は ん い じっこう だ い じ おも こ

もや若者たちの意見を取り入れることはとてもいいことだと思うので、子どもや若者の
わかもの い け ん と い おも こ わかもの

意見をもっと大切にしてほしい。
い け ん たいせつ

� 子供だから違うとかじゃなくしっかり受け止め考えて取り入れて欲しい。
こ ど も ちが う と かんが と い ほ

� 市のホームページ等、わかりにくいところもある。そのため、制度をもう少し見やすくわ
し とう せ い ど すこ み

かりやすくしたらいいと思う。加えてそこに随時意見表明できるページを設けたらいい
おも くわ ず い じ い け んひょうめい もう

と思う
おも

� こどもに関することは、一度だけでもこどもにアンケートを取ってもいいのでは、思いま
かん い ち ど と おも

す。

� 年長者の利権などもあるかと思いますが、若者の意見を取り入れてそこに合わせること
ねんちょうしゃ り け ん おも わかもの い け ん と い あ

が、より良いまちづくりにつながると思います。
よ おも

� 基本的に若者は自分の考えが市政に反映されると思ってもいない人がほとんどだと思う
きほんてき わかもの じ ぶ ん かんが し せ い はんえい おも ひと おも

ので、わざわざ手間をかけて意見を言おうと思えない。自発的な発信はハードルが高いの
て ま い け ん い おも じはつてき はっしん たか

で、アンケートなどスマホで簡単にできる方法で意見を聞くようにしてもらえると少し
かんたん ほうほう い け ん き すこ

は身近に考えられるようになると思う。
み ぢか かんが おも

� 私は川西市に特別不満がある訳では無いので、強いて言うなら映画館などのアミューズ
わたし かわにしし とくべつふ ま ん わけ な し い えいがかん

メント施設が少ないなどのないものねだりしか思い浮かびませんが、こうして意見を聞
し せ つ すく おも う い け ん き

く場を設けるだけではなく、聞きに来て下さるのは市民としてありがたいなと考えてお
ば もう き き くだ し み ん かんが

ります。ですが、正直に申し上げると、川西市の活動や条例についてほとんど知らない、
しょうじき もう あ かわにしし かつどう じょうれい し

興味のない若者がほとんどであると考えております。なので、その層に詳細な意見を聞
きょうみ わかもの かんが そう しょうさい い け ん き

いても情報の非対称性があるので、有益な情報となりうるのか疑問を持ちますが、意見
じょうほう ひたいしょうせい ゆうえき じょうほう ぎ も ん も い け ん

を取り入れようとしてくださるその姿勢には好印象を持っております。しかし、先程申
と い し せ い こういんしょう も さきほどもう

し上げた通り、私たちは川西市が何をしているのか知らないので、このままでは離れて
あ とお わたし かわにしし なに し はな

いく一方であると考えます。以上の理由から、川西市は関心を集めるような広報に力を
いっぽう かんが いじょう り ゆ う かわにしし かんしん あつ こうほう ちから

注ぐべきだと考えております。
そそ かんが

� 私自身、中学生の頃に不登校・引きこもりになり、それにより希望の学校へ進学できな
わたしじ し ん ちゅうがくせい ころ ふとうこう ひ き ぼ う がっこう しんがく

かったり辛い経験をした中で、意見が言えるような場所がなかったので、これからの子ど
つら けいけん なか い け ん い ば し ょ こ

も達には意見を話す場を作ってあげて欲しいです。
たち い け ん はな ば つく ほ
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� 私 たちの 考 える子ども・若者からの意見や 考 えをすべて形 にして欲しいとは思って
わたし かんが こ わかもの い け ん かんが かたち ほ おも

ないです。ただ、私たちの声も聞いてもらえる機会が少しでもあれば嬉しいなと思いま
わたし こえ き き か い すこ うれ おも

す。

� 直接は言いにくいので、スマートフォンや匿名で軽く回答できるようにしたら、意見や
ちょくせつ い とくめい かる かいとう い け ん

考えが多くなると思いました。
かんが おお おも

� この時代、未来を担っていくのは現在20～10代の若者であることから、古い価値観を否定
じ だ い み ら い にな げんざい だい わかもの ふる か ち か ん ひ て い

するべきではないが、若い人たちの意見・価値観を取り入れていくことは大変大切だと
わか ひと い け ん か ち か ん と い たいへんたいせつ

考えていて、こども・若者の意見が取り入れられるのには賛成なのですが、若者、特に
かんが わかもの い け ん と い さんせい わかもの とく

中高生までの子供が意見を表明できる場があまりにも少ないのが現状だと思っていま
ちゅうこうせい こ ど も い け ん ひょうめい ば すく げんじょう おも

す。ですから、こどもや若者が意見表明できる場を作っていってほしいと思っています。
わかもの い け んひょうめい ば つく おも

� 前 述したように、役職や立場を死守する風 潮から、全体的に意見や 考 えを出せずに
ぜんじゅつ やくしょく た ち ば し し ゅ ふうちょう ぜんたいてき い け ん かんが だ

心 の中に留めてしまうことが世の常になっていると感じています。年長 者が経験して
こころ なか と よ つね かん ねんちょうしゃ けいけん

きた時間に対して、若者は否定する事はできませんし追いつく事はできません。同時に
じ か ん たい わかもの ひ て い こと お こと ど う じ

長年の習慣に対して変化を嫌う(リスク回避的な)ことも人間として良く分かります。し
ながねん しゅうかん たい へ ん か きら かいひてき にんげん よ わ

かし誰も予想ができない未来に対して、希望や不安を持つ若者、一部の意見や考えを述
だれ よ そ う み ら い たい き ぼ う ふ あ ん も わかもの い ち ぶ い け ん かんが の

べれない若者などにとって少しでも風通しの良い環境があるだけでも、永続する社会に
わかもの すこ かぜとお い かんきょう えいぞく しゃかい

良き連鎖を与えれるはずです。年長者が築いてきた今と、若者が描く未来お互いの意見
よ れ ん さ あた ねんちょうしゃ きず いま わかもの えが み ら い たが い け ん

や考えが一方的にならずに、うまくミックスして、効率良く道徳的にサイクルできれば、
かんが いっぽうてき こうりつ よ どうとくてき

必 ず起こるであろう様々な問題に難なく対処でき、その労 力をまた新たな世代の意見
かなら お さまざま もんだい なん たいしょ ろうりょく あら せ だ い い け ん

や 考 えによって進化し続けれるであろうと 考 えます。実際の社会はかなり複雑に機能
かんが し ん か つづ かんが じっさい しゃかい ふくざつ き の う

しており、その歯車が噛み合わなければならない事は十分に理解しておりますが、円滑油
はぐるま か あ こと じゅうぶん り か い えんかつゆ

を変えるだけでも回転効率は上がると思います。まずは意見や考えの反映よりも、より
か かいてんこうりつ あ おも い け ん かんが はんえい

多くの意見や考えを集め、より平均にものごとを近づけることが重要と考えます。
おお い け ん かんが あつ へいきん ちか じゅうよう かんが

� 意見を聞くだけでなく、選択肢を与えて欲しい。
い け ん き せんたくし あた ほ

� 意見を表明しても、その意見を全て実行することは難しいと考えるが、大人はその意見
い け ん ひょうめい い け ん すべ じっこう むずか かんが お と な い け ん

に対して聞く姿勢をもって欲しい。また自分の意見を発言しにくい子どもに対しての配慮
たい き し せ い ほ じ ぶ ん い け ん はつげん こ たい はいりょ

をすることが必要だと考える。
ひつよう かんが

� 若者と年長 者では当然 考 えや価値観がそれぞれ異なっている為、どちらが正と決める
わかもの ねんちょうしゃ とうぜんかんが か ち か ん こと ため せい き

事をせずとも、１つの意見として受け入れる姿勢をもつことをはじめ、LINE や SNS等を
こと い け ん う い し せ い とう

活用した若者の意見を取り入れる機会の創出があると良いと思います。また、若者の市
かつよう わかもの い け ん と い き か い そうしゅつ よ おも わかもの し

や街の取り組みについての関心は比較的高くはないと思われる為、若者の生活の中で街
まち と く かんしん ひかくてきたか おも ため わかもの せいかつ なか まち

の取り組みが見える工夫があると関心も高まるかと思います。(現在掲示されている川西
と く み く ふ う かんしん たか おも げんざいけ い じ かわにし

70 周年の駅のホームのポスターのような形 )
しゅうねん えき かたち

� こども・若者が意見や 考 えを表 明することで、より新 しいものや 考 えをおとなや年
わかもの い け ん かんが ひょうめい あたら かんが ねん

長者が知ることができる。こども・若者と年長者ではニーズやものの感じ方、捉え方が
ちょうしゃ し わかもの ねんちょうしゃ かん かた とら かた

異なるため双方の意見を聞くことができる場があればいいと思う。また、次世代を担うの
こと そうほう い け ん き ば おも じ せ だ い にな

はこども・若者であるため、こども・若者の意見や考えを取り入れることは必要である
わかもの わかもの い け ん かんが と い ひつよう
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と思う。
おも

� こどもたちがもっと川西を知って、好きになるには自分が川西市に携わることが大事だ
かわにし し す じ ぶ ん かわにしし たずさ だ い じ

と思います。そのために、こういった企画を沢山設けて自らが選択して参加出来るよう
おも き か く たくさんもう みずか せんたく さ ん か で き

にすれば自分の考えも深まって行くと思います
じ ぶ ん かんが ふか い おも

� 選挙は、あれば絶対に行きますが、自分の投票した政党・候補者が当選することはほと
せんきょ ぜったい い じ ぶ ん とうひょう せいとう こうほしゃ とうせん

んどありません。それは仕方ないことですが、直接政治に関われる機会が選挙くらいし
し かた ちょくせつせ い じ かか き か い せんきょ

かないので、それにあまり自分の意見が反映されていないとなると、中々政治に興味を持
じ ぶ ん い け ん はんえい なかなかせ い じ きょうみ も

ちづらくなるのかなと思います。漠然と社会がよくなってほしい、と思いますが何をした
おも ばくぜん しゃかい おも なに

らいいのかはわからないので何もしていないです。デモとかは見えやすい活動だけどな
なに み かつどう

んだか大仰な上に効果があるのか疑問に思います。今回のアンケートはいい取組だと思
おおぎょう うえ こ う か ぎ も ん おも こんかい とりくみ おも

います。良い意見が出て暮らしに反映されることを願っています。子ども議会に参加して、
よ い け ん で く はんえい ねが こ ぎ か い さ ん か

意見を述べました。近所の公園の遊具が、今は自分が小学生の頃より楽しそうなものが
い け ん の きんじょ こうえん ゆ う ぐ いま じ ぶ ん しょうがくせい ころ たの

増えていて、言ってよかったなと今でも思います。
ふ い いま おも

� 意見を表 明するためには、市がどのような取り組みをしているのかについてまず知る
い け ん ひょうめい し と く し

必要があると思います。普段生活している中だけではまちづくりに対する課題を見つけ
ひつよう おも ふ だ んせいかつ なか たい か だ い み

ることは難しく思います。知識として市の取り組みについて知ることで、さらに生まれ
むずか おも ち し き し と く し う

る意見もあると思います。また、小 •中 •高•大学生•社会人ではそれぞれまちづくりへの
い け ん おも しょう ちゅう こう だいがくせい しゃかいじん

関心の方向が異なるのではないでしょうか。例えば大学生であれば意見表明だけでなく、
かんしん ほうこう こと たと だいがくせい い け んひょうめい

政策の実施まで携わりたいと考える人もいると思います。将来的に政策の成果を享受
せいさく じ っ し たずさ かんが ひと おも しょうらいてき せいさく せ い か きょうじゅ

するのは若者であるため、政策実施まで関わることは若者の長期的な市政参加にも繋が
わかもの せいさくじ っ し かか わかもの ちょうきてき し せ い さ ん か つな

ると感じます。
かん

� 一部の大人は昔の考え方が定着しているせいでこども・若者の意見を最後まで聞かず
い ち ぶ お と な むかし かんが かた ていちゃく わかもの い け ん さ い ご き

最初から否定することがあると思う
さいしょ ひ て い おも

� 大人の考え方が古い今は昭和じゃない
お と な かんが かた ふる いま しょうわ

� 「若いから」「何も知らないのに」と一方的に決めつけて、今までは対話ができていなか
わか なに し いっぽうてき き いま た い わ

った。これからはお互いを尊重して、意見交換し、川西市を発展させるために一緒に考
たが そんちょう い け んこうかん かわにしし はってん いっしょ かんが

えていきたい。

� 誰もが意見や考えを表明しやすい環境を作ることが大切だと思います。堅苦しいもの
だれ い け ん かんが ひょうめい かんきょう つく たいせつ おも かたくる

ではなく、様々な年齢の人々が集まり楽しんで交流できる環境が好ましいと考えます。
さまざま ねんれい ひとびと あつ たの こうりゅう かんきょう この かんが

また、定期的にインターネットや紙媒体でアンケートをとり、市民の生活でプラスとなる
ていきてき かみばいたい し み ん せいかつ

景品やポイントがあると参加率が上がり、より多くの人々の意見や考えを聞くことがで
けいひん さんかりつ あ おお ひとびと い け ん かんが き

きると思います。
おも

� どうやって自分の意見を伝えることができるのかわからないので若者だからこそ SNS を
じ ぶ ん い け ん つた わかもの

活用したり気軽に言える場があったら嬉しいです。働き方改革だからといって先生中心
かつよう き が る い ば うれ はたら かたかいかく せんせいちゅうしん

に考えられるとこどもがやりたいことが満足にできていません。部活の時間もものすご
かんが まんぞく ぶ か つ じ か ん

く短かったし部活は学生の特権なのに部活を無くすと言うのはこどもからしたら迷惑で
みじか ぶ か つ がくせい とっけん ぶ か つ な い めいわく

しかないと思います。その辺を検討していただけたら嬉しいです。
おも へん けんとう うれ
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� 意見を取り入れる世代の 偏 りが無く、幅広い層の意見を満遍なく取り入れることが
い け ん と い せ だ い かたよ な はばひろ そう い け ん まんべん と い

理想的であると思う。そして、「市に意見を表明する」行いは、多くの子供及び若者に
りそうてき おも し い け ん ひょうめい おこな おお こ ど もおよ わかもの

とってあまり現実味が無かったり他人事のように感じることも少なくはないと感じるた
げんじつみ な たにんごと かん すく かん

め、実感しやすく意見を言いやすい環境作りが大切だと思う。
じっかん い け ん い かんきょうづく たいせつ おも

� 年功序列関係なく、合理的な意見は採用されるべきである。
ねんこうじょれつかんけい ごうりてき い け ん さいよう

� 様々な物事を決める時、若者の視点からでしか得られないものもあると思います。
さまざま ものごと き とき わかもの し て ん え おも

� 子供や若者が意見や考えを表明できる環境づくりとその反映が目に見えるようにでき
こ ど も わかもの い け ん かんが ひょうめい かんきょう はんえい め み

れば良い街になると思う具体的には、学校等でアンケートや意見を取り実現可能な意見
よ まち おも ぐたいてき がっこうとう い け ん と じつげんか の う い け ん

をピックアップ、協議し、取り組む等
きょうぎ と く とう

� 何かを決める時や、市の政策など、今の年齢でも恥ずかしながら全く内容が理解できな
なに き とき し せいさく いま ねんれい は まった ないよう り か い

いことが多くあります。何が重要でなにを伝えたいのか、子供から大人まで分かりやす
おお なに じゅうよう つた こ ど も お と な わ

くして欲しいなと思います。
ほ おも

� すごく良いことだと思います。このアンケートを受けるとき画面を見て、私は少し緊張
よ おも う が め ん み わたし すこ きんちょう

しました。だからこのアンケートの画面に少しキャラクターの絵やアニメを入れたら
が め ん すこ え い

緊張せず入っていけたと思います。
きんちょう はい おも

� 今後大人や年長者は先は 短いけど子供達や若者はこれからも長いので沢山若者の意見
こ ん ご お と な ねんちょうしゃ さき みじか こ ど もたち わかもの なが たくさんわかもの い け ん

を取り入れて欲しい
と い ほ

� いろんな年代から聞くことも大事。人それぞれの考え方があるから、賛成があれば反対
ねんだい き だ い じ ひと かんが かた さんせい はんたい

もある。すべて受け入れは無理だろうが、より良い方向に向けて修正は必要だ。
う い む り よ ほうこう む しゅうせい ひつよう

� 私はこども議会に出たことがあります。あのときにこどもながらに自分の街のことを考
わたし ぎ か い で じ ぶ ん まち かんが

えるきっかけになったのと、自分の考えをもって意見することが怖くないことだと自信
じ ぶ ん かんが い け ん こわ じ し ん

がつきました。もし今現在、こども議会がないのであれば復活させていま一度こどもたち
いまげんざい ぎ か い ふっかつ い ち ど

の意見を聞く場を設けるのがいいのでは無いかと思います。
い け ん き ば もう な おも

� 双方が意見を尊重し合える環境が大切だと思う。そしてその意見を尊重するには、そ
そうほう い け ん そんちょう あ かんきょう たいせつ おも い け ん そんちょう

の人がおかれている環境についての理解も必要であると思う。
ひと かんきょう り か い ひつよう おも

� 学校でオシャレ(ピアス、メイク、髪型など)を禁止をするのは古い考えで今は、多様性
がっこう かみがた き ん し ふる かんが いま たようせい

とかが大事だしコンプレックスとかある子もいるから、 昔 の 考 えではなく時代に合わ
だ い じ こ むかし かんが じ だ い あ

せることがいいと思う！
おも

� 意見を聞かれる機会が無い。反映されるかどうかより、言えるかどうかが問題。
い け ん き き か い な はんえい い もんだい

� 将来的に若者の意見を反映したとしても、そのことを周知させないと今回のアンケート
しょうらいてき わかもの い け ん はんえい しゅうち こんかい

や部会を開催することの意味が十分発揮されないと思う。意見を反映されたことを周知
ぶ か い かいさい い み じゅうぶんは っ き おも い け ん はんえい しゅうち

させて若者に「政治に自分達の意見が反映される」実感を持たせて政治への意欲を高めさ
わかもの せ い じ じ ぶ んたち い け ん はんえい じっかん も せ い じ い よ く たか

せることが重要であると思う。
じゅうよう おも

� 子供などが意見を言えるこのような機会を今後増やして欲しいと思います
こ ど も い け ん い き か い こ ん ご ふ ほ おも

� 「社会は大人が回すもの」私は小さい頃、ただ漠然とそう感じていました。テレビで流
しゃかい お と な まわ わたし ちい ころ ばくぜん かん なが

れている難しいニュースを意味もなく眺めているとき、お母さんたちが仕事のことを話
むずか い み なが かあ し ご と はな
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しているとき、「大人はこんなにふうに働かないといけないんだなあ、難しいなあ」と
お と な はたら むずか

よく思いました。あの頃の私は「大人になったら社会の一員になるんだ」と思っていま
おも ころ わたし お と な しゃかい いちいん おも

したが、今の私はそうは思いません。今は、「幼いこどもからご年配の方まで、余るこ
いま わたし おも いま おさな ねんぱい かた あま

となく全員を含めて社会なんだ」と思います。幼いこどもも社会の一員なのは勿論です。
ぜんいん ふく しゃかい おも おさな しゃかい いちいん もちろん

では、何故むかしの私が大人だけが社会の一員だと思っていたのかというと、きっとそ
な ぜ わたし お と な しゃかい いちいん おも

れは「社会がすごく遠いところにあるものだと認識していたから」だと思います。テレビ
しゃかい とお にんしき おも

の中で難しい言葉を話している人は幼い私にとっては確かに「社会の人」でした。た
なか むずか こ と ば はな ひと おさな わたし たし しゃかい ひと

だそれはテレビ越しでしか感じることができないものでした。「ゲームは 1日1時間まで」
ご かん にち じ かん

我が家にはそういうルールがあって、それに意見を言うことはあっても、「公園ではボー
わ いえ い け ん い こうえん

ルは使えない」に対して意見を言うことはありません。そもそも、意見を言えるものだと
つか たい い け ん い い け ん い

思っていなかったからです。社会はものすごく遠いところにあるから、意見なんて言える
おも しゃかい とお い け ん い

はずがない、と。ただ、それが「社会はとても身近にあるものなんだ」「私達も社会の一員
しゃかい み ぢか わたしたち しゃかい いちいん

として、何か意見を言ってもいいんだ」と思えるような機会があれば、こどもと大人の距離
なに い け ん い おも き か い お と な き ょ り

はもっと近づくと思いますし、よりよい街づくりにも発展すると思います。また、大人が
ちか おも まち はってん おも お と な

こどもの意見を聞いて、それを取り入れることによって、こどもたちは自信をもてるよう
い け ん き と い じ し ん

になると思います。
おも

� 子供・若者はこれからの世の中を作っていく存在であり、考えを他人に伝えることを学
こ ど も わかもの よ なか つく そんざい かんが た に ん つた まな

ぶためにも意見は尊重されるべきだと思う。自分が子供のころを振り返れば、小学校や
い け ん そんちょう おも じ ぶ ん こ ど も ふ かえ しょうがっこう

中学校では大人が決めたルールに従 うことが前提という雰囲気があり、不満には思い
ちゅうがっこう お と な き したが ぜんてい ふ ん い き ふ ま ん おも

つつもそういうものだと思って生活してきた。今の小中 学 校が同じ雰囲気かは分から
おも せいかつ いま しょうちゅうがっこう おな ふ ん い き わ

ないが、そういった環境の中では、多くのこどもが無意識のうちに「長いものには巻か
かんきょう なか おお む い し き なが ま

れろ」的な考え方に陥るように思う。そのまま大人になってしまえば、新しい物や考
てき かんが かた おちい おも お と な あたら もの かんが

え方は生まれにくいし、日本が世界の流れから取り残される要因の一つにもなると思う。
かた う に ほ ん せ か い なが と のこ よういん ひと おも

是非こども・若者が積極的に意見や考えを言える環境づくりを進めてほしい。
ぜ ひ わかもの せっきょくてき い け ん かんが い かんきょう すす

� 全てこども・若者の意見を取り入れる必要が無いとは思うが、意見が採用されるという
すべ わかもの い け ん と い ひつよう な おも い け ん さいよう

前例を少しずつでも作り上げていき、こども・若者が発言しても 蔑 ろにされないという
ぜんれい すこ つく あ わかもの はつげん ないがし

ことを証明してもらえれば、少しは発言がしやすくなると思う。
しょうめい すこ はつげん おも

� 安全や苦情のことばかり気にして色々なことを禁止にしたり、 縮 小したりするのでは
あんぜん くじょう き いろいろ き ん し しゅくしょう

なく、子供たちが楽しいと思うことはできるだけ規制しないようにしてあげてほしい
こ ど も たの おも き せ い

(公園の利用規制や学校行事の縮 小など)。私も学校行事がなくなった時は、一方的に
こうえん り よ う き せ い がっこうぎょうじ しゅくしょう わたし がっこうぎょうじ とき いっぽうてき

できないと言われた気持ちになり、とても悲しく、今でもあの行事ができたら、と思うこ
い き も かな いま ぎょうじ おも

とがある。おそらく子供たちは、大人たちが決めたことは 覆 せないと思っているので、
こ ど も お と な き くつがえ おも

決めてから同意を得るのではなく、決める前に子供たちの意見を聞いて欲しい。だからと
き ど う い え き まえ こ ど も い け ん き ほ

言ってなんでも子どもたちの意見を聞くのではなく、大人と子どもの間で一緒にルール
い こ い け ん き お と な こ あいだ いっしょ

などを決めれば、子供たちも納得して守ってくれやすいと思う。
き こ ど も なっとく まも おも

� 学生が意見を言える雰囲気やそれを取り入れる雰囲気をもっと作るべきだと思います。
がくせい い け ん い ふ ん い き と い ふ ん い き つく おも

� 私の親はよく意見を聞いてくれるので困ってはいませんが、先生というのは中学も高校
わたし おや い け ん き こま せんせい ちゅうがく こうこう
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もあまり意見を聞いてくれない、聞いてくれても反映されない印象です。私たち中高生
い け ん き き はんえい いんしょう わたし ちゅうこうせい

にとっては学校のことが一番身近な事(社会)なのですが、そこで意見が反映されないと
がっこう いちばんみ ぢ か こと しゃかい い け ん はんえい

失望します。社会も市もそうなんじゃないかと思ってしまいます。例えば「プールは強制
しつぼう しゃかい し おも たと きょうせい

ではなく選択制にしてほしい、または男女でプールの授業の時間を別々にしてほしい」
せんたくせい だんじょ じゅぎょう じ か ん べつべつ

とか、「冬場のマラソンの授 業を半袖半パンでさせるのはやめてほしい」という意見は
ふ ゆ ば じゅぎょう はんそではん い け ん

全く聞いてもらえない。そのような意見がなぜ聞いてもらえないのか納得いくような答
まった き い け ん き なっとく こた

えももらえません。学校がこうなので、社会にも期待できない気持ちもありますが、、、。
がっこう しゃかい き た い き も

� こどもの時から自分の意見が言える場がある事はこどもの成長や市の政策に反映され、
とき じ ぶ ん い け ん い ば こと せいちょう し せいさく はんえい

良い事だと思う。そして、自分の住む場所についてや問題についてどのような対策が必要
よ こと おも じ ぶ ん す ば し ょ もんだい たいさく ひつよう

か等を知ることで、将来的に市の取り組みや地域に関心を持つようになるのではないか
とう し しょうらいてき し と く ち い き かんしん も

と思う。
おも

� この便りが届くまで、川西市がこういった取り組みをしている事を知りませんでした。
たよ とど かわにしし と く こと し

今後の取り組みか、進行形の取り組みかはわかりませんが、子どもたちが子どもらしく、
こ ん ご と く しんこうけい と く こ こ

安心してのびのび過ごせる街になればいいなと思っているので子どもの意見を取り入れ
あんしん す まち おも こ い け ん と い

る機会は増えて欲しいなと感じています。自分がこれまで街中で感じた事を市に伝えよ
き か い ふ ほ かん じ ぶ ん まちなか かん こと し つた

うと思った事もなく、市の取り組みも知ろうとしていなかったのでとてもいい機会でし
おも こと し と く し き か い

た。ありがとうございました。

� 何か大イベントを作って地域の交流を増やした方が良いと思います。
なに だい つく ち い き こうりゅう ふ ほう よ おも

� 自分から意見を発信する、という人が日本は少ない上、さらにコロナ禍以降減少傾向に
じ ぶ ん い け ん はっしん ひと に ほ ん すく うえ か い こ うげんしょうけいこう

あると感じています。放課後に友達と学校や公園で遊ぶ、地域の大人と自然に触れて学ぶ、
かん ほ う か ご ともだち がっこう こうえん あそ ち い き お と な し ぜ ん ふ まな

という機会があまりにも少なすぎます。こういった経験が地域の絆を深め、縦社会をよ
き か い すく けいけん ち い き きずな ふか たてしゃかい

りグッと近づけると実感しており、これが進めば子供はもっと意見を言いやすくなりま
ちか じっかん すす こ ど も い け ん い

すし、そうして出た意見を、私たちが謙虚に、そして前向きに取り入れて行くべきです。
で い け ん わたし けんきょ まえ む と い い

(20代より上の大人を指します)正 直今のままでは関わりあいがあまりにも浅く遠いと
だい うえ お と な さ しょうじきいま かか あさ とお

考えます。子供たちに大人たちと関わりを機会を作ってあげることから始めてみません
かんが こ ど も お と な かか き か い つく はじ

か。

� 子供達が思っていることを大人は、しっかり聞いて、子供達にも自身を持てるようにして
こ ど もたち おも お と な き こ ど もたち じ し ん も

ほしい。

� 中学校の給 食が冷たいので、あたかかいまま届けるか、電子レンジのような温かくで
ちゅうがっこう きゅうしょく つめ とど で ん し あたた

きる設備を整えて欲しい
せ つ び ととの ほ

� 言いやすいように目上の方からどう思っているのか聞いてもらえれば言いやすく取り入
い め う え かた おも き い と い

れてもらえると思う
おも

� 奥池公園の柿の木が切られてしまった。いつも実がなるのが楽しみだったからショック
おくいけこうえん かき き き み たの

だった。公園に食べられる実がなる木があったらいい。公園で遊んでたら、うるさいと近所
こうえん た み き こうえん あそ きんじょ

の人に怒られた。ボール遊びが出来たらいいと思う。
ひと おこ あそ で き おも

� 子供達の、求める空間が、できる。子供と、大人の文句がなくなる。
こ ど もたち もと くうかん こ ど も お と な も ん く

� どんな人でも、自由に気楽に政治に対して意見を言えるのは良いことだと思う。
ひと じ ゆ う き ら く せ い じ たい い け ん い よ おも
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� こどもが行政に考えを伝えることは、政治参加や意見表明の大切さなど、教育的にも
ぎょうせい かんが つた せ い じ さ ん か い け んひょうめい たいせつ きょういくてき

学ぶことが多いと思う。
まな おお おも

� 家族手当てを充実させてください。川西市を離れる若者が多い気がしています。
か ぞ く て あ じゅうじつ かわにしし はな わかもの おお き

� 親の意見を無理やり通そうとする過保護な親が増えていると思う。子どもが自 ら挑 戦
おや い け ん む り とお か ほ ご おや ふ おも こ みずか ちょうせん

し、学ぶことが出来る環境が減ってきている。
まな で き かんきょう へ

� こどもの意見取り入れる気持ちはいいと思うけど,言いやすい雰囲気の時もあれば言いに
い け ん と い き も おも い ふ ん い き とき い

くい雰囲気の時もあると思うから必ず取り入れた方がいいという風には思わないです。
ふ ん い き とき おも かなら と い ほう ふう おも

� 今の環境に満足している。
いま かんきょう まんぞく

� 大人は、子供のためにいつもがんばっててくれるとても大切にしてくれる
お と な こ ど も たいせつ

� 発言し、自分の気持ちを伝えることは大切であり、社会で必要なことであるのでその場を
はつげん じ ぶ ん き も つた たいせつ しゃかい ひつよう ば

是非たくさん取り入れて欲しい
ぜ ひ と い ほ

� いきなり市役所に行ってこどものためにこうしてほしいですなんて言えません。
し やくしょ い い

� 必要‼「子どもの権利条約」
ひつよう こ け ん りじょうやく

� 子供の意見は高望みしすぎな所があるため、現実的なものに絞り、実現して行けば良いと思
こ ども い けん たかのぞ ところ げんじつてき しぼ じつげん い よ おも

う

� 音楽の歌のテストをみんなの前でやらせたり、50 メートル走をみんなの前でやらせるの
おんがく うた まえ そう まえ

は、苦手な人からしたら公開処刑のようなものだから、それで不登校が増えるのじゃない
に が て ひと こうかいしょけい ふとうこう ふ

かなと思った。カウンセリングルームがどうとか、不登校を減らす取り組みをしてるとか
おも ふとうこう へ と く

言っているけど、そこらへん（歌のテストなど）は何も考えられていないと思った。あ
い うた なに かんが おも

と、副教科の必要性が感じられない。
ふくきょうか ひつようせい かん

� 公園でボール遊びがしたいと思っていることを聞いてくれるアンケートなどがあったら
こうえん あそ おも き

いいと思う
おも

� 最近今の政治や選挙、世の中の問題などに興味を持つことが増えたと同時に不便に感じ
さいきんいま せ い じ せんきょ よ なか もんだい きょうみ も ふ ど う じ ふ べ ん かん

ることも増えたように思えます。前まではそれが当たり前だと思っていたけど考えれば
ふ おも まえ あ まえ おも かんが

考えるほど改善したほうがいいと思うところが出てきました。お金の問題や周りの人の
かんが かいぜん おも で かね もんだい まわ ひと

賛否など様々な面から考えなければならないので全てを改善することはできないと思う
さ ん ぴ さまざま めん かんが すべ かいぜん おも

けどみんなの生活を少しでも豊かにするためには子供から大人までみんなの意見を聞い
せいかつ すこ ゆた こ ど も お と な い け ん き

て納得できる答えを探すことが大切だと思ってます。その上で今されている政策、地域の
なっとく こた さが たいせつ おも うえ いま せいさく ち い き

状 況を知りながら話し合える場がたくさん設けられたらうれしいです。
じょうきょう し はな あ ば もう

� 公園や学校の決まりやルールを子供たちも意見できるような仕組みがあってほしい。
こうえん がっこう き こ ど も い け ん し く

� 年齢関係なく、一人一人の意見を尊重することによって今よりもっと良くなると思う。
ねんれいかんけい ひ と り ひ と り い け ん そんちょう いま よ おも

� どんなときでもラフに相談出来る関係、雰囲気を普段から心がけるべきだと思う。
そうだん で き かんけい ふ ん い き ふ だ ん こころ おも

� 話しやすい環境
はな かんきょう

� 簡単に意見が言いやすい場を作る必要があると思う。
かんたん い け ん い ば つく ひつよう おも

� 1 .公園でボール遊び出来る所を増やして欲しい 2.屋外の市民プールを作ってほしい 3.
こうえん あそ で き ところ ふ ほ おくがい し み ん つく
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屋内で遊べる施設を増やして欲しい 4.学校に行きにくい子ども達が安心して学べる場所
おくない あそ し せ つ ふ ほ がっこう い こ たち あんしん まな ば し ょ

をもっと増やしてほしい。
ふ

� 大人は子供のことを決めつけていることが多いと思う。学校の先生がそれに当てはまる。
お と な こ ど も き おお おも がっこう せんせい あ
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３ おとな（30歳以上）
さいいじょう

２ 意見を表明することについて
い け ん ひょうめい

（４） （３）で選んだ番号の理由、またはその選択肢を選ぶことになった経験につい
えら ばんごう り ゆ う せんたくし えら けいけん

て可能であれば、教えてください。（複数記載いただいてもかまいません。）
か の う おし ふくすうき さ い

※（３）で選んだ選択肢ごとに記載
えら せんたくし き さ い

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから】
えら せんたくし い け ん かんが い き

� 考え方が違うから
かんが かた ちが

【選んだ選択肢：意見や考えに自信がないから】
えら せんたくし い け ん かんが じ し ん

� 自分で考える力ができてないから、一緒に考えてみる。
じ ぶ ん かんが ちから いっしょ かんが

� 求められている意見を返すことで、良い子でありたいという気持ちが強い
もと い け ん かえ い こ き も つよ

� 経験が浅く、自信なさそうな行動が見受けられるため
けいけん あさ じ し ん こうどう み う

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが恥ずかしいから】
えら せんたくし い け ん かんが い は

� 間違いでも恥ずかしく無いことを言ってみる。
ま ちが は な い

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが面倒だから】
えら せんたくし い け ん かんが い めんどう

� 自分の意見を持っていない。何事にも億劫に感じる。
じ ぶ ん い け ん も なにごと おっくう かん

【選んだ選択肢：意見や考えが大切に扱われなかったから】
えら せんたくし い け ん かんが たいせつ あつか

� 管理教育、やりやすい、従いやすい子供を大人が無言で求めているため、今までに意見
か ん りきょういく したが こ ど も お と な む ご ん もと いま い け ん

を言っても大切に扱われなかった経験や諦めが、成長するにつれて言っても仕方がな
い たいせつ あつか けいけん あきら せいちょう い し か た

い、時間の無駄、関わりたくないと学習している
じ か ん む だ かか がくしゅう

【選んだ選択肢：意見や考えを言える雰囲気ではないから】
えら せんたくし い け ん かんが い ふ ん い き

� 同調圧力、クラスの仲間の目が気になる
どうちょうあつりょく な か ま め き

【選んだ選択肢：伝えたい意見や考えがないから】
えら せんたくし つた い け ん かんが

� まだ幼児
よ う じ

【選んだ選択肢：わからない】
えら せんたくし

� こちらから察して、ああしたい？こうしたい？と聞くが、それが合っているのか自信がな
さっ き あ じ し ん

い。

【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えに自信がないから】
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが じ し ん

� 塾 に 週 ６日も行ってる子供は本当はもっと遊びたいのに親に言えないのでしょうね。
じゅく しゅうむい か い こ ど も ほんとう あそ おや い

ストレスと疲れでいつも親に反抗してます。親子とも、もっとのびのびと楽しい生活がで
つか おや はんこう お や こ たの せいかつ

きればいいのにと私は思います。
わたし おも
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【選んだ選択肢：意見や考えを言っても聞いてくれないから、意見や考えを言う相手が忙しそ
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが い あ い て いそが

うだから】

� 年齢を重ねるほど、過去の経験から答えが見えてきて、若者の意見が間違ってると忙し
ねんれい かさ か こ けいけん こた み わかもの い け ん ま ちが いそが

いので説明なく否定して、聞いてないことが多々ある。
せつめい ひ て い き た た

【選んだ選択肢：意見や考えを言う相手が忙しそうだから、意見や考えを言うことが面倒だか
えら せんたくし い け ん かんが い あ い て いそが い け ん かんが い めんどう

ら】

� 親が塾、行動などを決めているから
おや じゅく こうどう き

【選んだ選択肢：意見や考えを言う相手が忙しそうだから、意見や考えを言える雰囲気ではな
えら せんたくし い け ん かんが い あ い て いそが い け ん かんが い ふ ん い き

いから】

� 相手側の問題
あいてがわ もんだい

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが面倒だから、わからない】
えら せんたくし い け ん かんが い めんどう

� 聞かれても、分からない事があるから
き わ こと

【選んだ選択肢：意見や 考えを言っても聞いてくれないから、意見や 考えを言う相手が忙しそ
えら せんたくし い け ん かんが い き い け ん かんが い あ い て いそが

うだから、今まで言った意見や 考えが反映されたのか、されなかったのか教え
いま い い け ん かんが はんえい おし

てくれなかったから】

� 保健室登校や不登校の子どもたちと関わる中で、言いたいことを言っているようで実は
ほけんしつとうこう ふとうこう こ かか なか い い じつ

本音を言えない場面を数多く見てきたから
ほ ん ね い ば め ん かずおお み

【選んだ選択肢：意見や考えに自信がないから、意見や考えを言うことが恥ずかしいから、意見
えら せんたくし い け ん かんが じ し ん い け ん かんが い は い け ん

や考えを言うことが面倒だから】
かんが い めんどう

� 意見や考えを求める状 況が無いから。求められないから。
い け ん かんが もと じょうきょう な もと

【選んだ選択肢：意見や考えを言うことが恥ずかしいから、意見や 考えを言うことが面倒だか
えら せんたくし い け ん かんが い は い け ん かんが い めんどう

ら、今まで言った意見や考えが反映されたのか、されなかったのか教えてくれ
いま い い け ん かんが はんえい おし

なかったから】

� 自分がこども若者と言われた時の感覚から選択しました。恥ずかしい、面倒臭い、発言に
じ ぶ ん わかもの い とき かんかく せんたく は めんどうくさ はつげん

対する反応が分からない、はどの時代であっても共 通のジレンマだと思います。但し
たい はんのう わ じ だ い きょうつう おも ただ

表 情が乏しくなってきた事は気になります(仲間といる時と他人と対する時の表 情の
ひょうじょう とぼ こと き な か ま とき た に ん たい とき ひょうじょう

ギャップが格段に大きい)
かくだん おお
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４ 市や施設への意見について
し し せ つ い け ん

（５）こども・若者が自分の意見や考えを表明することやこども・若者の意見や考え
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい わかもの い け ん かんが

を取り入れることについて、あなたが思っていることを自由に記載してください。
と い おも じ ゆ う き さ い

� 子供もそうですが、私自身も思っている事があります。学校や教育委員会から時々アン
こ ど も わたしじ し ん おも こと がっこう きょういくいいんかい ときどき

ケート等が届いていますが、とにかく意見が全く反映されない、協議されない、言って
とう とど い け ん まった はんえい きょうぎ い

も意味がない、形だけのアンケートです。だから、意見や要望を形にする事をまず念頭
い み かたち い け ん ようぼう かたち こと ねんとう

に置くべきかと思います。意見は賛否両論あり、全てを反映する事は不可能ですが、そ
お おも い け ん さん ぴ りょうろん すべ はんえい こと ふ か の う

ういう場を設けているのであれば、良しとする意見を少しでも反映するべきだと思いま
ば もう よ い け ん すこ はんえい おも

す。そうでないと、発信する側も言っても仕方ない、という諦めにかわります。
はっしん がわ い し かた あきら

� 今の教 育では タブレットなど情報が電子化されているので 市の広報を直 接教 育
いま きょういく じょうほう で ん し か し こうほう ちょくせつきょういく

の場で伝える川西市と市民との関わりが若者も我々も関゙心がないのが実情ではないかと
ば つた かわにしし し み ん かか わかもの われわれ かんしん じつじょう

思います。
おも

� この間 中 学の 給 食 のふりかけ論争みたいにその後大人が議論してくれたら言った
あいだちゅうがく きゅうしょく ろんそう ご お と な ぎ ろ ん い

甲斐が実感できて嬉しいと思う意見をいう場所も必要だがその後が目に見えると話を聞
か い じっかん うれ おも い け ん ば し ょ ひつよう ご め み はなし き

いてくれることが実感されてより積極的になるのではないかと思います
じっかん せっきょくてき おも

� 若者は敏感です。国際的な標 準にあわせ、若者に関する条約に基づいた市政を希望し
わかもの びんかん こくさいてき ひょうじゅん わかもの かん じょうやく もと し せ い き ぼ う

ます。

� 柔軟な考えを取り入れられるので、良いと思います。しかし、経験を重ねた大人だから
じゅうなん かんが と い よ おも けいけん かさ お と な

こそわかる意見もあるので、若者と大人が対等に議論できる場ができたらよいと思いま
い け ん わかもの お と な たいとう ぎ ろ ん ば おも

す。

� 若者が社会にかかわる機会が圧倒的に少ないと思います。トライやるウィーク等小学生
わかもの しゃかい き か い あっとうてき すく おも とうしょうがくせい

や、高校生にもあればいいと思います。クリーン作戦等もそのよい機会だと思います。
こうこうせい おも さくせんとう き か い おも

� 子供目線じゃないと気付かないことも沢山あると思うので、小さな意見も拾いあげて、よ
こ ど も め せ ん き づ たくさん おも ちい い け ん ひろ

り良い町作りに反映させて欲しい
よ まちづく はんえい ほ

� 若者の意見は実現されなくても聞く事が大事だと思う。
わかもの い け ん じつげん き こと だ い じ おも

� 意見を言って聞いてもらえる、意見を大切に 扱 ってもらえると思えるような 働 きかけ
い け ん い き い け ん たいせつ あつか おも はたら

が大事だと思う。また、意見の伝え方を知る機会がないと、いくら意見を言っても伝え方
だ い じ おも い け ん つた かた し き か い い け ん い つた かた

が悪いと、市政に携わる大人は聞き入れないと思うし、意見を言う側の若者も、「言って
わる し せ い たずさ お と な き い おも い け ん い がわ わかもの い

も聞いてもらえない」という不満が残るため、子どもの時から意見の伝え方、伝える先に
き ふ ま ん のこ こ とき い け ん つた かた つた さき

よって変えるなどの、意見を伝えるスキルを知ることが大事だと思う。
か い け ん つた し だ い じ おも

� 子どもたちに聞きたい場合はオンラインでのアンケートより、学校で用紙を配布しその
こ き ば あ い がっこう よ う し は い ふ

場で子供達に記入してもらう方が回答率も上がり素直な答えが聞けるのではないでしょ
ば こ ど もたち きにゅう ほう かいとうりつ あ す な お こた き

うか。給 食のふりかけ問題も、大人が塩分や食育の話で言い争うのではなく、なぜ
きゅうしょく もんだい お と な えんぶん しょくいく はなし い あらそ

子供達が持って行きたいと言い出したのか、そもそもの原因を子供達に聞くべきではと
こ ど もたち も い い だ げんいん こ ど もたち き

思います。
おも
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� こども、若者の意見も、大切ですが、その他大人たちの意見も大切です。色々な世代の意見
わかもの い け ん たいせつ ほかお と な い け ん たいせつ いろいろ せ だ い い け ん

をバランス良く拾っていくことが大事ではないでしょうか。
よ ひろ だ い じ

� 今日までこどもや若者の意見等を広く聞く取り組みがされてこなかったことから、受け
き ょ う わかもの い け んとう ひろ き と く う

身の姿勢で関心をもっていないのではないかと感じる。条例策定の前に、意見表明でき
み し せ い かんしん かん じょうれいさくてい まえ い け んひょうめい

る雰囲気、環境を整えることが重要だと思う。だから条例の制定で解決は疑問に思う。
ふ ん い き かんきょう ととの じゅうよう おも じょうれい せいてい かいけつ ぎ も ん おも

� 私 の職場もですが、年配の方が多く今はこういうのがありますよと言っても 昔 からだ
わたし しょくば ねんぱい かた おお いま い むかし

からと変えようとしません。年配の方が多いためついついそちらの意見が反映されるこ
か ねんぱい かた おお い け ん はんえい

とが多いです。少子高齢化になり、年配の方の意見が多いですが、ぜひ、これから社会を
おお しょうしこうれいか ねんぱい かた い け ん おお しゃかい

支えていく子ども・若者の意見も聞いてみてほしいです。みんなが住みやすい社会になる
ささ こ わかもの い け ん き す しゃかい

ことを願っています。
ねが

� 地域の若者や子供を巻き込んだイベントなどで話す機会を増やす。学校で模擬選挙等し
ち い き わかもの こ ど も ま こ はな き か い ふ がっこう も ぎ せんきょとう

て地域社会を身近に感じさせて、自分の環 境は自分で守るものと教える。地球は危険
ち い きしゃかい み ぢか かん じ ぶ ん かんきょう じ ぶ ん まも おし ちきゅう き け ん

状態であること。劣化した社会は若者子どもが立ち上がって頑張って欲しい。我々大人
じょうたい れ っ か しゃかい わかもの こ た あ がん ば ほ われわれお と な

は責任を持って、子ども若者にバトンタッチしなくてはならない。
せきにん も こ わかもの

� ちゃんとしないと、と大人が思っている。ちゃんとする事を大人が決めてしまっているの
お と な おも こと お と な き

で、こどもの意見が反映されにくい。高齢化社会で大人の人数が多いので、子どもの意見
い け ん はんえい こうれいかしゃかい お と な にんずう おお こ い け ん

は少数になりがち。子どもの発想に大人がもっと寄り添うことが必要。子どもが意見す
しょうすう こ はっそう お と な よ そ ひつよう こ い け ん

る場所が少ない。言っても仕方ないとなる。なかなか広い公園がない地域で、中学生の
ば し ょ すく い し かた ひろ こうえん ち い き ちゅうがくせい

子どもがいるが、自分で小学校に連絡して、今から校庭に遊びに行って良いですか？と
こ じ ぶ ん しょうがっこう れんらく いま こうてい あそ い よ

許可をとって遊びに行ったりしている。きちんと対応してくれる先生（大人）もいます。
き ょ か あそ い たいおう せんせい お と な

� 聞くだけではなく、聞いた後が大事だと思います。気持ちを吐き出し、それが活かされた
き き あと だ い じ おも き も は だ い

時、若者は安心感と自信を持つことができると思います。川西市は高齢化が加速していま
とき わかもの あんしんかん じ し ん も おも かわにしし こうれいか か そ く

すが、高齢者やこどもだけではなく、独身者の視点も見捨てないでほしい。こどもの意見
こうれいしゃ どくしんしゃ し て ん み す い け ん

をどこまで責任を持って取り組むのか、できることとできないことの線引き、いろいろ
せきにん も と く せん び

難しいと思いますが、あらゆる人にとって川西が住みやすい町になって欲しいと思う。
むずか おも ひと かわにし す まち ほ おも

� 若い世帯の不満を解消していることをしっかり伝えてください。
わか せ た い ふ ま ん かいしょう つた

� 今の子供は色々な意味で心身ともに疲れてると感じてます。暗い子供が多いです。外で遊
いま こ ど も いろいろ い み しんしん つか かん くら こ ど も おお そと あそ

んでる子供も見かけません。家でゲームばかりしていると聞きます。このままでは、
こ ど も み いえ き

将来、心身の健康が心配です。もっと明るく元気でハツラツとした子供が増えて欲しい
しょうらい しんしん けんこう しんぱい あか げ ん き こ ど も ふ ほ

と願ってます。子供の幸せは日本の未来の幸せだと思います。どうしたらいいか、みん
ねが こ ど も しあわ に ほ ん み ら い しあわ おも

なで考える時期が来ているのではないでしょうか
かんが じ き き

� いろんな生の声を聴いてください関わってる大人の声も聴いてください
なま こえ き かか お と な こえ き

� 年齢層により意見が違うと思いますので、意見調査を今回と同様に必要な年齢層にすれ
ねんれいそう い け ん ちが おも い け んちょうさ こんかい どうよう ひつよう ねんれいそう

ば良いのではと思います。自動運転、AI という時代、若者参加型の川西市は明るいです
よ おも じ ど ううんてん じ だ い わかものさんかがた かわにしし あか

よ❗

� 今の子供たちはどうせ言っても無駄、、、という気持ちが大きいと思います。大人でもそう
いま こ ど も い む だ き も おお おも お と な

思うような世の中なので。。。それを、言えばちゃんと聞いてくれるんだ、変えることがで
おも よ なか い き か
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きるんだ！という事が分かれば、少し未来に期待できるようになるような気がします。国
こと わ すこ み ら い き た い き くに

に失望している今、川西市に住んでて良かった！と子ども、若者たちが思えるような市に
しつぼう いま かわにしし す よ こ わかもの おも し

なる事を期待しています。子ども達、若者達がちゃんと未来に夢を持てる社会にしてくだ
こと き た い こ たち わかものたち み ら い ゆめ も しゃかい

さい。

� まだまだ距離感がある。何をしているのかわからない。まわりくどいきもする。
きょりかん なに

� どうしたいのか？ゴールの絵姿ビジョンが見えたら、もっと意見が言えるのだが、お役に
えすがた み い け ん い やく

立てず申し訳ありません。
た もう わけ

� 是非やっていただきたい
ぜ ひ

� 一つの家庭の子供であると同時に社会の一員であることを認識して欲しい。そして何に
ひと か て い こ ど も ど う じ しゃかい いちいん にんしき ほ なに

社会に守られているかも知って欲しい。社会に守られ守る人に成長していって欲しいで
しゃかい まも し ほ しゃかい まも まも ひと せいちょう ほ

す。それぞれの人は皆違っていて 合計してやっと 1人前になっていくと考えて欲しい。
ひと みなちが ごうけい にんまえ かんが ほ

だからひとり一人の意見や考えが必要でそれらを合わせて何とか纏めていかなければい
ひ と り い け ん かんが ひつよう あ なん まと

けないと。

� 先日報道もされていた学 校 給 食のふりかけ問題などせっかく自分たちが意見し決定さ
せんじつほうどう がっこうきゅうしょく もんだい じ ぶ ん い け ん けってい

れたことを一部の大人が自分の選挙活動のためにマスコミを巻き込み大事にした事で
い ち ぶ お と な じ ぶ ん せんきょかつどう ま こ おおごと こと

意見を出した事で面倒なことになったと感じてしまい次から何か言うことをしなくなる
い け ん だ こと めんどう かん つぎ なに い

可能性があると感じられた。最後は市の決定の行程に対する問題提起と話をすり替えて
かのうせい かん さ い ご し けってい こうてい たい もんだいて い き はなし か

いた事に 憤 りを感じた。子供達の意見を聞き取り組んでいこうとする市の体制は間違
こと いきどお かん こ ど もたち い け ん き と く し たいせい ま ちが

ってないしこれからも進めていってほしい。その事で子供達が自分たちの意見を言い、叶
すす こと こ ど もたち じ ぶ ん い け ん い かな

えるためにどのような活動が必要かを考える機会を得ることができ、また多数の意見だ
かつどう ひつよう かんが き か い え た す う い け ん

けでなく少数の意見を聞くことで幅広く考える力を身につけられるのではないかと思
しょうすう い け ん き はばひろ かんが ちから み おも

います。大変だけど頑張って欲しい。
たいへん がん ば ほ

� 広く意見を聞き、これからの市政に取り入れるのも有りかな！
ひろ い け ん き し せ い と い あ

� このアンケートはこどもや若者に聞くべきであって、そうではない我々に聞いてもあま
わかもの き われわれ き

り効果は望めない気がします
こ う か のぞ き

� 子供が大きくなると川西を離れるケースが多いと思ってます。子供が大人になった時に
こ ど も おお かわにし はな おお おも こ ど も お と な とき

住みたいと思えるような街作りを考えて行かないとダメだと思ってます。
す おも まちづく かんが い おも

� どうしても年寄り人口が多く、選挙対策や公約もそちら方面に気を配っているのが子ど
とし よ じんこう おお せんきょたいさく こうやく ほうめん き くば こ

もたちもわかっていると思う。子育てしやすい町、子どもが輝けるように…等綺麗事を
おも こ そだ まち こ かがや とうきれいごと

並べても、正直近隣の自治体(伊丹市、宝塚市、池田市等)と比べて子どもを育てやすい
なら しょうじききんりん じ ち た い い た み し たからづかし い け だ しとう くら こ そだ

という感覚が親にもない。適度に自然も多く、源氏縁の地として有名な川西市を子ども
かんかく おや て き ど し ぜ ん おお げ ん じゆかり ち ゆうめい かわにしし こ

にも好きになってほしいが、そのためには子どもの意見が小さなことからでも反映され
す こ い け ん ちい はんえい

ているという実感を持たせてあげたい。例えばウェブや紙のアンケート、LINE、インスタ
じっかん も たと かみ

グラム等で子どもから要望を募れるようにし、広報誌のミライフで先月はこんな要望が
とう こ ようぼう つの こうほうし せんげつ ようぼう

ありました、そしてこれとこれはいつまでにこんな形で検討してみます、というように
かたち けんとう

手軽に見られて且つ市が動いてくれているという報告があっても良いと思う。それも検討
て が る み か し うご ほうこく よ おも けんとう

で終わらず、次やその次の号等で◯月に出たこの要望は今こんな進捗ですと報告を引き
お つぎ つぎ ごうとう がつ で ようぼう いま しんちょく ほうこく ひ
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続きしたり、途中で頓挫した場合でも包み隠さず結果を載せたりという、出た意見を大切
つづ とちゅう と ん ざ ば あ い つつ かく け っ か の で い け ん たいせつ

に扱っているという姿勢が大事だと思う。
あつか し せ い だ い じ おも

� きっと子供たちからというのは難しいというか「そんなん知らんし」で終わりそうな気
こ ど も むずか し お き

がするので学校で学ぶ中で関わりをもつことで何かのきっかけになってくれるかも？
がっこう まな なか かか なに

� 政治に興味のない国民性。先ずは学校教育の中で、各市役所の人が市の役割や活動や周知
せ い じ きょうみ こくみんせい ま がっこうきょういく なか か く しやくしょ ひと し やくわり かつどう しゅうち

を集めて物事が決まっていく仕組みなどを説明して学ぶ機会が大切だと思います。でア
あつ ものごと き し く せつめい まな き か い たいせつ おも

ンケート(投書箱)が必要だと思います。
とうしょばこ ひつよう おも

� 先ずは、大人がしっかり筋を通し、何をすべきか何をやり遂げたいのかを掲げ行動してか
ま お と な すじ とお なに なに と かか こうどう

らの話。こども若者に迎合するのではなく、こどもや若者は、真剣な大人の姿を見て、
はなし わかもの げいごう わかもの しんけん お と な すがた み

自然と意見をし、真剣に物事に取り組んでくる。川西市が真剣に自然豊かな町を作り上げ
し ぜ ん い け ん しんけん ものごと と く かわにしし しんけん し ぜ んゆた まち つく あ

ていきつづけることをできるのか。キセラ公園のせせらぎの水は涸れてないか、花や緑
こうえん みず か はな みどり

は常にメンテナンスできているか。小さな公園さえも維持できないのであれば、若者こど
つね ちい こうえん い じ わかもの

もはついてこない。

� 意見や考えがあっても、どの様に伝えたらいいのかわからないと思う。色々な窓口を作
い け ん かんが よう つた おも いろいろ まどぐち つく

って、聞き入れる体制があって欲しいと思う。また、若者同士で話し合う機会から、意見
き い たいせい ほ おも わかものど う し はな あ き か い い け ん

が上がって来ると思うので、いろんな集まりもあったらいいと思う。
あ く おも あつ おも

� 子供や若者の独特な視点から地域社会の課題を模索して欲しい。
こ ど も わかもの どくとく し て ん ち い きしゃかい か だ い も さ く ほ

� 意見や 考 えを聞くのは良い事だとは思いますが、取り入れる時はよく考 えて実行して
い け ん かんが き よ こと おも と い とき かんが じっこう

ほしいです。

� 大人には、思いつかないような、奇想天外な考えや意見があるかもしれない。そんな自由
お と な おも きそうてんがい かんが い け ん じ ゆ う

な発想を言い表せる空気感はいいなと思う。全ての子どもが尊重されていることを、子
はっそう い あらわ くうきかん おも すべ こ そんちょう こ

ども自身に伝わると良いなと思う。
じ し ん つた よ おも

� なぜ大人と子供を分ける必要があるのか意味がわからない。意見を聞いて欲しい人は何
お と な こ ど も わ ひつよう い み い け ん き ほ ひと なに

かしら手段を自分で考えて発言する、興味ない人や意見のない人は発言しない。
しゅだん じ ぶ ん かんが はつげん きょうみ ひと い け ん ひと はつげん

� 多数の意見を盛り込みたいなら、匿名性が必要なので、SNS活用してください。積極的な
た す う い け ん も こ とくめいせい ひつよう かつよう せっきょくてき

意見を取り入れたいなら、計画段階から若者の意見をがっつり取り入れるべき。川西市の
い け ん と い けいかくだんかい わかもの い け ん と い かわにしし

財政がきびしいので、予算的なことがあるとは思いますが、活性化には若い人の定着が
ざいせい よさんてき おも かっせいか わか ひと ていちゃく

不可欠ですので、意見を取り入れるのは大賛成です。
ふ か け つ い け ん と い だいさんせい

� まずは興味がないと意見を持つこともない川西市自体に興味を持っていない若者が多い
きょうみ い け ん も かわにしし じ た い きょうみ も わかもの おお

まずは PR からなのかなと感じる
かん

� 皆が意見や考えを直ぐに言えるものではないと思います。そして、出て来ない所に本音
みな い け ん かんが す い おも で こ ところ ほ ん ね

が隠れていると思います。そういうのを引き出す雰囲気づくりが大事ではないかと思い
かく おも ひ だ ふん い き だ い じ おも

ます。

� こどもや若者の意見を存分に取りいれ改革できたら、市は活気にあふれ住みやすい街に
わかもの い け ん ぞんぶん と かいかく し か っ き す まち

なるとおもいます。また少子化にも歯止めがかかるのではないかと思います。また若者の
しょうしか は ど おも わかもの

意見を取り入れる事で高齢者に思いやりのある優しい町になるのでは無いかと思います。
い け ん と い こと こうれいしゃ おも やさ まち な おも

そんな町になって欲しいです。
まち ほ
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� 我が子に『市の取組に対して興味があるか？』を尋ねたら、小学生は『ない』『どうでも
わ こ し とりくみ たい きょうみ たず しょうがくせい

いい』、高校生は『興味はあるけど、自分の事で一杯でそこまで考えられない』との事で
こうこうせい きょうみ じ ぶ ん こと いっぱい かんが こと

した。どうでもいいという事は、市が子どもたちの事を考えて取り組んでいるかが伝わ
こと し こ こと かんが と く つた

っていないのか？または、机上の事で自分には関係ないと思ってしまっているのだと思
きじょう こと じ ぶ ん かんけい おも おも

いました。政治と一緒で、世界が違うと…、所詮届かないと…。高校生は前向きですが、
せ い じ いっしょ せ か い ちが しょせんとど こうこうせい まえ む

学校・部活・習い事・などでひと月に休みが 1日か 2 日しかないくらい 忙 しい様です
がっこう ぶ か つ なら ごと つき やす にち ふつ か いそが よう

（先生方も同じで心配です）。ここまでくると、学校の授業の一環として取り組む事も一
せんせいがた おな しんぱい がっこう じゅぎょう いっかん と く こと ひと

つの方法かと思いました。（その場合は市が中心となってする前提です。先生ではないで
ほうほう おも ば あ い し ちゅうしん ぜんてい せんせい

す。）それにより、市役所がどんな仕事をしているのかも理解が深まると思います。子ど
し やくしょ し ご と り か い ふか おも こ

もたちは経験上、意見や考えを表明しても、受け止めてもらえなければ表明をやめて
けいけんじょう い け ん かんが ひょうめい う と ひょうめい

いきます。まずは、子どもたちの発言に耳を傾け受け入れ肯定する事が先の様な気もし
こ はつげん みみ かたむ う い こうてい こと さき よう き

ます。なぜいいのか？なぜ必要なのか？なぜいけないのか？子どもとおとなのコミュニ
ひつよう こ

ケーションを大切にしていただきたいです。
たいせつ

� 自分たちも市政に意見や考えを言えるんだということをまず、市側から表明、説明して、
じ ぶ ん し せ い い け ん かんが い し が わ ひょうめい せつめい

その機会を作る、意見を聞く、じっくりと耳を 傾 ける体制を創らないといけない。 私
き か い つく い け ん き みみ かたむ たいせい つく わたし

自身不勉強ではあるが、学校内に設置したセオリアは子供が不登校であるのに学校内に
じ し んふべんきょう がっこうない せ っ ち こ ど も ふとうこう がっこうない

設置した意味はあるのか。子供や若者の意見を聞いて、学校内に設置したのか、市の都合
せ っ ち い み こ ど も わかもの い け ん き がっこうない せ っ ち し つ ご う

で設置したのではないかなどと思っていたのですが。
せ っ ち おも

� 児童 アンケートをもらう時間を学校で割いてもらう。若者 気軽に意見が言える場、エ
じ ど う じ か ん がっこう さ わかもの き が る い け ん い ば

ックス、インスタなどで呟ける場所をもうける。
つぶや ば し ょ

� 「言ったって何も変わらないだろ、仕方がないんじゃないか」と考えていないでしょう
い なに か し か た かんが

か。X、Instagram、LINE、そういった SNS を活用されると良いのだろうなぁと思えども、
かつよう よ おも

若い人が川西市公式のそういったページに関心を寄せるかどうかは疑問でもあります。
わか ひと かわにししこうしき かんしん よ ぎ も ん

学校の掲示板に「どんなことでもいいから意見を寄せて欲しい」という、ポスターまでは
がっこう けいじばん い け ん よ ほ

行かない、QR コード付きのチラシや張り紙的な、そんな軽いものを出してみてはどうで
い つ は がみてき かる だ

しょうか。あるいは学校単位で希望者を募って、川西市に意見をぶつける場を設けるとか
がっこうた ん い きぼうしゃ つの かわにしし い け ん ば もう

‥‥。学校対抗だとアイディアを競い合う気持ちなど生まれないでしょうか？彼らが自分
がっこうたいこう きそ あ き も う かれ じ ぶ ん

が社会を変えていけるという自信や確信を持ってもらえると嬉しいです。選挙の投票率
しゃかい か じ し ん かくしん も うれ せんきょ とうひょうりつ

なども全てはそこに問題がある気がします。まぁ、政治に参加したいと思えないほど彼ら
すべ もんだい き せ い じ さ ん か おも かれ

をずっとがっかりさせてきたのは、現在の大人である私たちなのでしょうが。
げんざい お と な わたし

� 今の若者は SNS を通じて情報を取り入れていると思うので、もっと川西市は SNS発信す
いま わかもの つう じょうほう と い おも かわにしし はっしん

ればいいと思います。そのためには子育て支援は必要だと思います。一つは中学生の
おも こ そだ し え ん ひつよう おも ひと ちゅうがくせい

給 食。私もフルで働いてたので、毎日のお弁当は苦痛でした。住みやすい町、子育て
きゅうしょく わたし はたら まいにち べんとう く つ う す まち こ そだ

しやすい町になれば、多くの若い方が川西市に住みたいと思い、それが今後の川西市の
まち おお わか かた かわにしし す おも こ ん ご かわにしし

発展に繋がると思います。もう一つ、年配の議員を減らし世代交代も必要！同世代の議員
はってん つな おも ひと ねんぱい ぎ い ん へ せ だ いこうたい ひつよう どうせだい ぎ い ん

がいることで、若者の考えや表明も発信しやすくなると思います。
わかもの かんが ひょうめい はっしん おも

� 子どもの意見、特に学生の年代から意見を聞こうと思ったら、学校のホームルームなどの
こ い け ん とく がくせい ねんだい い け ん き おも がっこう
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時間を頂戴して、直接、子ども達に接して、生の意見を聞いたら、良いと思います。子
じ か ん ちょうだい ちょくせつ こ たち せっ なま い け ん き よ おも こ

どもからの意見をもらうには、待っていても聞けない、と思うので、こちらから積極的
い け ん ま き おも せっきょくてき

に行かない、と意見は聞けないと思います！
い い け ん き おも

� いろいろな年代の考え方を聞くことは、大事。
ねんだい かんが かた き だ い じ

� 今ある現状を答えとしていて、検討すらされない場合が多い。例えば公園でのボール禁止
いま げんじょう こた けんとう ば あ い おお たと こうえん き ん し

の張り紙。ご近所からの苦情によって張り出されたのであろうが、その子達は学年も上が
は がみ きんじょ くじょう は だ こ たち がくねん あ

り遊びに来ない。その下の学年からは全くボール遊びができない。子どもは書かれたこ
あそ こ した がくねん まった あそ こ か

とを守る。どんなに小さい子が母子でボール遊びをしていても、それはしてはダメなこと
まも ちい こ ぼ し あそ

として避難される、せっかくの公園も誰もよりつかなくなる。極端すぎる張り紙。
ひ な ん こうえん だれ きょくたん は がみ

� Instagram、TikTok、YouTube など SNS最大活用する
さいだいかつよう

� 学校に行ってるを前提にしないでほしいです。校則が今の時代に合っていないです。早く
がっこう い ぜんてい こうそく いま じ だ い あ はや

昭和の時代から令和に向けて一掃してほしいです！子供たちに自由を与えてください。
しょうわ じ だ い れ い わ む いっそう こ ど も じ ゆ う あた

� 自分から意見を発するのは勇気のいるものだと思います。自分の意見が反映される？と
じ ぶ ん い け ん はっ ゆ う き おも じ ぶ ん い け ん はんえい

半信半疑だと思います。例えば、夏休みの宿題で「市政に関して改革案」新聞などを出
はんしんはんぎ おも たと なつやす しゅくだい し せ い かん かいかくあん しんぶん だ

してもらっていい案に対して図書カード進呈するように小さい頃から市政に対して考え
あん たい と し ょ しんてい ちい ころ し せ い たい かんが

る→意見をいえる機会をつくる。いい機会かなと思います。社会の変化に 伴 って(それ
い け ん き か い き か い おも しゃかい へ ん か ともな

以上早く)市政に変化があれば、川西はやってくれるんだ。と意見もでてくるかも知れな
いじょうはや し せ い へ ん か かわにし い け ん し

いなと思います。川西のこどもは自分のこどもだと思って市政に取り組んで頂きたいと
おも かわにし じ ぶ ん おも し せ い と く いただ

思います。例えば、体力、知力、コミュ力のあるこどもを独り立ちさせてあげるにはど
おも たと たいりょく ちりょく りょく ひと だ

うしたらいいか？をまず大人が真剣に考えて実際に行動におこして欲しいです。実際、
お と な しんけん かんが じっさい こうどう ほ じっさい

子育て中に感じた事をお伝えしておきます。公立高校に関して行きたい、綺麗な学校の
こ そだ ちゅう かん こと つた こうりつこうこう かん い き れ い がっこう

整備をして欲しかった。です。実際いってみたら、とても古い。是非ともいきたい？と問
せ い び ほ じっさい ふる ぜ ひ と

われると？て感じです。受験に対しては、先生方のフォローはよくして頂きました。川西
かん じゅけん たい せんせいがた いただ かわにし

を良くしていく為に、市の職員の方が実際に出向いて感じて頂き、市長に忖度なく意見
よ ため し しょくいん かた じっさい で む かん いただ しちょう そんたく い け ん

の言える環境→改革ができるのが理想だと思います。子育て(幼稚園)学校(進学)就 職
い かんきょう かいかく り そ う おも こ そだ ようちえん がっこう しんがく しゅうしょく

(通勤手段)介護(地域のつながり)全てにおいて川西が魅力的な市になる様に、真剣に考
つうきんしゅだん か い ご ち い き すべ かわにし みりょくてき し よう しんけん かんが

えて取り組んで頂きたいと思います。宜しくお願い致します。
と く いただ おも よろ ねが いた

� 例えば、自転車通学や校則について、大人だけで決めるから違反する子どもがいると思い
たと じてんしゃつうがく こうそく お と な き い は ん こ おも

ます。元々なぜだめなのかの説明もないまま、古い考えを押し付けるのではなく、多く
もともと せつめい ふる かんが お つ おお

の子どもが理解して納得する仕組み作りから始めることが大切だと思う。時代は変わっ
こ り か い なっとく し く づく はじ たいせつ おも じ だ い か

ているのに校則は昭和のまま。なぜ髪型に指定があるのか、なぜ私服の中学が存在する
こうそく しょうわ かみがた し て い し ふ く ちゅうがく そんざい

のかの説明を叱るのではなく、丁寧に説明してあげて欲しい。自由な発想から大人になっ
せつめい しか ていねい せつめい ほ じ ゆ う はっそう お と な

て成功している者も存在するので、子どもの中にはそういう事を盾に反発心を強く抱く
せいこう もの そんざい こ なか こと たて はんぱつしん つよ いだ

タイプもいると思う。誰かが説明してほしい。
おも だれ せつめい

� やらないといけない。

� そのような場が、いろいろな機会にあるといいし、彼らがそのことを知る機会が多くあれ
ば き か い かれ し き か い おお

ばいい
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� 子供にも人格があります。全てを聞いて採用されるわけではありません。反映することは
こ ど も じんかく すべ き さいよう はんえい

必要だと思います。
ひつよう おも

� こども 若者に限らず誰もが意見を出しやすい環 境や仕組みは必要だと 考 えますし
わかもの かぎ だれ い け ん だ かんきょう し く ひつよう かんが

出した意見がどのように反映されたかの広報も大切だと思いますが 全てが反映するよ
だ い け ん はんえい こうほう たいせつ おも すべ はんえい

うな誤解が生じない(却下もある事)仕組みが重要だと考えます
ご か い しょう きゃっか こと し く じゅうよう かんが

� 時代が変化しているのに、学校の仕組みが旧態依然としていて、個人の意見より集団と
じ だ い へ ん か がっこう し く きゅうたいい ぜ ん こ じ ん い け ん しゅうだん

しての行動の方に重きが置かれていて、自由な意見表明場面が狭められていることを感
こうどう ほう おも お じ ゆ う い け んひょうめいば め ん せば かん

じています。特に、声なき声は届かないです。社会が弱者を作っていることのもどかし
とく こえ こえ とど しゃかい じゃくしゃ つく

さを感じています。見えてこないこと、追いやられていることを見つけてくださるような
かん み お み

行政のあり方を望みます。
ぎょうせい かた のぞ

� 自由な意見や発想を出しても、いいんだと言うことをいろんな所で知らせる。そして意見
じ ゆ う い け ん はっそう だ い ところ し い け ん

や考えを言うことには、責任が伴うことも教えなければいけない。
かんが い せきにん ともな おし

� 意見や考えを言っても、伝わっているのか、伝わり方が中途半端なのか、経過がわから
い け ん かんが い つた つた かた ちゅうとはんぱ け い か

ないから、意見を聞いたら、それに関しての解答は必要。その方法は、個別でなく統計的
い け ん き かん かいとう ひつよう ほうほう こ べ つ とうけいてき

に数値で表しながら説明は必要。
す う ち あらわ せつめい ひつよう

� 意見を聞く際には不登校や障がいのある子など、様々な人からの意見をまんべんなく取
い け ん き さい ふとうこう しょう こ さまざま ひと い け ん と

り入れて欲しい。
い ほ

� 子供も色々な意見を持っています。ただ、国語や算数が苦手で言葉として正しくいえない
こ ど も いろいろ い け ん も こ く ご さんすう に が て こ と ば ただ

のです。証言でも、子供の言っていることと軽く扱われるのではないでしょうか。聞き
しょうげん こ ど も い かる あつか き

手が子供を信じて、しっかりと引き出す根気がいると思います。
て こ ど も しん ひ だ こ ん き おも

� 子どもから様々な意見などを取り入れることは重要だし大事だと思う。
こ さまざま い け ん と い じゅうよう だ い じ おも

� 学校や家庭、地域での暮らしで、どんなことを感じているのか、分け隔てなく定期的に、
がっこう か て い ち い き く かん わ へだ ていきてき

気軽に大人に言え、大人が聞ける機会があると良いと思う。
き が る お と な い お と な き き か い よ おも

� 今回の質問は 少 々 抽 象 的でありもう少し噛み砕いたものとすべきと感じました又
こんかい しつもん しょうしょうちゅうしょうてき すこ か くだ かん また

年輩者が回答出来る内容ではなかったのでは、ないかと思います。アンケートを配信する
ねんぱいしゃ かいとう で き ないよう おも はいしん

前に役所内で若者中心にディスカッションをすべきではなかったのではと思います！
まえ やくしょない わかものちゅうしん おも

� 未就学児の意見を集めることは現実的にできないので、その親の意見を代わりに取り入
みしゅうがくじ い け ん あつ げんじつてき おや い け ん か と い

れても良いのでは。
よ

� 年齢関係なく、一人の人間として、対等に接し、耳を傾ける姿勢を持つことは大事なの
ねんれいかんけい ひ と り にんげん たいとう せっ みみ かたむ し せ い も だ い じ

で、若者たちの考えを取り入れる姿勢は賛成です。
わかもの かんが と い し せ い さんせい

� 子供や、若者が周りにいないので相談や話しを、することが無い。
こ ど も わかもの まわ そうだん はな な

� 例えば公園の遊具を 新 しくする時に 2種類のどちらがいいか子供が投 票して決めるな
たと こうえん ゆ う ぐ あたら とき しゅるい こ ど も とうひょう き

ど簡単に意見を聞くこともできるのではと思いました。息子は小学生なので意見を言う
かんたん い け ん き おも む す こ しょうがくせい い け ん い

のが難しいのと、考えることもあまりしてなさそうなので学校に直接 行って話を聞
むずか かんが がっこう ちょくせつおこな はなし き

かせてほしいと思います。
おも

� 意見を言える子供は恵まれた環 境にいる子供であると思う。意見が掬い上げられない
い け ん い こ ど も めぐ かんきょう こ ど も おも い け ん すく あ
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環境の子供こそ自治体は目を向けなければいけない。そんな仕組みがほしい。
かんきょう こ ど も じ ち た い め む し く

� 意見を言える場所がわかるようにすること。安心して言っても良いのだと思えるように
い け ん い ば し ょ あんしん い よ おも

すること。

� 民主主義の基本的な考え方を小学校段階から教え、一人ひとりの考えや気持ちを表明
みんしゅし ゅ ぎ きほんてき かんが かた しょうがっこうだんかい おし ひ と り かんが き も ひょうめい

することが自分たちの社会を作っていくことにつながることを具体的に体験させること
じ ぶ ん しゃかい つく ぐたいてき たいけん

が必要。
ひつよう

� 家族の会話によくあるのですが、もし次に住むならどこがいい？と話題になると、必ず
か ぞ く か い わ つぎ す わ だ い かなら

息子は川西でいいと言います…都会田舎な感じが居心地いいそうです…生まれ育った町
む す こ かわにし い と か い い な か かん い ご こ ち う そだ まち

を好きだと思ってくれるのは嬉しい事です。坂が多くて大変だけど、この町で子育て出来
す おも うれ こと さか おお たいへん まち こ そだ で き

て良かったと思っています。
よ おも

� 言われたことしかできない子どもや若者が増えてると感じている。ネット社会になるこ
い こ わかもの ふ かん しゃかい

とで意見や考えを伝えやすくなってると思うが、対面で、意見や考えを言えない子ども
い け ん かんが つた おも たいめん い け ん かんが い こ

や若者も多いと思う。学校で、意見を述べるチャンスを作るのもいいかもしれない。
わかもの おお おも がっこう い け ん の つく

� 市役所のどこにいけばいいかわからない
し やくしょ

� １年に 2、3回程度中学校、高校での意見交換の場を設ける。取り組んだ結果等を市のホ
ねん かいて い どちゅうがっこう こうこう い け んこうかん ば もう と く け っ かとう し

ームページや地域での回覧板を利用して知らせる。
ち い き かいらんばん り よ う し

� 市政等に意見を述べることは、ハードルが高いと思います。教育現場で、市政について
し せ いとう い け ん の たか おも きょういくげ ん ば し せ い

知ることや将来の希望や取り組みを 考 える機会を与え興味を持って貰うことが必要だ
し しょうらい き ぼ う と く かんが き か い あた きょうみ も もら ひつよう

と思う
おも

� そもそもそこまで自分の住んでる市に目が向いてるか疑問です。広報などで意見募集く
じ ぶ ん す し め む ぎ も ん こうほう い け んぼしゅう

らいでは弱いかと思います。意識が高い子ども、若者もいるとは思いますが、広く意見を
よわ おも い し き たか こ わかもの おも ひろ い け ん

集めたいなら踏み込んだアピールが必要なのでは？集まりすぎても精査が大変とは思い
あつ ふ こ ひつよう あつ せ い さ たいへん おも

ますが、まず意見を集めたいならそこは頑張りどころなのかと。
い け ん あつ がん ば

� 子供からの意見が，本当に子供が考えた意見なのかどうか判断のつかないものもある。
こ ど も い け ん ほんとう こ ど も かんが い け ん はんだん

他の人から聞いた内容と似たものが多いのが気になっています。こちらが知りたいこと
ほか ひと き ないよう に おお き し

は，理由を説明したうえで，答え易い質問をして、聞き出すのがいいと思う。なかなか本音
り ゆ う せつめい こた やす しつもん き だ おも ほ ん ね

はつかめません。

� こども、若者の意見をばかにしないこと。ブレーンストーミング的に色んなアイデアを出
わかもの い け ん てき いろ だ

せる機会を設ける。若い人ほど常識にとらわれない斬新な意見を出してくるはず。使わ
き か い もう わか ひと じょうしき ざんしん い け ん だ つか

れない施設や施策ではなく、将来を担うこどもや若者に有効利用されるものを当事者の
し せ つ し さ く しょうらい にな わかもの ゆうこうり よ う とうじしゃ

意見を反映して実現できれば、市の成長ドライバとして機能できると思う。
い け ん はんえい じつげん し せいちょう き の う おも

� 市との距離を近づける為の工夫や仕組み、特に将 来の諸問題についての情 報交換等の
し き ょ り ちか ため く ふ う し く とく しょうらい しょもんだい じょうほうこうかんとう

場づくりー講習会、教育、他の市などが必要かな？
ば こうしゅうかい きょういく ほか し ひつよう

� タウンミーティングやアンケートで出された意見を請願と同じレベルで検討し、○✕で
だ い け ん せいがん おな けんとう

は無く、貴重な意見として捉え議論し、その回答を定期的に市民にお知らせしてもらえる
な きちょう い け ん とら ぎ ろ ん かいとう ていきてき し み ん し

と、どんどんブラッシュアップされていき良い方向へ行くと思う
よ ほうこう い おも
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� 私の地域の子どもたちは挨拶も率先してしてくれるしっかりした子どもたちだがいっぱ
わたし ち い き こ あいさつ そっせん こ

いです。機会を設けてあげれば、市役所でも会議でも出席してはっきり自分の意見を述
き か い もう し やくしょ か い ぎ しゅっせき じ ぶ ん い け ん の

べることができきると思います。子どもたちの意見・考えが知りたかったら、そういう
おも こ い け ん かんが し

機会をたくさん設けるべきだと思います。
き か い もう おも

� 若者の意見を取り入れて市が検討を重ねる事が大切だと思います。その結果を若者と市民
わかもの い け ん と い し けんとう かさ こと たいせつ おも け っ か わかもの し み ん

に報告して意見の交流を促すと市がますます発展すると思います。
ほうこく い け ん こうりゅう うなが し はってん おも

� まだ幼い子どもであっても、こうであったら良いなという気持ちは多かれ少なかれみん
おさな こ よ き も おお すく

な持っていると思います。しかし、それを表明する場も、その意見に共感した親がそれ
も おも ひょうめい ば い け ん きょうかん おや

を表明する場もなかなかないように感じます。近頃は子どもたちも何かと忙しいため、
ひょうめい ば かん ちかごろ こ なに いそが

意見がある人をどこかに集めるという手法でなく、学校や幼稚園・保育園でアンケート
い け ん ひと あつ しゅほう がっこう ようちえん ほ い くえん

用紙を配布する(場合によっては親が代弁して記載するということもあって良いと思いま
よ う し は い ふ ば あ い おや だいべん き さ い よ おも

す)、授業の一環として子どもたちの意見をまとめて発表する、といった取組が進んで
じゅぎょう いっかん こ い け ん はっぴょう とりくみ すす

いけば良いなと思います。また、川西市は南北で雰囲気もかなり変わると思うので、学校
よ おも かわにしし なんぼく ふ ん い き か おも がっこう

や幼稚園などの 1つのまとまりごとに意見を聞くことで、地域ごとの特色ある意見など
ようちえん い け ん き ち い き とくしょく い け ん

もでてくるのではと思いました。子どもたちが安心して暮らせる川西市であり続けられ
おも こ あんしん く かわにしし つづ

るまちであって欲しいと思います。
ほ おも

� 住み良い川西市でこども達が、意見や思っている事、沢山出して頂き 安心の川西市に
す よ かわにしし たち い け ん おも こと たくさん だ いただ あんしん かわにしし

してもらいたいです。

� 意見を取り入れると一言で言っても、どんな意見が出てきてどんな意見を反映させるか
い け ん と い ひとこと い い け ん で い け ん はんえい

が 全 く見えてきません。現 状のアンケートにおいて何に賛成しているのかよくわから
まった み げんじょう なに さんせい

ないまま回答したような状 態です。おそらく子ども達からしても、「意見を言えてます
かいとう じょうたい こ たち い け ん い

か？」「意見を言う場はありますか？」と質問されても、本質を捉える事は難しいかと思
い け ん い ば しつもん ほんしつ とら こと むずか おも

います。アンケート内でも回答しましたが、子ども達に“どんな市政をしているか““ど
ない かいとう こ たち し せ い

のような施策があるか“を周知してもらう事が大前提ではないでしょうか。大人ですらす
し さ く しゅうち こと だいぜんてい お と な

べて把握できている人はなかなか居ません。ですが子ども達が、まず情報を得、本人の
は あ く ひと い こ たち じょうほう え ほんにん

なかで思考を重ねてから出てくる意見を大切にしてもらいたいと個人的には思います。
し こ う かさ で い け ん たいせつ こじんてき おも

� 若者の意見も大事かもしれませんが、年寄りの意見も聞いてください
わかもの い け ん だ い じ とし よ い け ん き

� 現状、子供・若者と市の接点が無いように感じます。→市の方が学校に行って説明した
げんじょう こ ど も わかもの し せってん な かん し ほう がっこう おこな せつめい

り、子供の意見を聞いたりするのは良いと思います。そこから今後、どういう形で子供
こ ど も い け ん き よ おも こ ん ご かたち こ ど も

達と繋がるか、学校の先生にも協 力 頂き、ネットを利用して意見交換出来るようにす
たち つな がっこう せんせい きょうりょくいただ り よ う い け んこうかん で き

ればベストで、その方法が分かれば成人になっても意見を伝える人が増えるのでは、と
ほうほう わ せいじん い け ん つた ひと ふ

考えます。
かんが

� 個人的には子供がいないが、市が子供や若者をフォローする事が全体の底上げになると
こじんてき こ ど も し こ ど も わかもの こと ぜんたい そこ あ

考える。手伝いが必要なら、高齢者も上手く利用して頂きたい。
かんが て つ だ ひつよう こうれいしゃ う ま り よ う いただ

� 川西市はここが他の市町村と違うと言えるものをこども・若者に大きく訴え続けること
かわにしし ほか しちょうそん ちが い わかもの おお うった つづ

が大事だと思います。親とも語りあえる話題ともになります。そしてそれが町に対する誇
だ い じ おも おや かた わ だ い まち たい ほこ

りにも、愛着にもなります。川西市はそれだけのアドバンテージがある町です。
あいちゃく かわにしし まち
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� コロナ以降、困りごとのある子供たちは増えていると思うので、意見が取り入れられたら、
い こ う こま こ ど も ふ おも い け ん と い

子供の成長にもよいと思う。
こ ど も せいちょう おも

� 市長がたまにインスタライブをしてくれているのはありがたいです。ただ子育て中なの
しちょう こ そだ なか

でなかなか見れないし、意見があってメッセージを 入 力したくても子供が泣いていた
み い け ん にゅうりょく こ ど も な

りするとなかなかできず、私達若者の声は届きにくいと感じています。特に子育て世帯。
わたしたちわかもの こえ とど かん とく こ そだ せ た い

� 意見、考えをどこにどのように発信すればよいのか分かりやすくして欲しい。窓口的な
い け ん かんが はっしん わ ほ まどぐちてき

ところがどこなのか？私自身分からないところです。
わたしじ し ん わ

� こども、若者は、将来住み続ける事は考えておらず、成人式までの事ぐらいしか考え
わかもの しょうらい す つづ こと かんが せいじんしき こと かんが

ていない。図書館、児童館、公民館、私立学校の無償化などは、親が考える事だと思っ
としょかん じどうかん こうみんかん し り つがっこう むしょうか おや かんが こと おも

ている。学校でのいじめ、ネグレスト、ヤングケアラー、勉 強ができる場所や環境、
がっこう べんきょう ば し ょ かんきょう

孤食、ぐらいしか、当事者という意識はないとおもう。私は大学勤務だが、学内ではカ
こしょく とうじしゃ い し き わたし だいがくき ん む がくない

ウセリングの専門家がおり、トイレのドアに予約電話番号を貼っている。何か、方法を考
せんもんか よ や くでんわばんごう は なに ほうほう かんが

えてもらい、悩んでいる子供が減ればよいなと思う。
なや こ ど も へ おも

� ①気軽に参加出来る機会を設ける。主催者も柔 軟な 考 えを持った人にお願いする。②
き が る さ ん か で き き か い もう しゅさいしゃ じゅうなん かんが も ひと ねが

川西市の 考 えと若い人の 考えが乖離していると思われるのでまず意見を聞く事からは
かわにしし かんが わか ひと かんが か い り おも い け ん き こと

じめたらどうでしょうか。③時間がかかると思われるのでしっかりした組織造りが必要
じ か ん おも そ しきづく ひつよう

です。

� 若者が自信を持って自分の意見を述べ、行動に移すことができるためには、自己肯定感を
わかもの じ し ん も じ ぶ ん い け ん の こうどう うつ じ こ こうていかん

高め、小さなことでも成功体験を積まなければ難しい。近所に親や教師以外の信頼でき
たか ちい せいこうたいけん つ むずか きんじょ おや きょうしい が い しんらい

る大人が一人でもいることが大切。損得勘定ではない人間関係が築ければ、もっと若者
お と な ひ と り たいせつ そんとくかんじょう にんげんかんけい きず わかもの

達は自然と行動を始めるに違いないと思う。子供に対して大切なのは、大人のエゴでこど
たち し ぜ ん こうどう はじ ちが おも こ ど も たい たいせつ お と な

もの良さを潰さない、邪魔しない。伸ばしてやろう、などと不要なお節介をしない。ただ、
よ つぶ じ ゃ ま の ふ よ う せっかい

場と話し相手を提供してあげれば、色々と傷ついても何とか生き延びてくれるのだと思
ば はな あい て ていきょう いろいろ きず なん い の おも

う。

� 折角考えた制度も、膠着マンネリ化させないように、絶えず活性化しているように工夫
せっかくかんが せ い ど こうちゃく か た かっせいか く ふ う

してください。ありがとう。

� 小学生がスケートボードを隣の市へ行って練習している。川西には公園はたくさんあ
しょうがくせい となり し い れんしゅう かわにし こうえん

るが、幼児しか遊べない。スケボーのできる場所がほしいというのは、何年も前からまわ
よ う じ あそ ば し ょ なんねん まえ

りでよく聞くが、実現されないままなので、下の子は隣の市まで通ってスケボーをした
き じつげん した こ となり し かよ

いとは言わなくなる。意見を言う前に、それはもう言ってあるけれど叶わない、と知らさ
い い け ん い まえ い かな し

れる子供がいるのは哀しい。
こ ど も かな

� 自分の経験から言うと、子ども、若者に限らず、相手を一人前の人間として扱うことが
じ ぶ ん けいけん い こ わかもの かぎ あ い て いちにんまえ にんげん あつか

基本だと思う。私自身は戦後の数年間を子どもと若者として育ってきたので、とくにそ
き ほ ん おも わたしじ し ん せ ん ご すうねんかん こ わかもの そだ

の思いが強い。子どもや若者は私たちよりもずっと表 現 力や発 表 力に優れていると
おも つよ こ わかもの わたし ひょうげんりょく はっぴょうりょく すぐ

思うし、それを正当に評価すべきだと思う。
おも せいとう ひょう か おも

� 川西市の取り組みや今後の在り方をわかりやすく関心を持って貰えるように発信して、
かわにしし と く こ ん ご あ かた かんしん も もら はっしん

意見等を言いやすい方法で実施して、市と子供若者両方が意見交換発信だけでなく行動
い け んとう い ほうほう じ っ し し こ ど もわかものりょうほう い け んこうかんはっしん こうどう
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していけるようになって欲しいです。
ほ

� こども・若者が自分の意見や考えを表明することはとても大切だと思います。はじめは、
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい たいせつ おも

身勝手な要望みたいな意見が多数出てくるかもしれませんが、行政当局との話合いで
み が っ て ようぼう い け ん た す う で ぎょうせいとうきょく はなし あ

市政へのより有効な意見も出るようになると希望もふくめて思います。これからは、政治
し せ い ゆうこう い け ん で き ぼ う おも せ い じ

も経済もソフトが重要になってきますので、良い意見やスマートな発想は宝物です。
けいざい じゅうよう い い け ん はっそう たからもの

� こども．若者の代表と市の担当者との話し合いの機会をつくる。（年1～2回）目安箱のよ
わかもの だいひょう し たんとうしゃ はな あ き か い ねん かい めやすばこ

うなものの設置。
せ っ ち

� こども・若者の意見や考えを表明できる機会を作り、取り入れられた意見がどのような
わかもの い け ん かんが ひょうめい き か い つく と い い け ん

結果になっているのかをこども達自身が体感できることが大切だと思います。また、人ご
け っ か たちじ し ん たいかん たいせつ おも ひと

とではなく自分ごとと捉えられるように、周囲の人間が上手くファシリテーターとなれ
じ ぶ ん とら しゅうい にんげん う ま

るような技能も必要だと思います。こどもや若者の自由で多様な発想力を活かし、子を
ぎ の う ひつよう おも わかもの じ ゆ う た よ う はっそうりょく い こ

持つ親にとっても魅力的な持続可能なまちづくりを期待しています。
も おや みりょくてき じ ぞ く か の う き た い

� やっぱり選挙もあるので議員の方々、市長も、影響度の小さい若者の声が反映されにくい
せんきょ ぎ い ん かたがた しちょう えいきょうど ちい わかもの こえ はんえい

状 況にあるのは理解できる。ただし、若者もこのことを分っているので何も言わない、
じょうきょう り か い わかもの わか なに い

声を上げても意味がないと判断して現状に至っていると思う。なので、上の立場の方々
こえ あ い み はんだん げんじょう いた おも うえ た ち ば かたがた

には、若者の声をどうやって集めるかを意識してもらいたい。あと、後援会にも若者を増
わかもの こえ あつ い し き こうえんかい わかもの ふ

やすことを考えてほしい。政治への興味はここからかなと思う。
かんが せ い じ きょうみ おも

� 大人は、次代を担う人として子どもや若者が成長するよう愛情と理解をお互いにもち、
お と な じ だ い にな ひと こ わかもの せいちょう あいじょう り か い たが

協同していくことが大切である。一方、行政、学校、地域、家庭及び職場も相互に連携
きょうどう たいせつ いっぽう ぎょうせい がっこう ち い き か て いおよ しょくば そ う ご れんけい

し、まちづくりに子どもや若者の意見、提案が定期的に取り入れられる環境を作ること
こ わかもの い け ん ていあん ていきてき と い かんきょう つく

も大切である。更に、今市が何を考え、何をしようとしているのかをタイムリーに市民
たいせつ さら い ま し なに かんが なに し み ん

に対して情報発信していくことも大切と考えます。
たい じょうほうはっしん たいせつ かんが

� 若者ばかりを 考 えるより今の親があまり判っていない。親を見れば子がわかる～常 識
わかもの かんが いま おや わか おや み こ じょうしき

が判っていない。古いと言えばそうかもしれないけど～若い人は話をしてみて自分がよ
わか ふる い わか ひと はなし じ ぶ ん

ければそれでいいみたいです。

� 自分の意見を認識し、表 明することは小さな子どもであればあるほど難 しいように思
じ ぶ ん い け ん にんしき ひょうめい ちい こ むずか おも

います。子どもたちが、どんな意見でも受け入れてもらえると思える環境を作っていけ
こ い け ん う い おも かんきょう つく

ればいいなと思いました。
おも

� 様々な個性を持った、性格が一人一人ちがう子どもたちの意見を、一つ一つ聞き入れ、受
さまざま こ せ い も せいかく ひ と り ひ と り こ い け ん ひと ひと き い う

け入れていくことは難しいことではあるが、大人だけではなく、考えが柔軟である子
い むずか お と な かんが じゅうなん こ

どもの意見を取り入れていくことはこの先、大変大切なことだと思う。小学校、中学校
い け ん と い さき たいへんたいせつ おも しょうがっこう ちゅうがっこう

で、教師には言えないことであったり、学校で何かしら悩んでいたりすることも、川西市
きょうし い がっこう なに なや かわにしし

が、子どもたちの意見、おもいを聞き入れるよ！という簡単にできる意見箱などがあれば、
こ い け ん き い かんたん いけんばこ

不登校の子どもたちから、小さな悩みを抱えている子どもたちまで、利用できるのではな
ふとうこう こ ちい なや かか こ り よ う

いかとおもう。大人だけでなく、若者の意見も聞いてくれるようになる川西市であれば、
お と な わかもの い け ん き かわにしし

さらに私も含め子育てもしやすくなっていくのではないかとおもう。
わたし ふく こ そだ

� 市の予定している施策などを、わかりやすく公開し、若者対象でアンケートを LINE など
し よ て い し さ く こうかい わかものたいしょう
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の馴染みやすいプラットフォームで行う
な じ おこな

� 家庭内でコミュニケーションがとれているのか？に、尽きると思っています。取れていれ
か ていない つ おも と

ば、消 極 的な子どもたちの意見も親(大人)が代弁すれば良いわけで。
しょうきょくてき こ い け ん おや お と な だいべん よ

� 学生なら学校（小学校、中学校）で意見を聞く時間又はアンケートを設ける。
がくせい がっこう しょうがっこう ちゅうがっこう い け ん き じ か んまた もう

� こども・若者が自分の意見や 考えを表 明できる政策をなぜ推進する必要があるのかわ
わかもの じ ぶ ん い け ん かんが ひょうめい せいさく すいしん ひつよう

かりません。いわゆる立法事実の正当性も説明がないですね。LGBT関連法と同様で市民
りっぽうじ じ つ せいとうせい せつめい かんれんほう どうよう し み ん

活動家の新たな利権づくりが真の目的に見えます。本当に子供の将来を考えてるなら、
かつどうか あら り けん しん もくてき み ほんとう こ ど も しょうらい かんが

市政を通して人格形成にいかに寄与するかを考えるべきです。条例を作る前に、市職員
し せ い とお じんかくけいせい き よ かんが じょうれい つく まえ し しょくいん

が市民の模範となるように振舞えば、それだけで親を通し若者を変えるでしょう。過去に
し み ん も は ん ふる ま おや とお わかもの か か こ

電話で不愉快な思いをした者としては、このようなアンケートもアリバイ作りが目的と
で ん わ ふ ゆ か い おも もの づく もくてき

考えてます。子供に媚びるような条例だけは作らないでください。将来の地域や国を
かんが こ ど も こ じょうれい つく しょうらい ち い き くに

支える人たちが後悔しないように十分広く意見を聞いて下さい。
ささ ひと こうかい じゅうぶんひろ い け ん き くだ

� 親が子供の意見を聞き市に話す
おや こ ど も い け ん き し はな

� 子供、若者達の身近で困っている事やこんな物があったらいいとかこんな事をしたいな
こ ど も わかものたち み ぢ か こま こと もの こと

ど思っている事が一杯あると思います。川西市を担ってくれる子供達ですぜひ市の現状
おも こと いっぱい おも かわにしし にな こ ど もたち し げんじょう

を学校で話す機会を作って下さい。自分達がどんな街になれば住み続けたいか を聞いて
がっこう はな き か い つく くだ じ ぶ んたち まち す つづ き

欲しいです
ほ

� 子供、若者のための市の施策なので彼らの意見を取り入れ、検討することは当然。「君た
こ ど も わかもの し し さ く かれ い け ん と い けんとう とうぜん きみ

ちの市だよ！」を前面に出し、実現することで参加意欲を高める。
し ぜんめん だ じつげん さ ん か い よ く たか

� 市政がわかりやすいように子供向けの広報紙を発行する
し せ い こ ども む こうほうし はっこう

� まずは子供、若者が自分の意見や考えを持つ事が大切だと思います。学校や家庭で大人
こ ど も わかもの じ ぶ ん い け ん かんが も こと たいせつ おも がっこう か て い お と な

と日々色々な事を話し合う機会があればいいですね。今最も難しい事かもしれません。
ひ び いろいろ こと はな あ き か い いまもっと むずか こと

� 川西市には最近引っ越してきてどうか分かりませんが、全国的に少子化の為にお年寄り
かわにしし さいきん ひ こ わ ぜんこくてき しょうしか ため とし よ

等の意見に 偏 りがちな印 象があります。もっと若者や子供の意見が通るようになるこ
とう い け ん かたよ いんしょう わかもの こ ど も い け ん とお

とを先陣をきって川西市やって頂けることを期待しています。
せんじん かわにしし いただ き た い

� こどもや若者当事者の近くにいる人が注意深く耳を傾ける必要があると思います。何か
わかものとうじしゃ ちか ひと ちゅういぶか みみ かたむ ひつよう おも なに

意見を持っているのかどうかは、やはり両親や学校の先生でなければなかなか気づくこ
い け ん も りょうしん がっこう せんせい き

とが出来ないと感じるからです。学校でのアンケートなどでとりあえず全員に満遍なく
で き かん がっこう ぜんいん まんべん

機会が与えられることが必要であり、そこではじめて統計がとれるのではないでしょう
き か い あた ひつよう とうけい

か。唐突に何か意見はありませんか？と問われて意見出来るこどもや若者はごく僅かで
とうとつ なに い け ん と い け ん で き わかもの わず

あると思うのです。
おも

� 沢山の意見や考えを取り入れて川西市がいい方向に進むといいなと思います
たくさん い け ん かんが と い かわにしし ほうこう すす おも

� 伝えた意見は実現すると、形として見せる
つた い け ん じつげん かたち み

� 学校や習い事の場、サークルなどへ積極的に顔をだし、同じ目線で向き合う。
がっこう なら ごと ば せっきょくてき かお おな め せ ん む あ

� こども・若者の意見をしっかり聞くことが出来る大人を育てる。
わかもの い け ん き で き お と な そだ
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� こども、若者に限らず、市からの発信が少ない気がします。市報をじっくり読むのは
わかもの かぎ し はっしん すく き し ほ う よ

比較的年配者ではないでしょうか。こどもなら学校を通じて、若年者なら SNS など、も
ひかくてきねんぱいしゃ がっこう つう じゃくねんしゃ

っと積極的に発信していただければと思います。趣旨からは逸れますが、 私のように
せっきょくてき はっしん おも し ゅ し そ わたし

普段子供と関わりのない立場の者は取り残されているように感じます。世代を区切らず、
ふ だ ん こ ど も かか た ち ば もの と のこ かん せ だ い く ぎ

もっと幅広い年齢層が交流できる機会があれば良いかなと思います。規模の問題もある
はばひろ ねんれいそう こうりゅう き か い よ おも き ぼ もんだい

かもしれませんが、地区により活動が活発な地域、そうでない地域がくっきりと別れてい
ち く かつどう かっぱつ ち い き ち い き わか

るように思います。川西市として何か纏まった取り組みができると良いなと思います。
おも かわにしし なに まと と く よ おも

川西市で育ち、また川西市に戻ってきましたが、残念ながら魅力が段々失われているよ
かわにしし そだ かわにしし もど ざんねん みりょく だんだんうしな

うな気がしています。こども、若い人を大切にしていかなければ地域の未来はないと思い
き わか ひと たいせつ ち い き み ら い おも

ますが、全年代の人が住みやすい場所であってほしいと思います。
ぜんねんだい ひと す ば し ょ おも

� 誰もが、自由に意見を言える仕組を考えてほしい。
だれ じ ゆ う い け ん い し く み かんが

� こどもや若者に意見や、考えを表面してもらうには、まず言っても無駄と思わせない環
わかもの い け ん かんが ひょうめん い む だ おも かん

境づくりが大事だと思う。どうせ声をあげても変わらない...と思っているこどもや若者
きょう だ い じ おも こえ か おも わかもの

が大多数だと思う。慣行の見直しも重要だと思う。
だいたすう おも かんこう み なお じゅうよう おも

� 若者の意見も大事でしょうが、間違った意見やおかしなことを言った時に、叱ってあげれ
わかもの い け ん だ い じ ま ちが い け ん い とき しか

る方、大人の意見も大事じゃないですか。
かた お と な い け ん だ い じ

� こども・若者の意見を取り入れていくことは、とても良いと思い賛成です。しかし、何も
わかもの い け ん と い よ おも さんせい なに

かもを取り入れるのではなく、本当に伝えたい事と勝手な意見とを、しっかり見極める
と い ほんとう つた こと か っ て い け ん み きわ

力と判断が必要だと思います。 一方的な大人の意見で左右されないことを願います。
ちから はんだん ひつよう おも いっぽうてき お と な い け ん さ ゆう ねが

よろしくお願いします。
ねが

� 話し合いの場に、子どもや若者が参加できるように募集したり、子ども会や若者の集まり
はな あ ば こ わかもの さ ん か ぼしゅう こ かい わかもの あつ

の場で、みんなの考えを書いて、提出して貰ったら、どうでしょう。
ば かんが か ていしゅつ もら

� 意見を述べられるように、寄り添い、途中で否定的な反応をしない事は、重要だと思い
い け ん の よ そ とちゅう ひていてき はんのう こと じゅうよう おも

ます。意見が自分と違っていても、こちらが間違っているかもしれないと、謙虚に耳を傾
い け ん じ ぶ ん ちが ま ちが けんきょ みみ かたむ

ける心がけは、必要だと思います。具体的な事は、やってみないと、結果はどうなるか
こころ ひつよう おも ぐたいてき こと け っ か

わかりませんから。市政レベルの事になると、意見を表明するタイミングが難しいと思
し せ い こと い け ん ひょうめい むずか おも

いますが、上段に振りかぶると意見が出にくいかもしれません。手軽さも大事だと思い
じょうだん ふ い け ん で て がる だ い じ おも

ます。

� まずは 子どもたち 若者の意見 考え方を 尊重して 活かすこと。
こ わかもの い け ん かんが かた そんちょう い

� 意見することが無意味ではないことを、こどもたちに分かってもらうのが良いと思う。ど
い け ん む い み わ よ おも

うしてそう思うのか、理由も丁寧に聞いてあげるのが良いと思う。実際に、家庭では息子
おも り ゆ う ていねい き よ おも じっさい か て い む す こ

と娘は言いたいことを言うけど、全部は受け入れてあげられないけど、本人たちが納得
むすめ い い ぜ ん ぶ う い ほんにん なっとく

して生活出来るように、落とし所を作ってあげるようにしている。そのおかげか、今の
せいかつ で き お どころ つく いま

ところはあまり隠し事が無いと思っている。言いにくくて知らないことがあったとして
かく ごと な おも い し

も、勇気を出して伝えてきた意見は大事にしてあげようと思っている。
ゆ う き だ つた い け ん だ い じ おも

� 良い事、積極的に行なって下さい。
よ こと せっきょくてき おこ くだ

� 自分の意見や考えを伝えることで学ぶ事は多いと思います、それによってより良いまち
じ ぶ ん い け ん かんが つた まな こと おお おも よ
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づくりに繋がる可能性は大いに期待したいです。どうしたら意見を言いやすいか？の議論
つな かのうせい おお き た い い け ん い ぎ ろ ん

も大切ですが、自分の考えをしっかり伝えられる大切さを育むには保護者や教育等の
たいせつ じ ぶ ん かんが つた たいせつ はぐく ほ ご し ゃ きょういくとう

サポートも不可欠かと思います。
ふ か け つ おも

� こども、若者等と接触が無い為直接会う機会も無く残念に思っております。
わかものとう せっしょく な ためちょくせつ あ き か い な ざんねん おも

� 別に特別な事をしなくても、日頃の生活などであいさつや互いにおもいやりをもってい
べつ とくべつ こと ひ ご ろ せいかつ たが

けば、いいと思う。
おも

� 今の幼児の親の態度が理解できない。もっと躾すべきである。マナーの悪さ、自分の言
いま よ う じ おや た い ど り か い しつけ わる じ ぶ ん い

いたいことを言うだけで義務をはたさない。しかし、若い人の意見や行動を取り入れ改善
い ぎ む わか ひと い け ん こうどう と い かいぜん

していかなくてはならない。もっと交流すべきだと思う。ありがとうございました。
こうりゅう おも

� テーマによると思います。こども、若者がどう思っているかを知ることは大切だと思いま
おも わかもの おも し たいせつ おも

す。その上で、テーマによっては直接的に求めるのも必要ではないかと思います。
うえ ちょくせつてき もと ひつよう おも

� まちづくりや市政に小さい子供の時から参加するシステムが無い。子供の意見は時には
し せ い ちい こ ど も とき さ ん か な こ ど も い け ん とき

大人が思っている以上に的をついて居る 処 が有り 驚 かされる。色々な場面や場所で
お と な おも いじょう まと い ところ あ おどろ いろいろ ば め ん ば し ょ

若者、子供も一緒に参加出来る事が大切。学校などにも気軽に意見の言える場を作っては。
わかもの こ ど も いっしょ さ ん か で き こと たいせつ がっこう き が る い け ん い ば つく

テーマを決めず、今の社会に対しての意見を言える（紙に書いて）目安箱的な物を、何処
き いま しゃかい たい い け ん い かみ か めやすばこてき もの ど こ

に公園が欲しいとか……簡単な意見から良い方向に進めば小さな事でも何かが動くと
こうえん ほ かんたん い け ん よ ほうこう すす ちい こと なに うご

子供若者も何か発信したら叶うのだと思うと言う気持も高まるのでは。
こ ど もわかもの なに はっしん かな おも い き も ち たか
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